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問題児たちが異世界から来るそうですよ？
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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　───二ＸＸＸ年・春日部病院。七〇八号室。

　父と最後に話したのは、十一歳になったばかりの秋。

　青せい藍らんの空と海が見える、私営病院のベッドの上の事だった。

　長年行方ゆくえをくらませていた父───春日かすか部べ孝こう明めいは突とつ如じよとして私の前に現れ、多くの土産みやげ話ばなしを私に語ってくれた。

「………鷲わしの嘴くちばしと、ライオンの体をもつ動物？」

「ああ。グリフォンといってな。勇ゆう敢かんで強きよう靭じんで、そして誇ほこり高い。何せ空と大地の王だ。巨きよ大だいな翼つばさと力強い四し肢しで空を駆かけるその姿は、どんな獣けものよりも雄ゆう大だいだった」

　静かに思い出話を語る父は、遠い瞳ひとみで青藍の空を仰あおぐ。

　父は珍めずらしくも背広姿でお見み舞まいにやってきた。私の記き憶おくや思い出にある父はいつも野や暮ぼったい服を着ていたから、これはこれで新しん鮮せんに感じる。やや大おお柄がらだが、見事に整った体たい軀くの人で、姿勢を正してベッドの横に座る父は物静かな風ふう貌ぼうで私に話を聞かせてくれた。

　そんな自じ慢まんの父と思い出を共有できないことが不満だった私は、拗すねたように足をパタパタと揺ゆらし、物欲しそうに呟つぶやいた。

「………私も、グリフォンに会ってみたい」

「何？」

「グリフォンと友達になって、背中に乗せてもらって………父さんみたいに、外の世界を見て回りたい」

　紡つむがれた言葉は、自分でも意外なほど強い語調で発せられた。

　しかしそれは叶かなわぬ願いだ。

　私の体質は人類が万ばん能のうを謳うたう時代に生まれて尚なお、不治のものだと匙さじを投げられたのだ。自分の足で歩く事もままならない私が父について行っても、足を引っ張るだけだろう。

　しかし我わが侭ままだと分かっていても、口に出さずにはいられなかった。

　真っ白な病室に閉じ込められていた私にとって、父の語る外の世界は………鮮あざやかな生命の色と匂においに満ちた、夢のような場所だったのだ。

　私の我侭を聞いた父はしかし、困った素そ振ぶりも見せず静せい謐ひつな瞳をそっと細めて呟いた。

「………そうか。ならばやはり、これも一つの運命だろう」

「え？」

「これを耀ように預けておく。今の耀には何よりも必要なものだ」

　そう言うと父は懐ふところからペンダントを取り出し、私の首にかけた。

　先せん端たんにある木き彫ぼり細工を私の両手の中に収め、

「この系統樹を記したペンダントがあれば、グリフォンと会ったときに役立つはずだ」

「………このペンダントが？」

「ああ。そのペンダントがあればどんな獣からでも………いや、」

　父は言葉を切り、窓辺の陽ひだまりで丸くなっていた三み毛け猫ねこに視線を移す。

　眠ねむたげに大きく「にゃあ」と鳴いた三毛猫を、父は無造作に持ち上げ突とつ然ぜん、私に向かって放ほうり投げた。

「フギャァ!?」

「わ、わわ！」

　三毛猫は突然の仕打ちに悲鳴を上げながらも、なんとか着地。

　私は胸むな元もとにボディーアタックを受けて後ろに頭をぶつけた。思わず頰ほおを膨ふくらませ、父に非難の声を───

『だ、旦那だんな！　突然何をするんや!?』

「放り投げた」

『そやな。って何したか聞いた訳やないわボケ!!　何で投げたかを聞いとんのや!!』

「ムシャクシャシテやった」

『そうですか。ってやかましいわドアホおおおおお!!!』

　キシャー！　と毛を逆立たせて怒おこる三毛猫。素知らぬ顔をする父。

　私は木彫りのペンダントを握にぎりしめたまま、ポカンと口を開いて二人（？）のやり取りを聞いていた。

「………三毛猫？」

『おう、なんやお嬢じよう』

「………。人間の言葉、しゃべれるの？」

『うん？………ぉ、うぉお!!?　お嬢もワシと話せるようになったんか!?』

　関西弁っぽい口調で驚おどろく三毛猫。初めて聞く三毛猫の言葉に面めん食くらう耀だったが、腕うでと瞳を震わせ、力いっぱい三毛猫を抱だきしめた。

「凄すごい！　私、三毛猫とお話ししてる！」

「ああ。これが耀に渡わたしたペンダントの力だ。これがあれば色んな獣と言葉を交かわすことが出来る。………でも、それだけじゃない」

　父は私に手を伸のばし、ベッドから私を抱き上げて床ゆかに降ろす。

　そこで私は、二度目の衝しよう撃げきに襲おそわれた。

　立つことも出来なかった私の両足は───弱々しくも私の身体からだを支えていたのだ。

「……噓うそ………!?」

「噓じゃない。このペンダントを持って色々な獣と接していけば、耀の身体は今よりもずっと強いものになる。この病院の外は勿もち論ろん、学校や街に一人で出歩いても大だい丈じよう夫ぶだ」

　そう言って父は私から手を放す。

　まだ長時間立っていられない私は、すぐにベッドへ倒たおれ込んだ。

「………もっといっぱい動物と友達になったら、もっと歩けるようになる？」

「ああ」

「グリフォンとも、友達になれる？」

　小首を傾かしげて問うと、父は途と端たんに難しい顔になった。

「………さて、どうだろうな。グリフォンと友達になれるかは、耀次し第だいだ。それに会えたとしても、生半可な覚かく悟ごで彼らに近づくな。彼らは本当に気高く誇り高い。それでも対等な友人になりたいのなら、耀の本気を全力でぶつけなければいけない。………それこそ、命を賭かけるほどの本気を」

　ドキリ、と父に睨にらまれて怯ひるむ。脅おどし文句にしてはずいぶんと重い言葉だった。

「父さんは、命懸けでグリフォンと友達になったの？」

「ん？　ま、まあ………そう言えなくもない。俺の場合は殴なぐり合ったというか殺し合ったというべきなんだが………いや、今思えば無む茶ちやをした。ドラコ＝グライフを相手に素す手でで殴り合うなど、俺も酔よいが回っていたというか若かったというべきか………」

「？」

　途端に小声で話す父。元々低い声が一層聞き取り難にくくなる。それが都合の悪いことを隠かくす父の癖くせだと知っていたが、此こ処こはあえて見み逃のがすことにした。

「とにかく、耀も友人は大事にしろ。外で生きて行く時、それは最も大事な財産になる」

「………父さんにとっても？」

「ああ。彼らがいなければ………今の俺は無かっただろう」

　遠い瞳で沈しずんでいく夕日を見つめる。その瞳を見て、私は思った。

　将来、大切な友達が出来たら───その人達を、誰だれよりも大事にしようと。

「陽が沈み始めた。そろそろ、行かなければいけない」

「………そう。じゃあ、見送りに行く」

　折角歩けるようになったのだ。せめて病院の玄関先まで見送りたいと思ってヨタヨタ立ち上がるが、父が困ったように私を止めたので諦あきらめた。

　父は私の頭を何度もゴシゴシと不器用に撫なでまわした後、静謐な瞳を細め、

「───次は二年後の今日。満月の夜に迎むかえに来る」

「………え？」

「そのペンダントがあれば、耀の身体は今よりずっと強いものになる。だから約束する。次は必ず───耀も一いつ緒しよに旅をしよう」

　父は何処どこか思いつめた様な声こわ音ねで誓ちかいの言葉を残し、私の元を去って行った。

　───独りきりの病室に、静せい寂じやくが満ちていく。

　私は父との約束を何度も心の中で反はん芻すうし、そっとペンダントを握りしめた。




　その日を境に、私は父の残した約束の為ために日々を過ごした。

　三毛猫を始めとした様々な獣たちと絆きずなを深め、出会いを重ね、自分自身を鍛きたえた。それまで歩くことも出来なかった私の身体は、僅わずか半年で走れるほどになった。

　人生の半分を病室に閉じこもって過ごした私にとって、獣の友達を作ることは新鮮で楽しいことだった。

　むしろ同年代の友達と遊ぶことの方がよほど難しかった。

　周囲の人間や同世代の女の子は私の話を誰も信じなかったし、父やグリフォンの話を馬ば鹿かにされた時は、悔くやしくて泣いた時もあった。

　その出来事以降、私は獣の友達とばかり接するようになる。

　人間の友達が出来ても、どうせ二年後には別れを告げる相手。なら初めから作らない方がいいと、周囲に壁かべを作ることで身を守っていた。

　月日を重ねるごとに社会から孤こ立りつしていった私は、とうとう親族とも疎そ遠えんになり、周りには獣達しか寄り付かなくなっていた。それでも私は構わなかった。

〝次は必ず───耀も一緒に旅をしよう〟

　その約束を反芻するだけで………この胸は温かいものに包まれていったのだから。




　───そんな年月を二年過ごして迎えた、約束の日。

　夜風が強く吹ふく庭園の中心で、私は三毛猫を胸に抱いたまま───はらはらと、大おお粒つぶの涙なみだを流して頰を濡ぬらしていた。

〝二年後の今日。満月の夜に迎えに───〟

　その夜は満月の筈はずだった。

　月の周期的にも、満月の筈だった。

　約束のこの夜だけは、満月でなければ駄だ目めだったのに。

　十五夜を廻めぐり、満月を迎えるはずの星空には───僅かに欠けた、十六夜いざよいの月が嗤わらっていた。

　約束は守られなかった。




　………父は、迎えには来なかった。








　第一章







「………嫌いやな夢見ちゃった」

　藁わら葺ぶきのベッドの上で身動ぎしながら、耀ようは誰に言うわけでもなく呟いた。

　街灯の明かりは消され、夜も更ふけた時分。川辺の清せい涼りような風が舞まい込む〝アンダーウッドの地下都市〟だが、夜になるとその風は少し肌はだ寒ざむい。収しゆう穫かく祭のメインゲームが昼間に固まっているのはその所為せいもあるのだろう。

　明日は前夜祭のメインゲームである〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟が開かい催さいされる。だから少しでも体を休めておきたいのに、空気の読めない悪夢もあったものだ。

（………グリフォンと友達になりたい、か）

　父との最後の会話を思い出し、ペンダントを握りしめる。あれから三年の歳月が流れた。隣りん人じんに馬鹿にされて口を閉ざしたが、今なら確信を持って言える。

　父が旅をしていた場所というのは、この箱庭の世界の事だったのだ。

（─────、）

　ふっ、と笑ってもう一度寝ね返がえりを打つ。

　確かに〝外の世界〟と比ひ喩ゆしたのは自分だったが、まさか本当に〝世界の外側〟を指していたとは夢にも思わなかった。放ほう浪ろう癖へきのある父だと親族から聞いていたが、まさか娘むすめをほったらかして異世界まで放ほう浪ろうしていたなど、怒いかりを通り越こして笑うしかない。ベッドの中で苦笑いを浮うかべていると、枕まくら元もとで寝ていた三み毛け猫ねこが眠たそうに首をおこした。

『………お嬢？　どうしたんや？』

「ううん、何でもない。起こしちゃってごめんね」

　謝りながら三毛猫の喉のど元もとをさする。

　三毛猫は気持ち良さそうに欠伸あくびをして丸くなった。

（三毛猫に父さんのことを話したら………やっぱり、捜さがそうって言うかな？）

　僅かに瞳ひとみを細め、ペンダントを握りしめる。しかしそれは不可能だと耀は思っていた。

　耀が箱庭に来てから父を捜そうとしなかった大きな理由は三つある。

　最も大きな理由は、耀達三人が別々の時代から呼ばれていた点だ。

　あらゆる時代から箱庭に召しよう喚かんされるということは、あらゆる時間の箱庭に召喚されるという可能性を示し唆さしていた。

　耀が現在位置する時間から観測した場合、父が存在するのが〝過去の箱庭〟なのか〝未来の箱庭〟なのか、それすら分からないのが現状。これでは捜しようがない。

　そしてもう一つ大きな理由は………やはり、例の招待状にあった。

〝家族を、友人を、財産を、世界の全すべてを捨てて箱庭に来い〟

　過去も、家族も、己おのれの全てを捨てて来いと言われ、その一文に心が震ふるえたからこそ自分は箱庭に居る。人との関係に距きよ離りを置き、獣けものとしか心を通わせようとしなかった過去の自分を捨て、新しい関係を………新しい友人を作る為に箱庭に来た。

　十六夜いざよいと飛鳥あすかも、同じものを捨てて召喚に応じたはず。なのに自分だけが過去を引きずって生活しては足並みを乱すことになる。ましてや今回は、十六夜を嵌はめるような真似まねをしてコミュニティに迷めい惑わくをかけたのだ。これ以上の不和は何としても避さけたい。

（………そういえば、十六夜が来るのは今日の夜だったっけ）

　耀はベッドから身体を起こし、燭しよく台だいの隣となりに置かれたネコ耳ヘッドホンを手に取る。

（………やっぱり、間に合わせのヘッドホンを渡わたすだけじゃ駄目だ。せめて明日の〝ヒッポカンプの騎手〟で手に入るギフトも一緒にプレゼントして………）

　そして謝ろう。謝ったところで許してくれないかもしれないけど、それでも筋道を通すのが人間の社会むれで生きて行くルールだ。

（アーシャも出場するらしいけど、今回は絶対負けられない。明日は朝一で〝海馬シーホース〟を選びに行って、頼たよれる馬を探そう）

　グッと握にぎり拳こぶしを作り、ネコ耳ヘッドホンを持ったままベッドの中に潜もぐり込む。

　………が、やる気が漲っているせいか、興奮して眠ねむれない。

　どうやって寝ようかと思案しているうちに、何処からともなく琴きん線せんを弾はじく音がした。

（………ん……）

　───ポロン、と心地ここち好よい音色が耳を刺し激げきする。何処かで聞いたような音だったが、眠くて余り気にならない。耀の瞼まぶたは途端に重くなり、うとうととまどろみに沈んでいく。

　緩ゆるやかな睡すい魔まに身を任せ、意識が遠とお退のいた次の刹せつ那な。

　一条の雷らい光こうと共に、宿舎は粉ふん塵じんを巻き上げて地じ盤ばんごと豪ごう快かいに倒とう壊かいした。

『フギャァ!?』

「わ、きゃっ………!!?」

　稲いな妻ずまが迸ほとばしり、大地を捲まくり上げる。爆ばく風ふうで空中に投げ出された耀と三毛猫は〝アンダーウッド〟の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきにまで吹き飛ばされ、危あやうく大だい瀑ばく布ふがある崖がけに落ちるところだった。

　身を翻ひるがえして姿勢を正した耀はすぐさま現状を把は握あくするために思考を走らせる。

（今の音色………！　昨日奪うばった竪たて琴ごとの音色………!?）

　意識を奪う琴線。耀が敵から奪った〝黄金の竪琴〟。

　それが何らかの理由で奪い返されたのだと察するまで、時間はかからなかった。

　睡魔を振ふり払はらい、すぐさま〝ノーネーム〟のメンバーと合流しようと立ち上がる耀。しかし二度三度と降り注ぐ稲妻が大樹の根を焼き払って落らく盤ばんを引き起こす。

　瀑布のように降り注ぐ瓦が礫れきと落石。それを巧たくみに避ける耀の視界の隅すみに、逃にげ遅おくれる樹霊コダマの少女が映った。

「きゃあ!?」

「危ない！」

　風を舞い上がらせて飛ひ翔しようし、落盤の中から樹霊の少女の手を取る。燃え落ちる大樹の根を搔い潜った耀は、自分の救った相手を見てやや驚おどろいた。

「大だい丈じよう夫ぶ………って、あれ？　君って確か、収穫祭の受付に居た子？」

「は、はい。キリノと申します。貴女あなたは〝ノーネーム〟の………？」

「うん。お互たがいにきっちり自己紹しよう介かいしたいけど、それは後にしよう」

「わ、わかりました」

　キリノと名乗った樹霊の少女は、生花の髪かみ飾かざりを揺ゆらしながら礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げる。

　耀はキリノを抱だきしめて残ざん骸がいを避よけながら飛翔。その間も雷らい鳴めいは轟ごう々ごうと〝アンダーウッド〟に鳴り響ひびいている。耀は少しでも情報を集めるために、己の聴ちよう覚かくを最大にまで高めて周囲を窺うかがう。すると〝アンダーウッド〟の見張り台から気になる会話が聞こえた。

「た、大変だッ！　巨きよ人じん族もこっちに向かってきているぞッ!!」

「なんだとッ!?」

「ええい、この非常事態にわらわらと現れやがって………!!!」

　耀がそのやり取りを聞き取るや否いなや、巨人族の襲しゆう撃げきを知らせる鐘かねが鳴り響いた。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんが渦うず巻まく最中、追い打ちをかけるような凶きよう報ほう。

　キリノは耀の腕うでの中で真っ青になって息を吞のんだ。

「襲撃を知らせる鐘………！　そんな、巨人族まで現れるなんて………!?」

　絶望的な声を漏もらすキリノはカタカタと震えながら耀にしがみ付く。

　しかし耀が疑問に思ったのは別の処ところにあった。

（………〝巨人族も〟？）

　その違い和わ感かんに眉まゆを顰ひそめる。直後、空から黒い封ふう書しよが舞った。

　鼻先を掠かすめる黒い封書を手に取った耀は、途と端たんに蒼そう白はくとなり、

「く………黒い封書の〝契約書類ギアスロール〟!?　まさか───!?」

　抱きかかえているキリノを一度地に降ろし、耀は緊きん張ちようした面おも持もちで封ふうを切った。




『ギフトゲーム名〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING〟





　　　・プレイヤー一覧




　　　　　・獣けものの帯に巻かれた全ての生命体。

　　　　　※但ただし獣の帯が消失した場合、無期限でゲームを一時中断とする。







　　　・プレイヤー側敗北条件




　　　　　・なし（死亡も敗北と認めず）







　　　・プレイヤー側禁止事じ項こう




　　　　　・なし







　　　・プレイヤー側ペナルティ条項




　　　　　・ゲームマスターと交戦した全てのプレイヤーは時間制限を設ける。

　　　　　・時間制限は十日毎ごとにリセットされ繰くり返される。

　　　　　・ペナルティは〝串くし刺ざし刑けい〟〝磔たつ刑けい〟〝焚ふん刑けい〟からランダムに選出。

　　　　　・解除方法はゲームクリア及および中断された際にのみ適用。

　　　　　※プレイヤーの死亡は解除条件に含ふくまず、永続的にペナルティが課される。







　　　・ホストマスター側　勝利条件




　　　　　・なし







　　　・プレイヤー側　勝利条件




　　　　　一、ゲームマスター・〝魔王ドラキュラ〟の殺害。

　　　　　二、ゲームマスター・〝レティシア＝ドラクレア〟の殺害。

　　　　　三、砕くだかれた星空を集め、獣の帯を玉座に捧ささげよ。

　　　　　四、玉座に正された獣の帯を導しるべに、鎖くさりに繫つながれた革命主導者の心臓を撃うて。







　　宣せん誓せい　上記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたとホストマスターの名の下もと、ギフトゲームを開かい催さいします。




〝　　　　　　　　　　〟印』






「な………何、このゲーム………!?」

　文面に記された内容は出で鱈たら目めなものだった。

　箱庭で二ヵ月間を過ごした耀だが、こんな内容は初めてだ。

　特にペナルティ条項に記述された凶きよう悪あくなルール。今まで耀が目にしたギフトゲームとは明らかに異質な存在感と悪意が漂ただよっている。

（そ、それにレティシアがゲームマスターって………一体どういう───!?）

「危ない、避けて!!」

　ハッ、とキリノの声で飛び退のく。

　二人のすぐ傍そばに二つの岩がん塊かいらしきものが落下したのだ。

　落盤にしては不自然な勢いで落ちてきた二つの岩塊を不可解そうに見つめる。しばし岩塊を見つめていた二人だが、どう判断するにしても情報不足。

　今は地上に出るべきだと、耀が背を向けた刹那。

　岩塊から巨きよ大だいな触しよく手しゆが伸のび、キリノを捕ほ縛ばくした。

「きゃあッ!!」

「っ、キリノ………!?」

　しまった、と後こう悔かいするが遅おそい。見れば岩塊は十本の巨大な触手だけでなく四本の脚あしを生えさせ、その巨きよ軀くを移動させ始めていた。

　更さらにもう一つの岩塊はその全身から激しい熱を振りまき、全長二十尺はある火ひ蜥蜴とかげとなって灼しやく熱ねつの吐と息いきを撒まき散らして家屋を焼き払う。

『お、お、お嬢じようッ！　岩石が化け物に!?』

「………火蜥蜴と………触手の化け物………!?」

　二体の怪かい物ぶつは体格こそ巨人族に劣おとっているが、その存在感は巨人族に匹ひつ敵てきする。

　助勢が必要だと判断した耀は周囲を見回して仲間を探すが、誰だれも見つからない。

　焼け落ちた大樹の根の残骸と落盤から逃げ惑まどう〝アンダーウッド〟の住人たちを一いち瞥べつした耀は、意を決した面持ちで三毛猫を腕から降ろした。

『お、お嬢………！』

「………三毛猫。私があの二匹ひきを引き付けるから、飛鳥たちを探してきて」

『そ、そやけど、あんな化け物を二匹も相手するやなんて………！』

「大丈夫。無理はしない。キリノを助けたら私もすぐに合流する。───行って！」

　言うや否や、旋せん風ぷうを巻き上げて飛翔する耀。

　歯を食いしばりながらも、背中を向けて走り出す三毛猫。

　夜空に輝かがやく青白い稲いな光びかりが〝アンダーウッド〟を包んだのは、その直後だった。




　　　　＊




　ガツンッ!!　と強きよう烈れつに後頭部をぶつけた衝しよう撃げきで、久く遠どう飛鳥は目を覚ました。

　熟じゆく睡すいしていた飛鳥だったが、瞳ひとみに星が飛ぶほどの勢いで頭を打ち、半泣きになりながら体を起こす。

「痛っ………!?　な、何なの一体………!?」

「………随ずい分ぶんと気楽なもの言いですね」

　静せい謐ひつながらも呆あきれた声こわ音ねが背後からかかる。

　むっ、と眉を顰めながら振り向くと、純白の鎧よろいとドレススカートで身を包む仮面の女性───フェイス・レスが佇たたずんでいた。

　その隣となりには爆ばく撃げきにでも遭あったような瓦が礫れきの山。

　周囲を見み渡わたせば阿鼻叫喚と灼熱の海。

　異常事態は一いち目もく瞭りよう然ぜん。寝ね起おきの悪い飛鳥だが、流石さすがに眠ねむ気けも吹ふき飛んだ。飛鳥は勢いよく立ち上がって姿勢を正し、フェイス・レスに毅き然ぜんと問う。

「………何があったの？　巨人族の襲撃？」

「さあ？　自分の目で確かめたらどうでしょう？」

　冷めた声音で踵きびすを返すフェイス・レス。異常事態にも拘かかわらず協力する姿勢を見せない彼女に、飛鳥は軽けい蔑べつの視線を向けた。

「貴女あなた、こんな時にふざけている場合じゃ───」

　───ヒュン、と風切り音。

　飛鳥の頰ほおを撫なでる様に風が吹くと、背後で巨大な生物が倒たおれる音がした。

　何事かと飛鳥が振り向くと───毒々しい柄がらの鱗うろこを持った大だい蛇じやが、首を刎はねられて一いち撃げきで絶命させられていた。

　カチン、と背後で鞘さやに剣けんを戻もどす音。飛鳥はそこでようやく、今の早はや業わざがフェイス・レスのものだと悟さとった。同時に、震ふるえが走った。

　目の前に立っていたというのに、彼女が剣で何をしたのかまるで分からなかったのだ。もし標的が大蛇でなく飛鳥だったら、斬きられたと気づく間もなく絶命していただろう。

　フェイス・レスは意い趣しゆ返がえしとばかりに仮面の下から軽蔑の視線を向け、口元に失しつ笑しようを浮うかべた。

「場を弁わきまえろというのは貴女も同じです。三度も助けられて礼の一つも言えないのでは、育ちを疑いますよ？」

「………っ……！」

　カッと羞しゆう恥ちで顔を紅潮させ、爆ばく発はつしそうなほど怒いかりをため込んだが、渾こん身しんの努力とプライドを以もつってどうにかこうにか丹たん田でんにまで抑おさえ込む。

　気に食わない物言いだが、フェイス・レスの言い分は正しい。

　ここで言い返せば二重三重に赤っ恥ぱじを搔かかされる。しかし素す直なおに礼を告げることも出来ずにやきもきしていると、一つ上の岩がん壁ぺきからジン＝ラッセルの声がした。

「飛鳥さん！　ご無事でしたか！」

「ジン君………！」

　折れた大樹の根を伝って下に降りるジン。その隣にはメイド姿のペストも追従している。しかし耀とレティシアの姿が見当たらないことに、飛鳥は不安そうな顔をした。

「………春日かすか部べさんとレティシアは、一いつ緒しよじゃないの？」

「は、はい。レティシアは同じ宿舎だったのですが………」

　歯切れの悪い返事に肩かたを落とす。

　ジンの背後に控ひかえていたペストにも視線で問うが、彼女は飛鳥には一瞥もくれず、じっと雷らい雲うんに覆おおわれた夜空だけを見つめていた。

「………ジン。すぐに此こ処こから逃にげた方がいいわ」

[image: ]

「え？」

「契約があるから死なれたら困るし、守ってあげるつもりはあるけど───流石の私も、アレを相手に守り抜ぬく自信はないもの」

　悠ゆう然ぜんと構えながらも、ペストの額には冷や汗あせが浮かんでいる。

　何事かと一同が天を仰あおぎ見た刹せつ那な───




「────ＧＹＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａ!!!」




　───飛鳥たちは、神話の光景を見た。

　天地を揺ゆるがす巨きよ龍りゆうの雄お叫たけびが〝アンダーウッド〟に響ひびき渡わたる。

　人の言語野では理解できない絶ぜつ叫きようはしかし、その絶対的な存在感を誇示している。

　鼓こ膜まくを突つき破りかねないほどの雄叫びに中あてられた飛鳥たちは、驚きよう嘆たんの表情のまま空を見上げていた。

「ジ、ジン君………今のは、」

「龍の純血………！　そんな、最強種が何で下層に………!?」

　絞しぼり出した言葉に万ばん感かんの畏い怖ふが籠こもる。箱庭の世界に来て様々な奇き跡せきを目にしてきた彼らだったが、それらが比べものにならないほどの規格外の存在感。

　夜空を覆う分厚い雷雲から姿を見せたのは、全長を捉とらえられないほど巨大な龍の姿。

　背筋に奔はしる冷たい戦せん慄りつに震える飛鳥だったが、奥歯を嚙かみしめてそれを抑える。

「………ジン君。皆みなを探しましょう。十六夜君以外が心配だわ」

「は、はい」

　ジンも頷うなずいて返す。岩いわ肌はだに辛かろうじて使えそうな階段を見つけた一同はすぐに走り出すがしかし、その袖そでをペストが乱暴に引っ張って引き留めた。

「ジン、離はなれないでっ」

「ぺ、ペスト？」

「───来るわッ!!」

　ペストの緊きん迫ぱくした声。相次ぐように稲光を放つ夜空。雷雲から姿を見せた巨龍は雄叫びを上げ、鱗を散さん弾だんのように〝アンダーウッド〟へ撒き散らした。

　巨龍の鱗はやがて大蛇や火蜥蜴、五つ尾おの大おお蠍さそりに変へん幻げん。

〝アンダーウッド〟を取り囲むように産み落とされた魔ま獣じゆうを相手に、飛鳥たちはギフトカードを掲かかげて臨戦態勢に入った。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟収しゆう穫かく祭本陣じん営えい。

〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟は大混乱に陥おちいっていた。

　伝令は入り乱れ指揮が下部にまで正しく伝わらないほど錯さく乱らんし、最早コミュニティ間の連れん携けいなど無いに等しい有様。

　混乱が伝でん染せんする最中、議長であるサラ＝ドルトレイクは連盟旗の真下の席で腕うでを組んだまま、一つの情報を待っていた。

　その情報の如何いかんによっては──下層全域の危機に発展しかねんと、手汗を握にぎりながら。

（南の〝階層支配者フロアマスター〟が討うたれ、その後継を潰つぶすように魔ま王おうが現れた。………似ている。三年前のあの事件と）

　胸に去来したのは、かつて〝サラマンドラ〟が同盟を組んでいたコミュニティの落日。第一後こう継けい者しやだったサラが、故郷を出しゆつ奔ぽんするきっかけになった事件。

　過去の悲劇を顧かえりみながら、議長席で腕を組んだまま報告を待つ。

　伝令が息せき切って飛び込んできたのは、それから間もなくの事だった。

「ぎ、議長ッ!!　北側より使者が戻って参りましたッ!!」

「ご苦労だった。それで、北側の様子は？」

「は、はい。議長が仰おつしやられた通り、北側の〝階層支配者〟の元にも魔王が現れました。現在〝サラマンドラ〟と〝鬼おに姫ひめ〟連盟の一部が、魔王に強きよう襲しゆうされ動けない状態です！」

「………そうか。救きゆう援えんは頼たのめそうにないな」

　ぐっとサラの手に力が籠る。労ねぎらいの言葉を告げようとしたサラだったが、間かん髪はつ容いれずに次の伝令が飛び込んできた。

「ぎ、議長！　大変です！　東の白しろ夜や叉しや様の元にも魔王が出現し、連れん絡らくが取れない状じよう況きように陥ったと通達が………！」

　東から飛び込んできた情報に、北の伝令は卒そつ倒とうしそうなほど青ざめる。

　サラも表情にこそ出さなかったが、心中は穏おだやかではなかった。

（………南が討たれ、北と東にも魔王が現れた。それも〝階層支配者〟とその候補者を狙ねらうように。これが偶ぐう然ぜんのはずがない）

　我の強い魔王が、まるで統制されたように〝階層支配者〟へ一いつ斉せい侵しん攻こうを仕し掛かけた。

　これが真実ならば、正に青せい天てんの霹へき靂れきともいえる凶きよう報ほうだろう。

　過去に魔王を支配下に置く魔王、というのは少なからず存在した。

　だがそれは〝拝火教ゾロアスター〟の魔王や〝幻想魔道書群グリムグリモワール〟の様に一から創造・召しよう喚かんさせた場合か、〝斉天大聖天に等しき者〟のように傘さん下かをまとめ上げて一つの旗印へ集つどった場合だけだ。

　個別の旗印を掲げた魔王は、決して旗を束ねるような真似まねはしない。魔王が〝天災〟と称しようされるのは、その孤こ高こうの誇ほこりにこそある。

　故ゆえに唯ゆい我が独どく尊そんを貫つらぬき、予測も備えも出来ず、荒あれ狂くるう嵐あらしのように蹂じゆう躙りんされるしかない。

　その〝天災〟が示し合わせたように顕けん現げんするなど、これ以上の悪夢はないだろう。

（〝階層支配者〟が動けない以上、〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟に魔王を討つ手立てはない。しかし主しゆ催さい者しやの責任として、参加者だけでも外門まで逃がさねば………!!）

　サラは議長席から立ち上がり、二人の伝令に鋭するどく伝える。

「ご苦労だった。北と東の一件はこの場だけの秘ひ匿とくとしてくれ。無む闇やみに口外しては余計に混乱が広がる。お前たちはこのまま〝四本足〟の頭首の元に向かい、参加者を外門まで運ぶため大量の荷馬車と戦車チヤリオツトを準備するよう伝えろ。巨きよ人じん族の軍勢を私たちが引き付ける間に、安全な場所まで参加者たちを運ぶんだ！」

「わ、わかりましたっ!!」

　二人の伝令は本ほん陣じんを去り大樹の幹をスルリスルリと滑すべり落りる。

　サラも巨人族の元に打って出る為ため、普ふ段だんから帯刀している剣と愛用している金属製のギフトを両手首と両足首に付けて確かく認にんする。これらは、彼女の炎ほのおを高める為のギフトでもあるのだ。

（初代様───星せい海かい龍りゆう王おうの龍角が無い今、私の力は少し血の濃こい高位生命ハイブリツドといったところ。手持ちのギフトで一体何処どこまでやれるか………！）

　緊迫した表情で戦いの準備を進めるサラ。

　しかし緊迫した空気を蹴けり破るように、窓からピョンッと黒ウサギが飛び込んできた。

「サラ様！　ご無事でしたか！」

「黒ウサギ殿どの………いや、丁度良い。すぐ同士を集め帰郷の準備をしてくれ。私たちが巨人族に打って出る間に、〝ノーネーム〟も避ひ難なんを───」

「それには及およびません！　もう間もなく〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING〟は審しん議ぎ決議の受理によって仲ちゆう裁さいされます！〝主催者ホスト〟からの反応はありませんが、最低でも一週間の猶ゆう予よは得られるかと思われます！」

　ハッ───とサラは息を吞のみ、光明を得たような表情に染まっていく。

「そうか………！　〝審判権限ジャッジマスター〟があればゲームを一時休戦することが出来る！」

「ＹＥＳ！　なのでまずは〝アンダーウッド〟に居る魔獣の掃そう討とうをお願いするのですよ！」

　シュピン！　とウサ耳を立てて答える黒ウサギ。

　反はん撃げきの糸口を摑つかんだサラはしかし、一転して不安そうな声を漏もらす。

「それは構わないが、巨人族がもうすぐそこまで来ている。それはどうするのだ？」

「それについては───」

「ぎ、ぎ、議長!!　緊きん急きゆう事態ですッ!!」

　バタン！　と息せき切って飛び込んできたのは、先とは違ちがう獣人の伝令。

　何事かと思ったサラは厳しい表情で伝令に問う。

「どうした？　何が不具合でも？」

「そ、そうではありません！　いえ、ある意味そう言えなくもないのですが………！」

　驚おどろきの余り言葉に出来ない。伝令の驚きよう愕がくぶりを言い表すならそんなところだろう。

　サラにとっては伝令の狼ろう狽ばいの仕方こそ驚きだった。巨人族と対たい峙じしたとて彼らは此処まで狼狽しない。ましてや伝令の表情には驚愕こそあれ、恐きよう怖ふの色が浮うかんでないのだ。

　伝令の絶ぜつ妙みように奇き妙みような表情を言い表すのならば───天上天下の不可思議を寄せ集めたような、奇き怪かいで怪かい異いで奇妙奇天烈きてれつ摩ま訶か不ふ思し議ぎアドベンチャーな反則的ナマモノを目まの当たりにしてきたような───要するに、そんな絶妙に複雑な表情をしていた。

　サラは訝いぶかしげに思いながらも、要件を伝えられずにいる伝令を叱しつ責せきした。

「何があったのかは知らんが、緊急の知らせなら手短に伝えろ！　こうしている間にも巨人族が───」

　───迫せまっている、とは続かなかった。彼女が言葉を続けようとした、その直後───本陣の窓に、巨人が突き刺さったのだ。

「………は……!?」

　ドガシャァァンッ!!!　と盛大に窓を破は壊かい。続いて大樹を揺らす激動と衝しよう撃げき。

　サラは途と端たんに絶句した。瓦が礫れきと埃ほこりを頭から浴びている巨人族の戦士はただ飛んできただけではなく、何か強大な力で武具を打ち砕くだかれ失神していたのだ。

「な………何が、」

　何が起こったのか分からない。そんな表情のサラ。

　隣となりの黒ウサギが非常に気まずそうな顔で助け舟ぶねを出した。

「え、えーっと………この巨人は恐おそらく、我々の同士が投げた者かと………」

「………投げた？」

　思わず聞き返すサラ。しかし黒ウサギから訂てい正せいの声は上がらない。

　サラは半信半疑になりながらも瓦が解かいした壁かべから身を乗り出し、巨人族と〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟が戦っている戦場を見下ろす。

〝アンダーウッド〟は全長５００ｍという巨きよ軀くを誇る水樹。

　その中腹に位置する収穫祭本陣からは、戦場の全体が一望出来る。

　そこで二度目の驚愕がサラを襲おそった。

　ほんの数分前まで都市付近に追い詰つめられていた筈はずの〝龍角を持つ鷲獅子〟の戦線は───外門までの退路を確保して余りあるほど、盛り返していたのだ。

　それも、たった一人の少年を先頭に据すえて。

「まさか………あの少年が、巨人を此こ処こまで投げ飛ばしたというのか!?」

　そんな馬ば鹿かな!!?　と声を荒あらげるサラ。

　二百年を生きた彼女は、人間の限界というものをよく知っていた。仮令神しん霊れいに神格を認められた者でも、これほどの剛ごう力りきを持ち合わせることはありえない。狼狽するサラだったが、傍そばで控ひかえていた伝令が黒ウサギの言葉を後押しするように付け加えた。

「議長。此方こちらのウサギ殿は噓うそを仰おつしやっていません。そして付け加えて申し上げるのなら、巨人族の侵しん攻こうはその少年一人で………ああ、いえ……その、はっきりと申し上げるのならば！　少年一人で、巨人族を殲せん滅めつせんとする勢いでございますッ!!」

「………な、」

　伝令の剣けん幕まくに半口を開いて呆あきれるサラ。

　絶句した彼女が我に返ったのは、二体目の巨人が突つき刺さってからの事だった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟東南の平野。

　最前線で戦っていたグリーは、その少年を瞠どう目もくしたまま硬こう直ちよくしていた。先ほどまで討うち死じにを覚かく悟ごして戦っていたというのに、今は魂たましいが抜ぬけたように立ち尽つくしている。

　同様に悲ひ壮そうな覚悟を抱いだいていたはずの〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の同士も、今は手て脚あしを止め、固かた唾ずを吞のんで最前線を見つめていた。

　最前線を埋うめるのは大軍を率いて押し寄せた巨人族と、無む尽じん蔵ぞうに誕生する魔ま獣じゆうの群れ。

　天には巨きよ龍りゆう。地には魔獣と巨人。

　清せい涼りようで壮そう観かんな水みず舞ぶ台たいを謳うたう〝アンダーウッド〟の景観は、今や怪かい物ぶつたちが暴力を振ふるう末世へと成り果てた。〝アンダーウッド〟の再起を願って行われた収しゆう穫かく祭は、怪物たちに蹂躙され尽くしたのだ。

　この状況で絶望を感じない者は、箱庭広しといえど二種類しかいない。

　それこそ神経が鋼こう索さくのように図太く鈍どん感かんで無神経な者か───

　───修しゆ羅ら神仏をも恐れぬ、天来の強者のみである。

「………ふぅん？　ケルトの巨人族と聞いていたから、てっきり神群を指すものだと思ってたんだがな。これは考えを改めなきゃいけない。要するにお前達は〝巨きよ大だい化した人類〟という幻げん獣じゆうの枠わく組ぐみでしか無い訳か。………しかし俺みたいなガキ相手にこの為体ていたらくじゃ、今いま頃ごろご先祖様が泣いてるぜ？」

　パンパン、と不服そうに学ランの肩かたを払はらい巨人族の軍勢を一いち瞥べつする。

　その一挙一動に巨人族はおろか味方までもが動どう揺ようし後退した。

　彼の足元には打だ倒とうされた数百の巨人族と破壊されて散乱した武具の欠片かけら。飛び散る肉にく片へんは巨龍によって召喚された魔獣たちのモノ。

　素す性じようも知らぬ無栄の助すけっ人とだと割り切るには、無理があったのだろう。

　彼の顔を知るグリーでさえ、そのデタラメっぷりに舌を巻いて呆ぼう然ぜんとしていた。

『あれほどの実力者が………〝名無しノーネーム〟のコミュニティに甘んじているのか………!?』

　グリーはあえて詐さ称しようの意味で〝名無し〟と呼んだ。この神々の箱庭でこれほどの実力者が栄光を浴びていない理り不ふ尽じんを糾きゆう弾だんする意味で、あえてそう口にした。

　巨人族を、魔獣を、〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟の同士を支配していた絶望を踏ふみ砕いた少年───逆さか廻まき十六夜は、不ふ遜そんな光を瞳ひとみに宿らせて巨人族に吐はき捨てた。

「一度だけ言う。今すぐ失うせろ、木偶でくの坊ぼう。こっちは本気で収穫祭を楽しみに来たんだ。唯ただでさえ空飛ぶトカゲも相手しなきゃならんのに、余計な手間を掛かけさせるなよ」

　舌打ち交じりに罵ば倒とうする十六夜。

　その傲ごう岸がんな物言いに、戦場の時が再び動き出す。

　十六夜の言葉を挑ちよう発はつと受け取った巨人族の軍勢は鬨ときの声を上げ、今一度〝アンダーウッド〟を目指して進しん撃げきを始めた。

「ウオオオオオオオオオオッォォォォォォォ──────!!!」

　先せん陣じん切って飛びかかる巨人族の戦士。その手には武器らしいものは握にぎられていない。

　徒と手しゆ空くう拳けんで摑みかかったのは、刃は物ものが通じないと判断したからだろう。せめて動きを封ふうじようとして摑みかかるが、圧あつ倒とう的な俊しゆん足そくをもって十六夜はそれを搔い潜くぐる。

　巨人の後頭部を踏み台に跳ちよう躍やくする十六夜。踏み台にされた巨人は顔面から大地にめり込む勢いで叩たたき付けられた。

　しかし空中に舞まったのは失策だ。

　彼も人間である以上、空を飛べないのは自明の理。

　巨人族はこれを勝機と判断し、四方八方から一いつ斉せいに鎖くさりを投げつけて十六夜を捕とらえた。

「ウオオオオオオオオオオッォォォォォォォ──────!!!」

　二重、三重、四重、五重と重ね掛けされていく鎖の束。

　其そ処こに巨人の剛力が加わり、中身を轢ひき潰つぶすように軋きしみを上げる。

　幾いく重えもの鎖で縛しばった十六夜に止とどめを刺そうと、背後に控えていた巨人が雷かみなりを放つ杖つえを掲かかげた。

　龍の放つ天てん雷らいには遠く及ばないものの、鉄を溶とかすほどの熱量を放出する雷球。あれを放てば、仲間の巨人族も無事では済まないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　しかし拘こう束そくしている巨きよ人じん族の鎖は一向に緩ゆるむ気配はない。

　十六夜を捕らえた十人の巨人は───己おのれの命を賭とす覚悟で、鎖を握っているのだ。

『い、いかんッ!!』

　我に返ったグリーは焦あせりの声を上げた。巨人族の瞳に、決死の覚悟を感じ取ったのだろう。四し肢しに力を込めて助すけ太刀だちに踏み切る。しかし余りにも行動が遅おそかった。

　稲いな妻ずまと杖を掲げた巨人は、同士の覚悟を一瞥して頷うなずく。

　巨人族の命と誇ほこりを乗せた轟ごう雷らいは───




「───ハッ、なるほど。誇りの方は腐くさって無かったか、木偶の坊───!!!」




　───星を揺ゆるがす一いち撃げきに払われた。

　十六夜を縛っていた巨人族の鎖は木こっ端ぱ微み塵じんに砕かれ、雷は右の拳こぶしにて霧む散さんする。

　仮面を装着している巨人族だが、その驚愕は仮面の上からでも窺うかがえた。

　人類の幻獣である彼らは同じ人類であるが故ゆえに、敵がどれほど規格外のデタラメ人間であるかが身に染しみて分かってしまった。

　しかしそんな巨人族とは対照的に、十六夜の瞳は爛らん々らんとした喜色に染まり始めている。

「いや、木偶の坊は失礼だな。悪かったよ。───同士の為ために散る覚悟と、勝利の為に同士を殺す覚悟。そんなもんを見せられちゃ流石さすがに馬鹿に出来ねえ。だがこうなると逆に、どうして巨人族おまえたちがこんな無法を働くのかを、問わずにはいられなくなるんだが………」

「───……ッ、ォ、オオオオオオオオオオッォォォォォォォ─────!!!」

　十六夜の問い掛けを振り払うように雄お叫たけびを上げて襲いかかる巨人の戦士。

　敵が襲いかかってくるなら応戦しないわけにはいかない。十六夜は仄ほのかな疑問を胸の内へと仕し舞まい込み、巨人の胸むな元もとに飛び込んで鎧よろいごと殴なぐり飛ばした。

　巨人の鎧は粉々に打ち砕かれ、勢い衰おとろえずに後列を巻き込んで何百ｍと絡からみ合って吹ふき飛ぶ。

　敵の沈ちん黙もくを確かく認にんした十六夜はそこで味方へと振り返り、〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟にも不敵に問い掛けた。

「ところで、味方側にも疑問なんだが………〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の同士諸しよ兄けいらは、何時いつまで絶望しているフリをしてるんだ？」

『な、何………!?』

　グリーを含ふくめた数体の幻獣たちにざわめきが広がる。

　十六夜の言葉を侮ぶ辱じよくと受け取る者や、挑発と受け取る者。様々な反応が駆かけ巡めぐる。

　幻獣の言葉が分からない十六夜だったが、その反応を見て意い思し疎そ通つうが可能だと悟さとり、芝しば居いがかったような作り文句で扇せん動どうする。

「見ての通り、敵は十人一殺の覚悟で挑いどんできた。その心構えはなるほど、紛まぎれもない強敵のそれだ。見事と言わざるを得ない。………そんな仇きゆう敵てきの気構えを目まの当たりにして、勇気の象しよう徴ちようを掲げる〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟が、臆おくして怯ひるむはずがない」

『………ぬぅ……！』

　ふふん、と鼻で笑って確信犯的に煽あおる十六夜。

　ぐぬぬ、と牙きばを剝むきながらも黙だまり込む連盟の同士。

　彼の述べるとおり、一いつ般ぱん的に〝鷲獅子グリフオン〟の旗印は勇ゆう猛もうさや気高さなどを込めて刻まれる。王制のコミュニティならば王おう威いを示す意味でも使われるだろう。

　空の王者である〝鷲わし〟と、大地の王者である〝獅し子し〟の因子を持つ幻獣。

　その御み旗はたに込められた真意を問うことで、十六夜は連盟の同士を煽っているのだ。

　そのやり口は実に腹立たしく小こ憎にくらしいこと極きわまりないが、言ってることは一理あるので性質たちが悪い。言い返そうにも言い返せずザワザワと幻獣たちの群れに声が広がる。

　しばしその反応を窺ってきた十六夜だったが、スッと笑えみを消して真顔になり、

「………いい加減に目を覚ませよ。この収穫祭は〝アンダーウッド〟の再起をかけた大祭だったはずだ。それを奴やつらは無法にも荒あらし、お前たちの悲願にケチを吐つけた。同士や土地を傷つけ、誇りである旗に弓を引いた。これだけの屈くつ辱じよくを受けた〝龍角を持つ鷲獅子〟の同士の胸中にあるのは───絶望ではなく、怒いかりであって然しかるべきだ」

　今度は半ば本気の侮ぶ蔑べつを込めて告げる。それは十六夜の本心でもあった。

〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟はこれだけ誇りを踏み躙にじられ、吐き捨てられ、穢けがされたというのに………その仇敵を前にして、怒りを爆ばく発はつさせられずにいる。

　それがもどかしくてならなかった。

「これ以上動かないようならそれでもいい。それが〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の処世術なんだろうよ。───けれど忘れるな。このまま仇敵を前に奮い立たずにいたのなら、お前達は〝名無し〟風ふ情ぜいの背中に隠かくれて生き延びたと、後世まで嘲あざ笑わらわれ続けるんだってな」

『………ッ……言わせておけばこの小こ僧ぞうッ………！』

『多少は出来るようだが所しよ詮せん、爪つめも無ければ牙も無いみすぼらしい猿さるではないかッ！』

『応よ！　奴の拳は二〇の巨人を砕くだいたが、我らの角はその倍は貫つらぬいてきたッ！　決して劣おとるものではないぞッ！』

　十六夜の獰どう猛もうな扇動を受け、幻獣たちから闘とう志しと非難を込めた甲かん高だかい鳴き声が響ひびく。

　如何いかに強大な力を持つ味方といえど、十六夜は若じやく輩はい。

　ましてや人の子にそこまで言われては立つ腹もあるのだろう。大らかな気き性しようをもつ南の住人でも限度というものがあった。

　十六夜に対する怒りで奮起する〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟。

　しかし、既すでに己の騎き手しゆを失っているグリーだけは、事情が違ちがっていた。

　長年連れ添そった相棒を失った彼だからこそ、十六夜の言葉が深々と胸を抉えぐっていた。

（………故郷を傷つけられ、騎手を討うたれたにも拘かかわわらずこの為体ていたらく………あの少年に笑われたとしても、致いたし方あるまい）

　グリーは鷲の頭を上げ、獅子の背中を見た。

　其処に長年連れ添った騎手はもういない。連日の戦いで彼の騎手は流れ矢に当たって転落し、行方ゆくえが分からなくなってしまった。

　相次ぐ凶きよう報ほうと戦いで麻ま痺ひしていた怒りと喪そう失しつ感かんが、徐じよ々じよに臓ぞう腑ふの淵ふちから湧わき上がる。

（連日の苦戦に続き、先ほどまでの覇は気きの無さ。こんな醜しゆう態たいが、獣王の一角を成す一族とコミュニティの姿でいいはずがない………!!!）

　───鷲獅子の一族ともあろう者が、同士を失った悲しみより敵の脅きよう威いに屈くつしていた。

　己自身を恥はじるような怒りに包まれたグリーは、全身に宿るあらん限りの力で戦慄わななき、野や獣じゆうのような雄叫びを上げて巨人族に突とつ進しんした。

『オオオオオオオオオオオオォォォォォ!!!』

　人の言語野では同じ獣の鳴き声にしか聞こえないだろう。

　しかし、その雄叫びは、紛れもなく戦士の誇りを乗せた雄叫びだった。

　鬨の声を上げて一直線に突進するグリーは一いつ切さいの小細工を用いず、竜たつ巻まきのように旋せん風ぷうを渦うず巻まかせて巨人族の武具を粉々に砕き、その巨きよ体たいを撥はね飛ばす。

　その雄ゆう姿しに、十六夜は感かん嘆たんの声を上げて称しよう賛さんした。

「ハッ、流石は獣の王様！　落らく胆たんせずに済みそうだ………！」

　超ちよう音おん速そくの突進で十六夜の脇わきを駆け抜ぬけた鷲獅子。その姿に奮起した幻獣たちも続く形で雄叫びを上げ、士気高く巨人族へ襲おそい掛かる。此れなら巨人族とも対等に戦えるだろう。

　士気が逆転し、味方の混乱も治めた。

　このまま事が進めば、十六夜が巨人族を相手にする必要もないだろう。

（これでゲーム中に〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟の士気が落ちることは無くなったはずだ。後は審しん議ぎ決議の際に立場をはっきりしておけば、ゲームの主導権を握れるかな）

　幻げん獣じゆうと巨人族の戦争が激化するその中心で、十六夜は無造作に空を見上げた。

　今も雷らい雲うんの中で蠢うごめき続けている巨きよ龍りゆう。

　十六夜は開幕から、このゲームで自分が果たさねばならない役割を理解していた。

　雷雲に潜ひそむ巨龍を打倒できるのは───己の裡うちに宿る、この奇跡ギフトだけだろうと。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟収しゆう穫かく祭本陣じん営えい。

　ポカン………と、サラは半口を開けて呆ほうけていた。普ふ段だんの毅き然ぜんとした立ち居振る舞いを知る者ならば、それが稀け有うどころの話ではないとすぐに気が付いただろう。

　その証しよう拠こに、伝令にやってきた獣人も困った様子で背後に控ひかえている。

「………黒ウサギ殿どの」

「はいな、何で御ご座ざいましょう」

　サラは倒とう壊かいした壁かべから戦場を一いち瞥べつし。

「………何だ、アレは」

　至し極ごく失礼な物言いで、十六夜を指差した。

　黒ウサギはあややと苦笑いしてウサ耳の裏を搔かく。

「まあ、彼に関してはまた後のち程ほどご説明するとして───そろそろ、審議決議が受理される時刻。黒ウサギがそれを知らせますので、サラ様は都市内の魔ま獣じゆう掃そう討とう作戦に加わって指揮をとってください」

「う、うむ。心得た」

　サラは額を拳で軽く叩き意識を切り替かえる。

　黒ウサギは白黒に彩いろどられたギフトカードから〝疑似神格・金剛杵ヴアジユラ・レプリカ〟を取り出した。

　箱庭から力を得た黒ウサギの髪かみは薄うすい光を放つ緋ひ色いろに変わり、やがて炎ほのおのように燃え上がり始める。ヒョコヒョコとウサ耳を揺らした黒ウサギは、〝アンダーウッド〟全域に届くような声で宣言した。

「〝審判権限ジヤツジマスター〟の発動が受理されました！　只ただ今いまから〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING〟は一時休戦し、審議決議を執とり行います！　プレイヤー側、ホスト側は共に交戦を中止し、速すみやかに交こう渉しようテーブルの準備に移行してください！　繰くり返し
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　え？　とウサ耳を疑う黒ウサギ。

　彼女が審議決議の宣言をしている最中、巨龍は雷雲を撒まき散らして〝アンダーウッド〟へと急降下し始めた。身動みじろぎひとつで大気を震しん撼かんさせる龍は〝アンダーウッド〟の僅わずか１００ｍ頭上を通過し突とつ風ぷうを巻き起こす。

「何っ!?」

　不意を受けたように十六夜は声を上げ、巨龍が巻き上げた暴風にからめ捕とられる。それは何も十六夜だけではない。

〝アンダーウッド〟で戦っていた飛鳥も、ジンも、ペストも、巨きよ人じんも、魔獣も、敵味方の区分なく、あらゆる者を空へと巻き込んで吹き飛ばす。

　その暴ぼう威いに、サラは瞠どう目もくしたまま固まっていた。

「都市が………戦場が、全すべて空に………！」

「サラ様、危ないッ!!」

　暴風に吸い込まれそうになるサラの手を黒ウサギが握にぎりしめる。

　ほんの数すう瞬しゆんだけ空中に身を投げ出したサラだったが、その目の前で幾いく人にんもの同士が為なす術すべもなく飛ばされていく惨さん状じように血が凍こおった。

　此れが最強種───龍の純血かと戦せん慄りつするが、真に恐おそろしいのはそんなことではない。

　この程度の突風など、巨龍にとっては術技ですらない。

　巨龍にとって今の飛ひ翔しようは───ただ動いただけだ。本当に、それだけだ。

　審議決議が受理された以上、敵の行動に危害を加える意思がなかったのは明白。

　空を翔かけるだけで天地を揺ゆるがす此この力こそ、神々の箱庭で〝天災〟と称しようされたもの。

　人じん智ちを超こえた巨体は都市も戦場も、獣人も精せい霊れいも幻獣も魔獣も巨人族も人間も、全てが平等に有う象ぞう無む象ぞうであると嘲笑うように天空へと巻き上げたのだ。

「馬ば鹿かな………こんなことが………!?」

　サラは軋きしむ大樹の幹に縋すがりつき、天に還かえる巨龍の姿を畏おそれるように仰あおぐ。

　視界に入るのは落下する瓦が礫れきや残ざん骸がい。悲鳴を上げて落下する仲間たちと巨人族。

　それがまるで塵じん芥かいのよう。

「た、大変なのです！　助けに行きましょう、サラ様ッ！」

「……………」

「サラ様ッ!!!」

　黒ウサギに手を握られ、ハッと顔を上げる。

「………すまない。急ごう、黒ウサギ殿！」

　己おのれの頰ほおを叩たたいて喝かつを入れる。

　炎えん翼よくを放出したサラと黒ウサギは、落下する同士たちの救出へ向かうのだった。








　幕間その一







　───〝アンダーウッド〟上空。吸きゆう血けつ鬼きの古城。

　古城の中は閑かん散さんとした空気と埃ほこりに塗まみれていた。

　長年放置されていたにも拘らず石造りの外観が風化していないのは、城全域に結界が張られているからだろう。

　此こ処こは休戦されたゲームの舞ぶ台たい袖そで。

　城門から玉座の間へ続く長い回かい廊ろう。

　無人の筈はずだった吸血鬼の古城ステージに、快活な少女の声が響いた。

「殿でん下かー！　何処どこ行ったのー!?」

　クルリクルリとステップ踏ふんで回りながら、回廊の階段を上って行く黒くろ髪かみの少女。

　ノースリーブの黒いワンピースを着こみ、腰こしにジャケットを巻きつけて靡なびかせている。一見して愛らしい少女のようだが、腰に下げている革かわのベルトには何本もの短刀を備えて非常に物ぶつ騒そうだ。

「殿下ー！　おじ様ー！　ゲームが休戦になったけど、続きはどうするのー!?」

　回廊の先の階段を上って踊おどり場に出た少女は、小さな胸いっぱいに叫さけんだ。

「………殿下ー!!　殿下殿下でんかでんか、で・ん・かー!!!」

　幼くも風ふう鈴りんのように涼すずやかな声が回廊に木こ霊だまする。しかし探し人の反応はない。

　少女は拗すねたように艶つややかな黒髪を揺らし、愛らしい唇くちびるを尖とがらせて頰を膨ふくらませる。

　すると玉座の間からクスクスと呆あきれたような苦笑いが漏もれた。

「リン。殿下なら先ほど城下街の様子を見に行ったわよ」

　古城の中心まで突つき抜けている回廊を更さらに抜けた先。玉座の間で月の光を浴びていたのは、ローブのフードを深く被かぶり、片手に〝黄金の竪たて琴ごと〟を持った女性だった。

　リンと呼ばれた少女はローブの女性に振ふり返ってむむっ、と後ろに手を組んだ。

「そっかー。じゃあ私とアウラさんの二人でお留守番？」

「そういうこと。………とはいえ、私たちはゲームの主催者ホストじゃないし、休戦の誓ちかいを守る義務もない。巨人族を率いて戦う指示も出るでしょう。今は大人しく英気を養っておくことね」

　ローブの女性───アウラと呼ばれた女は、口元を上品に押さえたままクスクスと笑い続ける。リンは元気に頷うなずいて玉座の間へと続く門を通った。

　半円球形の天てん井じようは月の光が透過する水すい晶しようで飾かざられており、空間の中心となる場所に玉座が設けられている。

　其そ処こに座するのは此こ度たびのゲームの〝主催者〟───レティシア＝ドラクレアだった。

「ねえアウラさん。この金きん髪ぱつの子の様子はどうなってるのかな？」

「ずっと気を失ったままよ。もしかしたら開かい催さい中ちゆうはずっとこのままなのかもしれないわ」

　肩かたを竦すくめて応答するアウラ。

　リンはスタタタタと玉座に駆かけ寄り、気を失ったまま腰かけているレティシアの前でしゃがみ込む。

「だけどこの金髪の子………本当に可愛かわいいよね。こんな可愛い子が魔ま王おうだなんて、信じられないなー」

　リンは好こう奇き心しん旺おう盛せいな瞳ひとみを輝かがやかせてレティシアを見る。

　レティシアは連れ去られた時のメイド服とは打って変わり、黒いドレスに身を包んでいた。両手両足を玉座に鎖くさりで繫つながれている様は、魔王というよりも囚しゆう人じんである。

　月明かりに濡ぬれて綺き羅らと輝く金髪に、そっと手を伸のばすリン。

　しかしその手を阻はばむように背中から声がかかった。

「───止やめとけリン。その魔王は疑ぎ似じ餌えだ。触さわると襲おそわれるぞ」

　ピクン！　とリンの指先が止まる。

　声は幼く、少年のものだ。

　リンは主人が帰ってきたのだと気づき、猫ねこのような反射神経で振り返る。

「殿下！　それにおじ様！」

『一々声を荒あらげるなリン。そう喚わめかなくとも聞こえておる』

　続いて回廊の木陰から聞こえてきたのは、別人と思われるしわがれた老ろう齢れいの声。陰かげに隠かくれているため姿はおろか男女の区別もつかないが、かなり年ねん輩ぱいだと思われる。

　殿下と呼ばれた少年はカツカツと靴くつ音おとを城内に響ひびかせながら玉座の間に入り、リンとアウラの前に姿を現す。

　年ねん齢れいは十歳から一、二歳足した程度。殿下という愛あい称しようの通り立派な身なりはしているものの、今は折せつ角かくの正装を着き崩くずしている。

　その着崩し方や特とく徴ちよう的な白はく髪はつを左右に跳はねさせている外見は、少年の子供らしさを強調しているようにも窺うかがえる。

　だがしかし、爛らん々らんと光る金の瞳には、年不相応な物静かさが感じられた。

　殿下と呼ばれた少年は三人を順次一瞥し、現状の確かく認にんをする。
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「アウラ。リン。ゲームが休戦になったのは聞いたよな？」

「勿もち論ろんですわ」

「なら話が早い。アウラとリンは頃ころ合あいを見て巨人族と共に〝アンダーウッド〟を攻せめ落とす。タイミングは敵の主力が分散されるのを見計らって俺から知らせる。何か質問は？」

「はい！」

　シャキン！　とリンが指先を伸ばして勢いよく挙手。

　質問を求めておいてなんだが、殿下は不服そうに眉まゆを顰ひそめた。

「………リン。今の作戦に複雑な個か所しよはなかったと思うけど」

「えーっと、確認だけ。今の作戦って〝参加者の戦力が分散される〟ことを前提にしたものだよね？　もし参加者が分散しないで一いつ斉せいに逃にげ出したら、どうするの？」

　………むっ、と殿下の顔が意外そうに変わる。リンの質問が存外まともだったことに驚おどろいたのだろう。

　殿下は説明不足だったな、と自省してから答えた。

「悪い、説明が足りてなかった。もし参加者が逃げ出すなら放置していい。俺たちの目的は新たな〝階層支配者フロアマスター〟が生まれないようにすることだからな。結果的に〝アンダーウッド〟が潰つぶれればそれでいいんだ」

「そっか。ならもし、参加者が一斉に巨人族を攻こう撃げきしてきたら？」

「それはない」

　即そく答とうする殿下。思わぬ切り返しにパチパチと瞬またたきをするリン。

　確信を持って応答する主人に、リンは快活な返事で返した。

「うん、殿下がそう言うなら信じとく」

「おう、信じてくれ」

「でもさ、この金髪の子に触っちゃいけないのは何でかな？」

　リンはレティシアを指差して残念そうに呟つぶやく。その様子はさながら、玩具おもちやにじゃれ付くのを禁止されたネコのよう。

　殿下は特徴的な白髪を揺らして呆れたように首を振った。

「いいからやめとけって。〝好こう奇き心しんは猫をも殺す〟って諺ことわざもあるだろ？」

「………そっかー。残念」

　指を咥くわえてシュン、と肩を落とすリン。

　そんな幼い二人のやり取りを隣となりで見ていたアウラは、笑いを嚙かみ殺しつつも本題に戻もどるよう話を振る。

「では殿下。私とリンは地上に。この古城は殿下と彼───グライアに任せてよろしいのですね？」

「ああ。グー爺じいもそのつもりでいてくれ」

　殿でん下かに促うながされ、アウラはそっと回かい廊ろうに視線を移す。すると木こ陰かげから先ほどの老ろう齢れいな声とは違ちがう、獣けものが唸うなる様な声が答えた。

『分かりました。………しかし殿下。一つ気になることが』

「何だ？」

『〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟を倒たおしたという、例の〝名無し〟についてですが………その一味が、〝生命の目録〟の完全体を所持しているとの噂うわさがございます』

　進言を受けた殿下は目を見開き、虚きよを突かれたように言葉を吞のんだ。

「………確かなのか？」

『あくまで風の噂でしかありません。しかし本物ならば由々しき事態です』

　如何いかがなされますか、と問う。

　ふむ、と一考する殿下。手を口元に当てたまましばし考えた後、

「………いや、今は捨ておけ。仮令本物だとしても、所持者が変わってから数年もない。脅きよう威いとしては微び々びたるものだし何より、情報も不確定だしな」

『はっ』

「だがもし〝生命の目録〟の所持者が目の前に現れたら全力で奪うばいにかかれ。最悪の場合は作戦を放ほう棄きしてでも手に入れろ」

「あら、よろしいのですか？」

「構わない。〝生命の目録〟にはそれだけの価値がある。アレの価値に比べれば〝アンダーウッド〟の一つや二つ、天てん秤びんにかけるまでもない。殺してでも奪い取とれ」

　断固とした口調で告げる殿下。アウラは口元を歪ゆがませて艶えん美びな笑みで頷うなずいた。

「承りました。私も戦利品の力を試してみたいと思っていたところです。………ふふ。丁度いい実験場になりそうですよ」

「戦利品？」

　リンが好こう奇きの視線を向ける。アウラはシアンブルーのギフトカードを取り出し、〝アンダーウッド〟から奪い取ったギフトを披ひ露ろうした。

「───〝バロールの死眼〟。巨きよ人じん族に伝わる最強の魔ま眼がんが振ふるう死の暴ぼう威い。此れを以って〝アンダーウッド〟を沈しずめて御ご覧らんに入れますわ」




　　　　＊




　───〝アンダーウッドの地下都市〟緊きん急きゆう治ち療りよう所。

　急きゆう遽きよ用意された治療所には、怪け我が人が所ところ狭せましと並べられていた。

　家屋の六割が焼き払はらわれてしまったため、負傷者の殆ほとんどが雑魚ざこ寝ねの状態だ。

　鎮ちん火か作業が手早く済んだのは幸いだった。巨きよ大だいな水樹と川辺の街ということでその作業だけは粛しゆく々しゆくと進めることが出来たのだ。

　何より一番の救いだったのは、巨きよ龍りゆうの分身である魔ま獣じゆうたちが消え去ったことだろう。

　巨龍が巻き起こした暴風は巨きよ軀くの魔獣たちを残らず巻き上げ、本体へと舞まい戻していったのだ。ゲームが審しん議ぎ決議に移行したため、分身を回収する必要があったのだろう。

　しかし逆説的に述べるのならば───その回収作業一つで〝アンダーウッド〟と巨人族が殲せん滅めつされそうになったということになる。それだけの力をあの巨龍は秘ひめているのだ。

　神々の箱庭に於おいて尚なお〝最強〟と称しようされた種族。

　身動ぎ一つで参加者たちの士気を砕くだいた力は真実、魔王として相応ふさわしいものだった。

　そんな中、〝ノーネーム〟一同はお互たがいの無事を確認する為ために治療所へ足を運んでいた。

　審議決議から半刻ほどで十六夜いざよいと黒ウサギ、そして飛鳥あすかたちは合流できたが………春日かすか部べ耀ようとレティシアの姿だけが、捜さがしても見つからないままだった。

「………駄だ目めだな。これだけ捜して見つからないとなると、春日部もレティシアと同じように何かしらの異常事態があったと考えていい」

「で、でも、春日部さんは空を飛べるのだから無事だと思うのだけど………」

「逆だよお嬢じよう様さま。春日部は空も飛べるし五感も鋭するどい。なのに俺たちと合流できていない。なら、そこには何か重大な理由があるはずだ」

　珍めずらしく真しん剣けんな声こわ音ねで説明する十六夜。飛鳥は大きく息を吞のんで動どう揺ようを抑えようとするが、やはり隠しきれてはいない。

　飛鳥は確認を取り直すように十六夜へ顔を向ける。

「そもそも、レティシアが連れ去られたというのは本当なの？」

「ああ。そしてこのゲームがレティシア───〝魔王ドラキュラ〟の主しゆ催さいするギフトゲームだってこともな」

　十六夜は学ランの懐ふところから黒い羊皮紙の招待状───〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING〟を取り出して内容を読み上げる。

　一通り聞き終えた飛鳥は何とも言えない複雑な顔で首を振った。

「………出で鱈たら目めな内容ね」

「そうでもないさ。少なくともゲームとしての整合性は取れている。後は何点か黒ウサギに確認すれば………」

　と、そこで言葉を切る。黒ウサギとジンが捜そう索さくから帰ってきたのだ。

「十六夜さん、飛鳥さん！　耀さんの行方ゆくえが分かりました！」

「本当!?」

「ＹＥＳ………ですが、かなりまずいことになっているようです」

　苦々しい表情を浮かべている黒ウサギ。

　その腕うでにはボロボロになって気を失っている三み毛け猫ねこが抱だかれていた。何があったのか知らない十六夜と飛鳥だったが、黒ウサギの表情と三毛猫の状態から事態の深刻さを悟さとる。

　視線を黒ウサギに戻した二人は端たん的てきに問い質ただした。

「………春日部に何があった？」

　黒ウサギは一層深刻な表情になり、ウサ耳を垂れさせて答える。

「目もく撃げき者によると………耀さんは、魔獣に襲われた子供を助けようとして………」

「魔獣と共に回収された子供を追いかけ、空に上って行ったということです」

　黒ウサギとジンの報告に、二人は衝しよう撃げきを受けたように息を吞んだ。

　全員が一斉に空を仰あおぐ。その視線は遥はるか上空、巨龍と共に出現した古城に集まっていった。

「あの城に………春日部さん一人で乗り込んでいったというの!?」

「………はい」

　蒼そう白はくになる飛鳥。その隣で、十六夜も焦あせりを隠せず痛つう烈れつな舌打ちをした。

　如何いかに彼が強大なギフトを所有していても───空を飛ぶことだけは出来ないのだ。

「………黒ウサギ。その話が本当なら、巻き込まれて行方不明になったのは春日部だけじゃないだろう？　他ほかのコミュニティはどう動くつもりなんだ？」

「それについて後のち程ほど、〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟を中心に会合を設ける予定です。聞いたところによると〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の要人も行方不明になったとウサ耳に挟はさみました。早ければ明日にも救きゆう援えん隊を組むかと思われます」

「………ふぅん。組織の要人が、ね」

　それなら動きも早いか、と呟いて下がる。

　春日部耀とレティシア。空を翔かける二人の同士を失った〝ノーネーム〟一同は、ただ歯は痒がゆそうに空の古城を睨にらむのだった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟上空。吸きゆう血けつ鬼きの古城・城下街。

　絶体絶命だった。

　春日部耀は風化して古ふる惚ぼけた城の外がい郭かくに肩かたを預け、呼吸を整えるように深呼吸を繰くり返す。しかし一呼吸する間もなく、城下の廃はい墟きよから這はいずりながら近づく音が響ひびいた。

「っ、またあの化け物………！」

　敵の気配を察知し、すぐにその場を離はなれる。

　背後からはグッチャグッチャと水気を含ふくむ不快な音を立てて近づく影かげ。滅ほろんだ城下街を徘はい徊かいしていたのは、血けつ塊かいと苔こけの集合体のような赤黒い怪かい物ぶつだった。

　形は人型で動きは速いが体は脆もろく、一体一体はそれほど脅きよう威いではない。

　しかしそれが何百体も集まれば話は別だ。

　ましてや彼女が背に守るのはキリノ一人だけではない。

　魔獣に捕とらわれていた、十人近い負傷者と子供がいるのだ。

「何処どこかに隠かくれるところは………!?」

「こ、こっちにあります！」

　キリノが指差す先に促され、外郭の傍そばにあった廃墟に身を潜める。散乱している瓦が礫れきを搔かき分け大きな亀き裂れつの隙すき間まに子供たちを庇かばって座る。

　耀はやっとのこと呼吸を整え、背後の〝アンダーウッド〟の住人たちに視線を向けた。

「………全員、無事？」

「う、うん」

「ああ。お嬢じようちゃんのおかげで全員無事だ」

　キリノともう一人、年ねん輩ぱいの獣人が礼を述べた。

　彼らもキリノと同じく魔獣に捕つかまったまま巨龍に回収され、古城の城下街に放ほうり出されたのだ。命を失ってもおかしくない状じよう況きようだったが、審議決議が受理されたことで主しゆ催さい者しやから参加者への干かん渉しようが禁じられ、無傷のまま降ろされたのだろう。

　合流できた人数は耀を除いて七人。その内六人が耀よりも幼い子供である。

　そして彼らは今、城下街を徘徊する敵に追い詰つめられようとしていた。

（………困った。キリノ一人だけだったら飛んで逃にげられるけど、この人数はちょっと重量オーバー。頑がん張ばっても三人が限度だ）

　他に捕まえられた者たちがいることを計算していなかったわけではない。

　計算外だったのは、城下街の敵の襲しゆう撃げきだ。

（あの赤黒い敵は、審議決議中にも拘かかわらず襲おそってきた。つまりあの敵は主催者側の勢力じゃない。………なら、ゲームとは無関係にこの城に住んでいる怪物………？）

　額から光る汗あせを滴したたらせ、状況を高速で整理していく。

　まずは現状の確かく認にんが必要だ。耀は逃げ込んだ建物の隙間から、城下街を窺うかがう。

（………ううん、それはおかしい。前提としてまず、このお城と街は吸血鬼の本ほん拠きよか何かだったはず。あんな苔と植物の塊かたまりみたいな化け物が城下街を徘徊しているはずがない）

　ましてや此こ処こは地上から何千ｍも離れた場所。元々群生していたものならばともかく、廃はい都ととなってから増ぞう殖しよくしたとは考えにくい。

　あれやこれやと敵について思考を奔はしらせる。

　その後ろで年輩の獣人───乱れた毛並みの猫ねこ耳を持つ老人が呟つぶやいた。

「あの植物………多分、寄生種だぜ」

「………知ってるの？　猫耳のお爺さん」

「ああ。間ま違ちがいない。苔に見える部分は胞ほう子しで、生き物やその屍し骸がいを苗なえ床どこに繁はん殖しよくする菌きん糸し類だ」

「………？　冬虫夏草みたいなもの？」

「おお、それだ。性質が似ていることから、冬とう獣じゆう夏か草そうとも呼ばれている種でな。昔は〝アンダーウッド〟でも見かけられた怪植物さ」

　そう、と相あい槌づちを打つ。

　菌きん類るいなら胞子が飛んできたということも考えられるかもしれない。それに生物に寄生するというなら鳥が運んできた可能性も考えられた。

「筋は通る………かな。ありがとう、お爺さん」

「なぁに、この程度じゃ助けてもらった礼にもなんねえよ。あとジジイと呼ぶのはやめてくれ。俺にゃ〝六本傷〟のガロロ＝ガンダックって名があるんだ」

　乱れた毛並みの猫耳を震わせて笑うガロロ＝ガンダック。

　隣となりに控ひかえていたキリノはその名前を聞いて瞳ひとみを瞬またたかせた。

「〝六本傷〟のガロロ………ま、まさか、〝六本傷〟頭首・ガロロ大老ですか!?」

「………知ってる人？」

「し、知ってるも何も、〝怪かい猫びようのガロロ〟と言えば〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の創設者の御お一人！　かつてはドラコ＝グライフと共に、南側の秩ちつ序じよの為に戦った御方です！」

「おいおい、何時いつの話だそりゃ。今は連盟のしがない金庫番だぜ？」

　謙けん遜そんする素そ振ぶりを見せながらも豪ごう快かいに笑うガロロ大老。

　サラの話では〝六本傷〟のコミュニティは連盟でも商業を中心とした組織だと聞いている。金庫番と名乗ったのはそういうことだろう。

　耀はガロロの笑いと猫耳を暫しばらく見つめ、ふっと呟く。

「怪描で金庫番………えっと、招まねき猫？」

「ちょ、」

「あっはっはっはっ！　面おも白しろいなお嬢ちゃん！　こんなむさ苦しいジジイ猫に誑たぶらかされて千せん客きやく万ばん来らいってんなら、それこそ儲もうけもんってやつさ！」

　焦るキリノと、膝ひざを叩たたいて笑い転げるガロロ。

　しかし笑いすぎたのだろう。すぐに傷を押さえてイテテと前まえ屈かがみになった。

「………そういや、お嬢ちゃん達の名前を聞いてなかったな」

「わ、私は〝アンダーウッド〟のキリノです」

「春日部耀。よろしく、ガロロさん」

　キリノと耀は目礼して名乗る。

　二人が自己紹しよう介かいすると一変、ガロロの瞳が激しく揺ゆらいだ。

「───春日部だと？」

「うん。………どうかした？」
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「い、いや、何でもねえ。それよりこの状況をどう凌しのぐ？　残念だが俺は足に傷持ちだ。悔くやしいけど、猫ねこ騙だましぐらいしか出来ねえぜ」

「うーん………それは本当に残念」

「そ、そもそも植物相手に猫騙しは、あんまり意味ないんじゃないかなあ………」

　茶ちや化かし合う二人と、困りながらツッコミを入れるキリノ。

　だが、現状はそんな楽観できるものではない。耀とガロロがおどけているのは、緊きん張ちようが子供たちに伝わらないようにという配はい慮りよだろう。

（でも冬獣夏草が屍骸にも寄生するとなると………菌きんの宿主は一体───？）

　再度作戦を練ろうと思考を走らせた次の瞬しゆん間かん。

　グチャグチャと絶えず響いていた足音が、一いつ斉せいに止まった。

　ハッと顔を上げるが、耀が違い和わ感かんに気が付いた時には既すでに遅おそかった。

「………まずい」

「え？」

「囲まれたっ!!　逃げる準備を───！」

　───ガシャァアン！　と窓から飛び込む音。見れば赤黒い人型の冬獣夏草が、此方こちらに向かってゆっくりと鎌かま首くびを上げていた。

　互たがいの視線が合い、子供たちの悲鳴が木こ霊だまする。

　耀は怯ひるむ事無く敵の赤黒い胴どう体たいを蹴けり潰つぶし、その勢いで廃墟の瓦礫を吹ふき飛ばしつつ背後に向かって叫さけんだ。

「走って!!」

「は、はい！」

　耀が先導し、子供たちは城の外郭沿いを走り抜ぬける。

　キリノはガロロに肩を貸して立ち上がった。

「悪いな、キリノ嬢ちゃんっ！」

「これぐらいへっちゃらです！　すぐ合流して───」

「───ＰＵＧＹＡＡＡＡＡＡＡａａａ!!!」

　ハッと振り返るキリノとガロロ。

　手負いの二人に目を付けた何体かの冬獣夏草が一斉に襲い掛かかる。耀は滑すべり込むように二人の前に立ち、烈れつ風ぷうを巻き起こしてそれを凌ぐ。

「よ、耀さん………！」

「こ、のっ………しつこい！」

　両手で押し出すように回転を加え、壁かべに叩き付ける。動きが止まったところで菌きん核かくを踏ふみ潰して砕くだく。

　背を見せたのを好機と見たか、三体がその背後から飛び掛かる。最初の二体は耀の腕うでに絡からみつき、もう一体は人間大の大きさもある瓦礫を持ち上げて投げつけた。

　耀は摑つかまれたままの両りよう腕うでを力任せに瓦礫へと叩き付けて二体の冬獣夏草の菌核を砕く。

　最後の一体が次の手を打つ間に、耀は懐ふところに飛び込んで拳こぶしを胴体に打ち付けた。

　数秒にも満たない刹せつ那なの攻こう防ぼう。僅わずかな時間で繰り広げられたその豪快な戦いぶりに、ガロロは顔をヒクつかせた。

「と、とんでもねえな耀お嬢ちゃん………！　冬獣夏草の菌核は鉄てつ塊かいみたいに硬こう化かしてるんだぜ。よくもまあそんな簡単に砕けたもんだ。………本当に人間か？」

「うん。ＤＮＡ的には人間」

　あん？　と小首を傾かしげるガロロ大老。

　冗じよう談だん交じりの返答だったのだが、流石さすがに通じなかったらしい。耀は少し苦く笑しようした。

（………だけど、確かにおかしいな。此処の敵も決して弱くないと思うんだけど）

　冬獣夏草の残ざん骸がいを一いち瞥べつして小首を傾げる。この敵も一体一体は決して弱くない。

　今まで戦った敵で近しいと言えば、〝フォレス・ガロ〟のワータイガー・鬼き化かしたガルドと同等ぐらいだろう。

　それを無傷で十三体も破は壊かいした。好調の一言で済ませるには些いささか突とつ飛ぴな波である。

（気づかない内に、強い幻げん獣じゆうとでも仲良くなっていたのかな………？）

　小首を傾げて考えるが答えは出ない。

　しかしそんな暇ひまもなく、間かん髪はつ容いれずに子供たちの悲鳴が響いた。

「きゃぁあ！」

「───っ！」

　しまった、と舌打ちして振り返る。先行して逃げていた子供たちが襲われたのだ。

　耀は焦あせりの混じった声こわ音ねで二人に叫ぶ。

「二人とも、歯を食いしばって！」

　は？　と首を傾げるキリノとガロロ。

　耀は両手から風を放出し、旋せん風ぷうを巻き上げて二人を搦からめ捕とって持ち上げた。

「きゃ、わ！」

「うおおおおお!?　よ、耀お嬢じようちゃん！　コイツはグリフォンのギフトじゃねえか！　どうしてアンタが、」

「舌した嚙かむから黙だまってて！」

　珍めずらしく声を荒あらげる耀。それだけ余よ裕ゆうが無いのだ。

　耀は素す早ばやく旋せん回かいして外がい郭かく沿いを疾しつ走そうする。悲鳴が聞こえたということは既に手て遅おくれの可能性もあるのだ。

　最悪の事態が脳のう裏りを過ぎり、背筋に冷や汗を搔かいていた耀だったが───途と端たん、聞いたことのある道どう化け声が鼓こ膜まくを刺し激げきし、

「────ＹＡッＦＵＦＵＦＵＵＵＵｕｕｕｕｕｕｕ!!!」

　刹那、紅ぐ蓮れんの風が吹き抜けた。

「今の声………まさか………！」

　耀が外郭と廃都の交差路を左折すると、熱風が頰ほおを撫なでて行く。

　其そ処こで暴れていたのはカボチャの幽ゆう鬼き───ジャック・オー・ランタンだった。

　瞬しゆん時じに炭となった敵を巨きよ大だいな両手で叩き潰すジャックは、高らかに笑い声を上げて子供たちを誘ゆう導どうする。

「ヤホホホ！　呼ばれてないのにジャッジャジャーン!!!　大だい丈じよう夫ぶですか、お子様達！」

「は、はい」

「それは重ちよう畳じよう！　こやつらは私が引き受けますから、其処の建物にお逃にげなさい！」

　ヤホホホ！　と陽気に笑いながら両手に提さげたランタンを振り回し、業ごう火かを撒まき散らすジャック。巻き込まれそうになった子供たちは我先にと廃はい屋おくに雪崩なだれ込こむ。

　ジャックのカボチャ頭に乗っかっていたアーシャはそれを確かく認にんし、ボソリと呟いた。

「全員隠かくれたよ、ジャックさん」

「………解わかりました」

　一変、陽気な声に重さが増す。

　それと同時に、ジャックの霊格そんざいが肥大した。

　空くう洞どうの瞳には普ふ段だんの穏おだやかな灯ともし火びはない。今にも敵を焼き尽つくさんとする怒いかりの炎ほのおが、カボチャの頭ず蓋がいに宿っていた。

「───〝ウィル・オ・ウィスプ〟の御み旗はたを前にして、幼子を食い殺そうとするとは。何と無知。何という冒ぼう瀆とく。我らの御旗が掲かかげる大義を知らぬというのか………！」

「………ジャック？」

　耀は遠くから呟つぶやくが、その声は彼に届いていない。明らかに普段の様子と違ちがう。

　全身から陽炎かげろうを立ち昇のぼらせているジャックはギョロリ、と敵を睨にらみ、

「知らぬなら我が業火の中で知りなさい。後こう悔かいなさい。我らが蒼あおき炎の導しるべを描えがきし旗印は───〝ウィル・オ・ウィスプ〟の御旗は、決して幼子を見捨てはしないのだとッ!!!」

「おうさ！　やっちまおうぜジャックさん！」

　パチン！　とアーシャが指を鳴らすと、頭上に七つの業火ゲヘナが宿るランタンが出現する。蓋ふたを開くと同時に、荒ぶる炎が零こぼれ落ちて膨ふくれ上がった。

　耀の隣に控えていたガロロは蒼そう白はくになって叫ぶ。

「お………おいおいマジかよ！　地じ獄ごくの炎をそのまま召しよう喚かんするなんぞ、そんじょそこらの悪あく魔まに出来る芸当じゃないぞ！　城下街ごと消し飛ばすつもりか!?」

「………？　此こ処こ、危険？」

「超ちよう危険！　逃げろ、耀お嬢ちゃん！」

　叫ぶや否いなや、地獄の窯かまが開いたように灼しやく熱ねつの嵐あらしが吹いた。

　地獄の淵ふちより汲くみ上げた業火が燃え散らすのは、雑草風ふ情ぜいにとどまらない。

　大地を焦しよう土どとし、大気を灼熱に変え、影かげも残さず敵を焼しよう殺さつする。

　轟ごう々ごうと燃え盛る業火は城下街を吞のみ尽くす勢いで広がり、さながら悪魔の腕かいなの如ごとく敵を絡めて焼失させていく。

　身近で見ていた耀も流石に焦った。

「わ、わわわ………！」

　急いで上空に逃とう避ひする。間かん一いつ髪ぱつ吞み込まれずに済んだが、尋じん常じよう外の規模の術だ。

「ヤホホホホホホホホホホホホホッ!!!　大・炎・上ッ!!!」

　灼熱の中心で、あの陽気な道化声が響ひびく。

　カボチャ頭と襤褸ぼろ切きれの身体からだをユラユラと揺らしている様を見て、耀は初めて思った。

　ジャック・オー・ランタンは───本当に、悪魔が生み出した眷けん属ぞくなのだと。

　その後しばらく上空で待機していた三人だったが、鎮ちん火かしたのを確認してからゆっくりと地上へと降りる。そこでようやくジャックとアーシャは耀の姿を確認した。

「おや、彼女は………」

「あ、耀じゃん！　何々？　アンタも子供達みたいに捕つかまってたわけ？」

「………違う。捕まった人達を助けに来ただけ」

　むっとなって言い返す。

　それを聞いたジャックは、少しだけがっかりしたようにカボチャ頭を傾かたむけた。

「………やれやれ。変わりませんねえ、貴女あなたも」

「え？」

「何はともあれ、此処は危険です。他ほかの参加者とも合流しましょう」

　ジャックの提案に頷うなずく。しかしガロロは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「そうは言うがな。アンタの召喚した業火の中で、無事な奴やつはいるのかね？」

「ご安心を、ガロロ大老。我々の使い魔まが安全な場所に誘導しておりますので」

　パチン、と指を鳴らす。すると二足歩行するキャンドルスタンドと、ランタンをぶら下げた小さい人形がドタバタとやってきた。

　総計十五体。リーダーらしき青い髪かみの人形がふわふわと近づいて敬礼。

「ご苦労様。他の方は無事ですか？」

「らんたーん♪」

「よろしい。それでは保護した皆みなさんを此処に集めてください。ガロロ大老がいると言えば、素す直なおに集合してくれるでしょう」

　らんたーん♪　と返事をしてドタバタと散っていくキャンドルスタンドとランタン人形。

　ガロロは首を竦すくめておどけた。

「なぁるほど。大したカボチャお化けだ」

「ヤホホ！　とはいえまだまだ油断はできません。今後の方針は貴方あなたにお任せしますよ、ガロロ大老」

「………方針？　脱だつ出しゆつするための？」

　耀は小首を傾げてジャックに問う。

　しかしジャックはカボチャ頭を左右に振ふって否定した。

「脱出したところで一時しのぎにしかならないでしょう。少なくとも此処にいる全員は、既すでにペナルティ条件を満たしてしまったようですから」

「………え？」

「春日部嬢はギフトカードをお持ちですか？　もし持っていたら出してみてください」

「わ、わかった」

　耀は慌あわててポケットからパールエメラルドのギフトカードを取り出して覗のぞき見る。

　途端、啞あ然ぜんとした。

「カードに………見たことのない紋もん章しようが浮うかんでる………？」

「これは〝ペナルティ宣告〟です。主しゆ催さい者しや側から提示されたペナルティ条件を満たしてしまった対象者には、招待状とギフトカードに主催者の旗印が刻まれるのです」

　告げて、〝契約書類ギアスロール〟を取り出しペナルティ条じよう項こうを指差す。




『ギフトゲーム名〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING〟


　　　＊プレイヤー側ペナルティ条項




　　　　　・ゲームマスターと交戦した全すべてのプレイヤーは時間制限を設ける。

　　　　　・時間制限は十日毎ごとにリセットされ繰くり返される。

　　　　　・ペナルティは〝串くし刺ざし刑けい〟〝磔たつ刑けい〟〝焚ふん刑けい〟からランダムに選出。

　　　　　・解除方法はゲームクリア及および中断された際にのみ適用。

　　　　　※プレイヤーの死亡は解除条件に含ふくまず、永続的にペナルティが課される』






「………？　だ、だけど私、ゲームマスターと………レティシアと戦ってなんて、」

「ですが事実、我々はペナルティ条件を満たしてしまった。ならば考えられる可能性は一つだけでしょう」

　苦々しい声で答えるジャック。そこでハッと耀も気が付いた。

　もし巨きよ龍りゆうがゲームマスターなら………その分身と交戦することも、条件に含むのなら。

「………あの巨龍が、レティシアだというの？」

「分かりません。ですが確実に一つ分かることがあります」

　ジャックはカボチャ頭の中で揺ゆれる炎の瞳ひとみを、古城を囲う雷らい雲うんに移し、

「〝魔ま王おうドラキュラ〟を倒たおさない限り………十日後には、血の雨が降ることになるでしょう。伝説の如く、串刺し刑に処されてね」








　幕間その二







　───〝アンダーウッド〟収しゆう穫かく祭本陣じん営えい。

　一夜明け、大樹の中腹にある連盟会議場に十六夜いざよいたちは足を運んでいた。集まったコミュニティは以下の四つ。

〝一本角〟の頭首にして〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟の代表・サラ＝ドルトレイク。

〝六本傷〟の頭首代行・キャロロ＝ガンダック。

〝ウィル・オ・ウィスプ〟の参さん謀ぼう代行・フェイス・レス。

〝ノーネーム〟のリーダー・ジン＝ラッセルと逆さか廻まき十六夜、久く遠どう飛鳥あすか。

　黒ウサギは会議の進行役として前に立ち、バサッと委任状を長机に置いて切り出した。

「えーそれでは此れより、ギフトゲーム〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING〟の攻こう略りやく作戦の会議を行うのです！　他コミュニティからは今後の方針を委任状という形で受け取っておりますので、委任されたサラ様とキャロロ様は責任ある発言を心がけてくださいな」

「分かった」

「はいはーい！」

　誠実な声こわ音ねで応答するサラと、鉤かぎ尻しつ尾ぽを振って応答するキャロロ＝ガンダック。

　後ろに控ひかえていた十六夜は、キャロロの特とく徴ちよう的な鉤尻尾を不思議そうに見つめた。

「アンタもしかして、二一〇五三八〇外門で喫きつ茶さ店てんをやってる猫ねこのウェイトレスか？」

「そうですよー常連さん。何時いつも御ご贔屓ひいきにありがとうございます♪」

「彼女は〝六本傷〟の頭首・ガロロ＝ガンダック殿どのの二十四番目の娘むすめでな。ガロロ殿に命じられて東に支店を開いているらしい」

「ふふ、ちょっとした諜ちよう報ほう活動です。常連さんのいい噂うわさも父ボスにちゃんと流れてますよ！」

　へえ、と感心したように相あい槌づちを打つ十六夜と飛鳥。思い返せば彼女は出会った時から情報通だったが、まさか南側の間かん諜ちようだったとは思わなかった。

　十六夜と飛鳥は新しい悪戯いたずらを思いついたとばかりに顔を見合わせ、ニヤリと笑う。

「なるほど。一店員の筈はずのアンタが、南の収穫祭に招待されていたのはそういう理由か。………しかしそんな秘密を聞くと、今後はあの店に入れなくなるよなあ、お嬢じよう様さま？」

「そうよねえ。あのカフェテラスで作戦を立てていたことも、全部筒つつ抜ぬけだったんでしょう？　怖こわくて今後は使えないわ」

「此処は一つ二一〇五三八〇外門の〝地域支配者レギオンマスター〟として、地域に呼びかけておくかね。『〝六本傷〟の旗はた下もとに、間諜の影あり！』とかなんとかチラシでも打ってよ」

　十六夜と飛鳥は周りに聞こえるような、ノリノリの声音で話を進める。

　一方のキャロロは、猫耳と鉤尻尾を跳はねさせて焦あせった。

「ちょ、ちょ、ちょっと待って下さいよ!?　そんなことされたらうちの店がやっていけなくなりますよ!!」

「あら、そんなの知ったことじゃないわ。私たちには地域発展と治安改善の義務があるのだもの。表立って諜報活動をしている喫茶店なんて、放ほうっておけるはずないわ」

「それを見み逃のがしてほしいって言うなら………相応の態度ってものがあるだろ？」

　ニヤニヤと陰いん湿しつな笑えみを浮かべて、問題児アクマ二匹ひきがキャロロを追い詰つめる。その図はさながら悪代官と袖の下ワイロを求められている商人のよう。

　キャロロは半泣きになり、指をクルクルと回しながらそっぽを向き、断腸の思いで、

「こ………こ、これからは皆さんに限り！　当店のメニューを格安サービス一割引きに




「「三割だ」」




「うにゃあああああ！　サ、サラ様ぁ～！」

「よしよし。此れからは自分の役目をばらすような、頭の悪い発言はやめような」

　優やさしく頭と猫耳を撫なでながら、割とシビアに答えるサラ。

　小さくハイタッチする逆廻十六夜と久遠飛鳥。

　同士のあくどいやり口にウサ耳と頰ほおを紅潮させる黒ウサギとジン。

　そんな一同を暫しばらく見つめていたフェイス・レスは、ゆっくりと挙手し、

「───話を進めていただけますか？」

「………ぁ、りょ、了りよう解かいなのですよ！」

　姿勢を正し、慌てて仕切り直す黒ウサギだった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟上空。吸きゆう血けつ鬼きの古城・城下街。

　一夜明けて、城下街に連れ去られていた者達も一息つくことにした。上空ということでやや風が強く肌はだ寒ざむいが、夜風を凌しのげる程度には廃はい屋おくも使える。

　最初は水と食料に不安のある耀ようだったが、その問題は早々に解決した。

　ガロロとジャックがギフトカードに水樹の幹と乾かん燥そう食材を常備していたからだ。

「いいか、耀お嬢じようちゃん。対魔王を謳うたうなら、持久戦の備えを常備していないといけねえ。そうでなくてもこの箱庭じゃあ、何時どんなアクシデントで孤こ立りつするか分からねえからな。水樹や水すい珠じゆのような水を確保できるギフトは必ひつ須すだぜ」

「そ、そうなんだ」

「ヤホホ！　それにギフトカードは己おのれの領地を耕して収穫した実りや、育てた家か畜ちくの精肉も保存できます。備えあればなんとやらって奴やつですね」

　陽気に笑うジャックと、感心する耀。

「そう………そんなに便利なギフトだったんだ」

「おうよ。何せかの有名な〝サウザンドアイズ〟の大幹部〝ラプラスの悪あく魔ま〟が対魔王用に作り上げた逸いつ品ぴんだ。〝ラプラスの紙片ギフトカード〟を所持しているかどうかで対魔王の生存率は大おお幅はばにあがるってぐらい、重要なギフトさ」

　………そう、と相槌を打つ。白しろ夜や叉しやが彼女たちにギフトカードを渡わたしたのは、魔王との戦いに備える為ためだったのかもしれない。

　ガロロが用意した羊の干し肉を焼いた料理や、ドライフルーツなどの保存食を口に運んで嚙かみしめる。………決して不味まずくはないが、美味おいしいとは言えない。安物のカップラーメンよりはマシ、という程度だろう。耀は不意に、本ほん拠きよの食事を思い出して切なくなった。

「………リリの作るご飯が恋こいしい」

「うん？　何だって？」

「何でもない」

　それでも食べられるだけいいか、とまとめてリスのように頰ほお張ばる。

　隣となりに座っていたアーシャだったが、その様子に瞳を瞬またたかせた。

「お、おい、そんなに頰張ると喉のどに詰まるぞ。干し肉なんだからしっかり嚙んでだな、」

「──────────────……………ッッ!!?」

「って言ってる傍そばから詰まらせてんじゃねえかッ!!!」

「噓うそだよ」

「噓かよ!!?　ちょっと心配するから止やめてよそういうのッ!!!」

　アーシャをおちょくりながら食事を進める。隣ではキリノが釜かまでスープを作っていた。アーシャが作ったガラス製の釜だ。火にかけても熱ねつ膨ぼう張ちようで割れることがなく、茹ゆでられている釜の中で具材が変化していく様は見ていて楽しい。

「アーシャもこういう不思議なガラス細工を作れるんだね」

「当然。私の場合は火だけじゃなく、ガラスを構成している素材からいじってるからな」

「………そっか。地精なんだっけ？」

「そうだよ。まあ、ジャックさんみたいな繊せん細さいなガラス細工はまだまだ作れないけどさ」

「それでも凄すごい。こうして一からギフトを作れる才能なんて私にはないもの」

　耀は真っ直すぐに称しよう賛さんし、焼けた肉を取って頰張る。

　アーシャは褒ほめられて恥はずかしかったのか、にへへと少し照れくさいような苦く笑しようを浮うかべる。耀はその隙すきに次の肉を取って頰張る。

　食事をする必要がないジャックは、その様子を微笑ほほえましく見ながら呟つぶやいた。

「そういえば春日かすか部べ嬢。その首から下げているヘッドホンですが………まだお渡ししてなかったのですか？」

　指し摘てきされた耀は、思い出しながら次の肉を詰め込む。

　もきゅもきゅと肉を嚙みしめ、スープで流し込んだ耀は少しせき込みながら、

「うん。宿舎も壊こわれちゃったし、自分で持ってるのが一番安全だと思って」

「だけどそのヘッドホンは、目的のものとは違ちがうものなのでしょう？」

「そうだけど………その、どんな形にせよ誠意を見せるのが大事かなって。特に十六夜はそういうのに敏びん感かんな人だから」

　頭を搔かいて半信半疑なまま答える。十六夜とは短い付き合いだが、謝罪の意志と努力を無下にする人ではないと、耀は思っていた。

　ジャックはしばし耀を見つめた後、微笑ましいとばかりに笑った。

「………ヤホホ！　どうやら杞き憂ゆうだったようですねえ！」

「杞憂？」

「いえいえ、此方こちらのお話ですよ！」

　ヤホホホホ！　とカボチャ頭を揺ゆらして笑うジャック。

　耀は小首を傾かしげつつも追つい及きゆうはせず、次の肉を頰張るのだった。

　その後一通りの食事が済んだのを見計らい、ガロロは主要メンバー───春日部耀・ジャック・アーシャ・そして子供達の代表としてキリノを呼び出し、今後のことを話し合う。

「さて、今後の活動だが………まずは意見を募つのりたい。誰だれか案はあるか？」

「うん」

　耀が即そく答とうする。ガロロは首しゆ肯こうして促うながす。

「私は………全員で此こ処こに残って、ゲームの謎なぞ解ときに挑いどむべきだと思う」

「………ほう？」

　耀の提案に、ガロロは低く唸うなり声を上げる。

「残って戦うべき、か。そりゃまた何でだ？」

「昨日ジャックと話していたんだけど、私たちはペナルティを受けることが確定している。このまま逃にげても十日後にはペナルティで死ぬことになる。だけど審しん議ぎ決議が行われている今なら、子供達でも安全に廃はい墟きよや城の探たん索さくが出来る」

　耀の提案を受け、ガロロの顔が更さらに強こわ張ばった。

「ちょ、ちょっとまて！　耀お嬢ちゃんはガキ共も戦わせるつもりか!?」

「だから戦う必要なんてない。審議決議の間は主しゆ催さい者しやと参加者の戦せん闘とう行動が禁止されている。今だけが、安全かつ自由に散策するチャンスなんだ」

　外敵がいない今ならば自由に城下街を散策できる。それを見み越こしての提案だろう。

　それに散策するなら頭数は多い方がいい。ましてや捕つかまった五〇人中、四〇人が子供なのだ。彼らを欠いて散策するのでは成果も変わってくる。

　隣で話を聞いていたジャックも、カボチャ頭を撫でながら半ば同意した。

「確かに、春日部嬢の提案はゲームクリアに向けて大きく貢こう献けんできるでしょう。………しかし本人たちの意志はどうです？　子供たちの承しよう諾だくはとってあるのですか？」

　一同が一いつ斉せいにキリノを見る。怯おびえたように身を縮める彼女だったが、それでもハッキリと答えた。

「ご、ご心配いただきありがとうございます。しかし我々も〝アンダーウッド〟に住む同士の一人。ましてや眠ねむったままの大精霊かあさんの窮きゆう地ちを放ほうってはおけませんっ」

　ムンッ、と気合いを入れるキリノ。

　その仕草が〝ノーネーム〟の子供達に似ているようで少し可笑おかしかった。

　ガロロは腕うでを組んだまましばし瞑めい想そうし、懐ふところに仕舞っていた黒い羊皮紙を取り出して条件を出す。

「………おし、分かった。若い連中がそこまで言うからにゃ俺も腹括くくろう。しかし具体的にはどうする？　無む闇やみに探索するんじゃ骨折り損だ。もし耀お嬢ちゃんが無策だってんなら、許可は出せないぜ」

「うん。それについては私から提案………というか、勝利条件について暫ざん定てい的な解答があるというか………」

　途と端たん、声のトーンを落とす耀。

　しかし周囲はそれどころではない。他四人は一斉に声を上げた。

「か、春日部嬢は謎なぞが解けたのですか!?」

「と、解けたというほどのものじゃないけど………辻つじ褄つまは合うかなって、」

「マジかよスゲーじゃん！」

「ああ、大したもんだ！　休戦した初日から謎が解けたってんなら、勝ちの目も十分に見えてくる！」

「耀さん、凄いです！」

　四人から一斉に称賛を受けて冷や汗あせを搔く。

　もしも此れで間ま違ちがっていたら取り返しつかないなー、なんて肝きもを冷やしながら、

「ええと、説明する前に。私の用意した解答が正しいかどうかを検証する為に、幾いくつか聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

「おおう、いくらでも聞いてくれ！」

「ヤホホ！　協力は惜おしみませんよ！」

　ズズイ、と身を前ぜん傾けいに乗り出す一同。ますますもって間ま違ちがえられないな、と苦笑した耀だが、一転して真しん剣けんな顔になる。

「───まず前提として確かく認にんする。箱庭の吸血鬼は、外界から来た外来種なんだよね？」

「ああ、そうだ」

「じゃあこの空飛ぶ城もその時のもの？」

「確証があるわけじゃねえが、残っている文ぶん献けんじゃそうなってる。何でも故郷の世界にいられない理由が出来たとかで、一族ごと箱庭に逃げ延のびたという話だ」

「………つまり、故郷の世界から脱だつ出しゆつしてきたということ？」

「ヤホホ！　そう珍めずらしいことではありませんよ！　何らかの事情で故郷の世界を追われてきた種族など、箱庭ではよくあることです」

「そうさな。以前南側を騒がした〝魃ばつ〟の末まつ裔えいや、故郷を追われ敗残した巨きよ人じん族なんかもそうだ。吸血鬼の一族も同じように、故郷を追われる事件があったんじゃねえかな？」

「そうですねえ。有名な話ですと………吸血鬼は箱庭で太陽の光を初めて浴びて、それ以来〝箱庭の騎き士し〟として秩ちつ序じよを守っていた………というものもありますが。もしかしたらそれに関係する事件だったのかも」

　そう、と一度相あい槌づちを打って黙だまる耀。その話は聞いたことがあった。

　───曰いわく、彼らが〝箱庭の騎士〟と呼び称しようされるようになったのは、太陽の恩おん恵けいを受けることが出来る箱庭の都市を守るためだという。

　故郷では決して浴びることのできなかった太陽の光を享きよう受じゆできる箱庭の環かん境きようは、吸きゆう血けつ鬼きにとって夢のような場所だったに違いない。

　しかし、此処で一つ疑問がわいた。

「………でも、箱庭を守る役目は〝階層支配者フロアマスター〟のものだよね？　なのに〝箱庭の騎士〟として別の二つ名を与あたえられてるってことは………吸血鬼の一族は一時、〝階層支配者〟だったんじゃない？」

　おっ、と感心したように笑うガロロ。

「察しがいいな、耀お嬢じようちゃん。２／３ぐらい正解だ」

「うーん、微び妙みよう。正しい解答は？」

「そもそも〝階層支配者〟制度ってのは箱庭開かい闢びやくの時には存在しなかったらしい。当時は〝外門の支配者ゲート・ルーラー〟って奴が各外門に決められていて、そいつらが独自の裁量で地域を治めていたのさ」

「………。なら、地域ごとの独裁とかも多かったんじゃ？」

「おおよ。特に箱庭の黎れい明めい期きといえば、修しゆ羅ら神仏入り乱れの大だい魔ま境きよう！　下層のコミュニティが魔王に外門利権を奪うばわれた日にゃ、悲ひ惨さんなもんだったらしいぜ？　〝境界門アストラルゲート〟の使用料を一人につき金貨一〇〇枚！　とかにされれば最後、外門の中から出ることもかなわねえ。後は奴ど隷れいのように飼い殺しよ」

　言って首を竦すくめるガロロ。

　しかし意外にも、耀が食いついたのは別の事だった。

「………え？　〝境界門〟の利権があったら、使用料を決められるの？」

「うん？　おお、勿もち論ろんだ。今でも〝階層支配者〟が定めた範はん囲い内なら、自由に上げ下げして構わないことになっている」

「ヤホホ………ちなみに北から南に移動する場合、通常より五〇〇％増というぼったくり価格になっております」

「ご、」

　思わず絶句する。五〇〇％ということは、一人につき金貨五枚。

　一ヵ月前の〝ノーネーム〟なら、金庫が軽くオーバーキルされてしまう値段だ。

　もし〝ノーネーム〟が同じように料金を設定した場合、その八〇％が此方こちらに支し払はらわれるわけだから───

「───……え、えっと。話を戻もどそう」

「あいよ」

　邪よこしまな誘ゆう惑わくを振ふり払はらうように続きを促す耀。アーシャは弄いじり返すタイミングを見計らっていたが、空気を読んでそっと笑いを嚙かみ殺すだけに留とどめた。

「ま、そんな末世だった下層に秩序を取り戻そうと旗を掲かかげたのが〝箱庭の騎士〟───つまり吸血鬼の一族だったわけだ。彼らはその持ち前の力と知ち恵え、そして勇気をもって次々と凶きよう悪あくな魔王たちを打ち破って行った。ちょうどその頃ころ、中層と上層の外門で行われていた星々の主権争いにも一段落が付き、中下層の魔王があらかた駆く逐ちくされた。それでも手におえない魔王や、外界に取り逃のがした魔王もいたそうだが……何にせよ、箱庭は安定期を迎むかえることに成功した。その後下層は〝箱庭の騎士〟を中心に全外門で共通の規定を取り決め、法整備をし、〝階層支配者〟と〝地域支配者レギオンマスター〟制度を設け、東西南北の下層を見守る〝全権階層支配者アンダーエリアマスター〟として広く認められましたとさ」

　パチパチパチーと手を叩たたく音。

「………それで、めでたしめでたし？」

「なわきゃねえ」

　だよね、と苦笑い。

「かくして下層を守る〝階層支配者〟制度の投入に成功した吸血鬼の一族だったが………その後間もなく、吸血鬼たちは吸血鬼の王によって虐ぎやく殺さつされることになる」

「え？」

「それを行ったのが〝串くし刺ざしの魔王〟───僅わずか十二歳で〝龍の騎士ドラクル〟にまで上り詰つめた最強の吸血姫。レティシア＝ドラクレアさ」




　　　　＊




　コホン、とせき込んで黒ウサギは進行を開始する。

「それではゲームの方針を───と言いたいところではありますが。その前にまず、サラ様からお話があるそうです」

　何？　と首を傾げる一同。

　サラはその場で立ち上がり、周囲を見回す。

　沈ちん鬱うつそうな顔で深い吐と息いきを漏もらしたサラは、

「………今から話すことは、この場だけの秘ひ匿とくとして聞いて欲しい。決して口外しないように心こころ掛がけてくれ」

「………？　はい、わかりました」

　ジンが代表して返事をする。同席した全員が静かに頷うなずいたが、サラの大おお仰ぎような言葉に誰だれもが不ふ審しんそうに眉まゆを顰ひそめている。

　サラは瞳ひとみを閉じたまましばし考える素そ振ぶりを見せ、改めて切り出した。

「まず一つ目。〝黄金の竪たて琴ごと〟が奪い返された際に、〝バロールの死眼〟も同時に盗ぬすみ出されたようなのだ」

「バ、〝バロールの死眼〟が!?」

「本当なのですか!?」

「ああ。凡ぼん百ぴやくの巨人には到とう底てい使いこなせる代しろ物ものではないが………此れによって巨人族はより強大な戦力を得ることになった。死眼に対してはまた別の対策を練らねばならない。そのつもりでいてくれ」

　此こ処こで一度言葉を切る。サラはより一層沈鬱な顔になり、

「そしてもう一つ。ゲーム休戦前に北と南から緊きん急きゆうの連れん絡らくが入ったのだが………それによると、魔王の出現は〝アンダーウッド〟だけではないらしい」

「………は？」

「北の〝階層支配者〟である〝サラマンドラ〟と〝鬼おに姫ひめ〟連盟。そしてお前達もよく知る、東の〝階層支配者〟である〝サウザンドアイズ〟幹部の白夜叉様。───以上三つのコミュニティが、同時に魔王の強きよう襲しゆうにあっている」

　一いつ斉せいに、息を吞のむ音が会議室に響ひびいた。進行を任されていた黒ウサギも半口を開いて絶句している。彼女も初めて聞かされたらしい。

　それが本当ならば、現在箱庭には最低四体の魔王が同時に降臨していることになる。

　箱庭での生活が短い飛鳥と十六夜でさえ、それが異常事態だとすぐに理解した。

　飛鳥は小声で隣となりの席の十六夜に尋たずねる。

「偶ぐう然ぜんじゃない、わよね。これってつまり複数の魔王を統とう率そつしているより強大な魔王が、〝階層支配者〟を倒たおす為ために動いている………そういうこと？」

「そういうことだ………けど、なるほど。そういう事なら逆に納なつ得とくした点もある」

「何？」

　サラが反射的に問う。〝理解した〟のではなく、〝納得した〟というニュアンスが引っかかったのだろう。十六夜は組んでいた両りよう腕うでを解き、身を乗り出すようにして問い返す。

「サラって言ったな。お前が元〝サラマンドラ〟の後こう継けい者しやだったというのは本当か？」

「………そうだが、それが何か？」

「じゃあ一月前に〝サラマンドラ〟が開いた誕生祭で、魔王が現れた事は聞いてるか？」

「当たり前だ。出しゆつ奔ぽんしたとはいえ故郷のコミュニティが襲おそわれたのだぞ」

　むっと眉を顰めるサラ。馬ば鹿かにされたと思ったらしい。

　しかし十六夜は一層緊きん迫ぱくした顔になり、同席した全員の顔を素す早ばやく見回してから、

「じゃあ、その元身内として聞いておきたいんだが………その魔王の手引きをしたのが、〝サラマンドラ〟自身だという話は聞いてるか？」

「なんですって!?」

　割り込むように声を荒あらげて席を立つ飛鳥。その驚おどろきは先ほどまでの比ではない。

　それもそのはずだろう。まさか彼女たちが演じた死し闘とうが、味方と思っていた者達の招いた茶番だったなどと、考えもしなかったに違ちがいない。

　問われたサラは奥歯を嚙みしめるように顔を顰しかめつつ、首を横に振った。

「………それについては初耳だ。しかし、父上ならばやりかねないだろう」

「父上？　お前とサンドラの？」

「ああ。あの人は同士が死ぬことになろうと、コミュニティに有益だと判断したらどんなことでもやらせる人だ。………もし誕生祭でサンドラが命を落とすことになったとしても、自分が就任し直せばいいと思っていたに違いない」

「で、ですが〝サラマンドラ〟の前頭首は病に臥ふしていると、」

「あの父上が病程度に冒おかされるものか。どうせ幼いサンドラを矢や面おもてに晒さらし、自分は安全な裏で手を引く算段でも立てていたのだろうよ」

　フン、と吐はき捨てるように告げるサラ。

　黒ウサギはウサ耳をへにょらせ、消しよう沈ちんしたように問う。

「で、ではサラ様のお父様は、一体どのような利益を望んでそんなことを………？」

「さあ？　しかし万が一にも父上が本当に病に臥しておられるというならば………サンドラが一人前だと周囲に知らしめるために魔王を招いたというところだろう。………まあ、その辺の事情はそこの少年の方が詳くわしいのではないか？」

　サラが十六夜に視線を移す。十六夜は難しい顔で答えた。

「まあな。此処で話を聞くまで、俺もそう思ってた。マンドラの奴やつも、あの様子だと本気でそう思っていたんだろうよ。………けどどうやら、話はそんなに簡単じゃないらしい」

「と、言いますと？」

「そもそも考えてみろ黒ウサギ。誕生祭を襲った〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟───ペストの目的は、サンドラではなく白夜叉だっただろう？」

　ハッと息を吞む黒ウサギ。言われてみれば確かにその通りだ。

〝黒死斑の魔王〟が欲ほつしたのは太陽の主権と復ふく讐しゆう。ましてや太陽の星せい霊れいを封ふう印いんするという極きわめて希少な〝主催者権限ホストマスター〟を彼女は持っていた。

　最強の〝階層支配者〟である白夜叉を倒すには、打ってつけの人選だったに違いない。

「誕生祭のメインホストはサンドラ。白夜叉はゲスト扱あつかいで〝サウザンドアイズ〟の主力も連れてきていない状態だった。………もしかしたら誕生祭そのものが、白夜叉を倒すために仕組まれたものだったのかもしれない」

　十六夜の推理に、ジンもハッと気が付いたように声を上げる。

「そ、そうか！　白夜叉様が狙ねらわれた同時期に、南の〝階層支配者フロアマスター〟が襲われて討うたれていたというのも………全すべて主犯が同一だと考えたら───！」

「そう。つまり連中───仮か称しよう〝魔王連盟〟とでもいうべき敵は、〝階層支配者〟を各個撃げき破はできるように、同時攻こう撃げきを仕し掛かけているんだろう。………そして魔王側が有利にゲームを進められるように、手引きしている組織もいる」

　スッと十六夜の視線がサラを貫つらぬく。この発言には流石さすがのサラも肝きもを冷やした。

　気に入らぬ父と出奔した故郷とはいえ、そこまで堕おちたとは考えたくない。サラは不安そうに問い直す。

「少年。お前は此こ度たびの一件、父上が主犯だと………そう言いたいのか？」

「いや、そこまでは分からん。此処まで半分くらい状じよう況きよう証しよう拠こだし、何より動機が不明だ。そもそも他ほかの〝階層支配者〟を貶おとしめることに何の意味があるんだ？」

　うーん、と本気で考え込む十六夜。少なくとも演技には見えない。

　一いつ瞬しゆんホッとしたサラだったが、追い打ちをかけるようにフェイス・レスが告げる。

「………サラ様。現〝階層支配者〟は〝サラマンドラ〟・〝鬼姫〟連盟・〝サウザンドアイズ〟の白夜叉。これに加えて休きゆう眠みん中の〝ラプラスの悪あく魔ま〟の四つでよろしいですか？」

「うん？　ああ、そうなるかな」

「もし前者の三つが壊かい滅めつすれば、全ての〝階層支配者〟が活動不能になり、上位権限である〝全権階層支配者アンダーエリアマスター〟を決める必要が出てきます。敵の狙いはそれではないでしょうか？」

　何っ？　と一斉に声が上がった。

　サラも、ジンも、黒ウサギでさえも知らない様子で小首を傾かしげている。

「以前、〝クイーン・ハロウィン〟に聞いたことがあります。〝階層支配者〟が壊滅、もしくは一人となった場合に限り、暫ざん定てい四桁けたの地位と相応のギフト───太陽の主権の一つを与あたえ、東西南北から他の〝階層支配者〟を選定する権利を与えられると」

「た、太陽の主権の一つと、暫定四桁の地位だと!?」

「そ、そんな制度があるのですか!?」

　声を荒げて問い返す黒ウサギとサラ。

　───箱庭を巡めぐる、太陽の主権。

　数多あまたの修しゆ羅ら神仏の徘はい徊かいする箱庭では、それぞれの星に所有権、つまり主権が存在する。

〝ペルセウス〟が所持していたアルゴルの魔ま星せいがその一例だろう。星の主権を所持していれば、絶大な力を持つ星霊・神しん霊れいを召しよう喚かんし従えることが可能となる。

　最も多くの神仏が宿る太陽の主権は、二十四に分ぶん割かつすることでその座を分散している。

〝黄こう道どうの十じゆう二に宮きゆう〟に記された白はく羊よう・金きん牛ぎゆう・双ふた子ご・巨きよ蟹かい・獅し子し・処女おとめ・天てん秤びん・天てん蠍かつ・人じん馬ば・磨ま羯かつ・宝ほう瓶へい・双そう魚ぎよの十二星座。

〝赤せき道どうの十じゅう二に辰しん〟に記された鼠ね・牛うし・虎とら・兎う・龍たつ・蛇み・馬うま・羊ひつじ・猿さる・鶏とり・狗いぬ・猪いの十二辰。

　これら二つの天体分割法を用いて作られたのが二十四の太陽主権である。

「私も何を授さずかったかは知りません。しかしクイーンの話では、就任した前例は白夜叉と初代〝階層支配者〟───レティシア＝ドラクレアの二名だけだと伺うかがっています」

「レ、レティシア様が〝全権階層支配者〟………!?」

　更さらに声を荒げて驚く黒ウサギ。この反応にはむしろフェイス・レスの方が驚いた。

「………〝箱庭の貴族〟ともあろう者が、〝箱庭の騎き士し〟の由来を知らないのですか？」

「く、黒ウサギは一族的にぶっちぎりで若じやく輩はいなので、あんまりにも古い話は………」

　ウサ耳をへにょらせてそっぽを向く黒ウサギ。

　十六夜はやれやれと首を横に振ふりながら助け舟ぶねを出す。

「まあ………黒ウサギはぶっちゃけ〝箱庭の貴族（笑）〟だからな」

「その渾あだ名なを定着させようとするのは止やめてくださいっ!!」

　ウガー!!　ウサ耳を逆立たせて怒る黒ウサギ。

　フェイス・レスは顎あごに手を当てたまましばし思案する素振りを見せ、

「………なるほど、〝箱庭の貴族（笑）〟でしたか」

「真面まじ目めな顔で便乗するのはもっと止やめてくださいっ!!!」

　しっかり便乗してきた。そんなフェイス・レスに、飛鳥がムッとなって反論する。

「貴女あなた、ぽっと出の癖くせに黒ウサギを分かったようなことを言うのはやめなさい。それに話の流れ的にはむしろ、〝箱庭の貴族（恥はじ）〟でしょう？」

「ちょ、」

「それだッ!!」

「それだッ!!!　じゃないですこのお馬鹿様あああああああッ!!!」

　スパパァーン！　と久しぶりに奔はしる愛用のハリセン。

　フェイス・レスは三人の和なごやかなやり取りを見届けた後、

「………〝箱庭の貴族（恥）〟」

「これ以上引っ張ると本気でシリアスに戻もどれなくなるのでお願いだから止めてくださいっ」

　スパン、と疲つかれたようにハリセンで叩たたく。

　物足りない雰ふん囲い気きではあったが、フェイス・レスは気を取り直し、

「………〝箱庭の貴族（恥）〟」

「止めてくださいと言ってるでしょうこのお馬鹿様ああああああああ!!!」

　ズパアァァン!!　と聞いたことのないような激しい音でハリセンをクリティカルヒットさせる黒ウサギ。

　フェイス・レスは何事もなかったように話を再開する。

「………〝箱庭の貴族〟ともあろう者が、〝箱庭の騎士〟の由来を知らないのですか？」

「そっ、そこから再開されると黒ウサギ的には何とも反応しづらいのですが………恥はずかしいことに、初ウサ耳です。今回のゲームや主犯の手て掛がかりになるかもしれませんし、知っていることがあったら是ぜ非ひ教えて下さい」

　ツッコミたいところをぐっと抑えてシリアスに先を促うながす黒ウサギ。

　フェイス・レスも引き際ぎわを感じたらしく、真面目に応対した。

「私も詳しく知っているわけではないので詳しよう細さいは省きますが………〝全権階層支配者〟となったレティシア＝ドラクレアはその権力と利権を手に、上層の修羅神仏へ戦争を仕掛けようとしたそうです」

「レ、レティシア様が戦争を………？」

　一斉に顔を見合わせる〝ノーネーム〟一同。温和でコミュニティの姉役を務める彼女からは、考えられない暴挙だ。

「その戦争って………つまりそれは、魔ま王おうとしてということかしら？」

「それは聞いていません。その後は戦争を阻そ止ししようとした同族の吸きゆう血けつ鬼きたちが革命を決起し、吸血鬼は同族同士の殺し合いの末に滅ほろんだと聞き及およんでいます」

「ど、同族同士の殺し合いを、レティシア様が………？」

「はい。此れについては当時を知るクイーンの話ですから、まず間ま違ちがいないかと」

　うっ、と怯ひるむ黒ウサギ。

　同族同士の殺し合いとは───即すなわち、コミュニティの同士で殺し合いをしたということだ。今のレティシアを知る〝ノーネーム〟のメンバーとしては何とも信じ難がたいことだったが、黙もくして聞いていたサラは〝契約書類ギアスロール〟を取り出して得心がいったように頷うなずく。

「そうか………第四の勝利条件である〝玉座に正された獣けものの帯を導しるべに、鎖くさりに繫つながれた革命主導者の心臓を撃うて〟とは、当時の革命主導者を差し出して殺せ、という意味だったのかもな」

「そ、そうでしょうか？」

「それ以外にどんな解かい釈しやくがある？　〝獣の帯〟や〝砕くだかれた星空〟といった抽ちゆう象しよう的なキーワードと比べて格段にわかりやすい。ペナルティを受けていよいよ追い詰つめられた当時の吸血鬼たちは、革命主導者を追い立てて殺し───」

「───結果、ゲームはクリア出来なかった。つまり〝革命主導者〟という言い回しは、魔王側が仕掛けたミスリードということだな」

　………ぬっ、と十六夜を睨にらむサラ。

「いいや、まだ分からん。この革命主導者とやらは今も箱庭の何処どこかで生きているのかもしれない。吸血鬼の一族は揃そろって長ちよう寿じゆだからな。純血であれば不老という話も、」

「じゃあそいつを探し出して殺すか？　この馬ば鹿かみたいに広い箱庭の中で、生死不明の吸きゆう血けつ鬼き一いつ匹ぴきを探し出すのに、どれだけの時間がかかるんだろうな？」

　ぬぬっ、と閉口するサラ。

　十六夜はこの場での話し合いは終わったとばかりに立ち上がり、

「どちらにせよ、現状では情報不足が否いなめない。そこで提案だ。この場に残って巨きよ人じん族から〝アンダーウッド〟を守る部隊と、敵の居城に乗り込んでゲームクリアを目指す部隊を編制する。〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟同盟なら空を翔かける幻げん獣じゆうも山ほどいるだろう？」

　言い終わった十六夜は、チラッとジンに目配せする。

　ジンも慌あわててフォローした。

「それに攫さらわれてしまった人達の安否も気になります。聞けば連盟の重役・〝六本傷〟のガロロ＝ガンダック様も、同士を庇かばって攫われたと聞きました。今後の話は捜そう索さく隊を送り、その報告を待ってから再度話し合いの場を持つということで如何いかがでしょう？」

　さり気無い流れで、耀を助けに行く流れを作る。口実としても申し分ない。

　サラも頭ごなしに否定することは無く快かい諾だくの意志を示した。

「分かった。精せい鋭えいを選出し、二日後の晩までに部隊を編制しよう。その時は両コミュニティの力を借りる事になると思うがよろしく頼たのむ。………あと心ばかりの持て成しではあるが、両コミュニティには最高主しゆ賓ひん室を用意してあるから、そちらでゆっくり休んでくれ」

　促され、一いつ斉せいに席を立つ。

　これで参加者による初日の会合はお開きとなった。

〝アンダーウッド〟の主賓室に向かうため、大樹の幹に釣つり下がった水式エレベーターでゆっくりと下って行く〝ノーネーム〟一同。その際に、十六夜はポツリと呟つぶやいた。

「………お嬢じよう様さまは、どう思う？」

「え？」

「レティシアが魔王と為なって同士を虐ぎやく殺さつしたって話だ」

　突とつ然ぜんの振られた話に面めん食くらう飛鳥。

　しかし、それでもハッキリと言い返した。

「昔はどうか知らないけど………今は私たちが所有する、金きん髪ぱつのメイドさんでしょう？　略りやく奪だつされたままで黙だまってなんかいられないわ」

「………そうだな。確かに黙ってはいられないな」

　気合いを入れて答える飛鳥と、苦く笑しようする十六夜。

　───ちなみに、そういう意味で聞いたわけではなかったのだが………此れは此れで頼もしいか、と仲間の意気込みを前向きに受け取り、空を見上げる。

　深い暗雲は未いまだに低く唸うなる様な雷らい鳴めいを響ひびかせ、空に浮うかぶ城を取り巻いている。

　其そ処こに囚とらわれているであろう二人の同士の安否を考えていると───その後ろで、飛鳥が気合いを入れたように腰こしへ手を当て、黒ウサギ達に提案した。

「部屋に案内されたら、すぐにでも謎なぞ解ときにかかりましょう。春日部さんやレティシアの為にも、休戦期間で謎なぞを解かないと」

「ＹＥＳ！　難解な問いではありますが、三人寄れば文もん殊じゆの知ち恵えと申します！　我々四人で挑いどめば、きっと糸口ぐらいは見つかるのですよ！」

「うん。耀さんやレティシアを救う為にも、まずはこの謎を───」

「───いや、謎なら既すでに解けているが」

　───……は？　とエレベーターで四人分の声が重なった。

　飛鳥は勿もち論ろん、隣となりに居た黒ウサギも、先頭にいたジンも、案内役として追従していたキャロロも、一斉に疑ぎ問もん符ふを浮かばせて十六夜を見た。

「………ええっと、常連さん？　貴方あなたさっきサラ様に『情報が少ないから敵城に部隊を送れ』とかなんとか言ってませんでした？」

「うん？　何だそんな風に聞こえたのか。俺は『情報が少ないけど、謎は解けたからゲームクリアしようぜ！』という意味で言ったんだが」

　ついでに救きゆう援えん部隊とか編制してくれたらいいな、的な。

　確かに『ゲームクリアを目指す部隊』と言っていたが、まさか言葉の通りだとは思わなかったのだろう。

「でもそんな風に誤解してくれたなら本当に万ばん々ばん歳ざいだなー。もし何処かの馬の骨にうちの美び髪はつメイドを隷れい属ぞくさせられるようなことになったら、それこそ殺し合うしかねえもんなー。いやあ、運が良かったな本当に！」

　白々しく明後日あさつての方向を見ながら話す十六夜。

　キャロロは目をパチクリさせた後、スッと真しん剣けんな顔になり、

「………残念ですが、この件はサラ様にご報告を」

「全メニュー五割引きとは気前がいいな！」

「いやん、するわけないじゃないですか♪」

　十六夜の脅きよう迫はくに、満面の笑えみと冷や汗あせで返すキャロロ。

　黒ウサギ達は十六夜をあくどいと思う反面、頼もしさも感じながら、互たがいの顔を見合わせて苦笑いするのだった。








　幕間その三







　ふっと、懐なつかしい呼び名が聞こえた。

　最後にそう呼ばれたのはさて、何時いつのことだったか。

　幕まく間あいの一時、まどろみの中で悠ゆう久きゆうの時を遡さかのぼっていく。

　春先の暖かい日差しを受けていた私は、耳元で愛あい称しようを叫さけばれて目を覚ました。

「───殿でん下か！　レティ殿下！　もう、こんなところで寝ねないで下さいまし！」

　ハッ、と眠ねむ気けから覚かく醒せいする。

　瞳ひとみを開けると其処には、メイド姿のカーラ侍じ女じよ頭がしらがレティシアの肩かたを揺ゆさぶっていた。

　場所は城と外がい郭かくの境にあった兵舎。すぐ隣に設けられている訓練場からは、今日も同士たちの喧けん騒そうと怒ど声せい、歓かん声せいと悲鳴が上がっている。きっと騎き士し長がスパルタメニューを組んでくれたのだろう。

　そんな心地ここち好よい同士の賑にぎわいと春の陽気にあてられて、窓際で眠ねむってしまったらしい。

　すまなかったな、カーラ侍女頭。

「すまなかったな。ではありません！　全く、我らの姫ひめ将軍ともあろう御お方かたが兵舎で転ごろ寝ねとは！　嘆なげかわしい！　全くもって嘆かわしいですよ！」

　腰に手を当て、眼鏡めがねを押さえながら大おお仰ぎように首を振ふるカーラ侍女頭。

　しかしそうは言うが、こんな春麗うららかな日差しなんだ。本来夜行性の我々が起きている方が可笑おかしいじゃないか。我ら箱庭の吸血鬼は昼間にしか得られないこの贅ぜい沢たくな太陽の日差しとそこから得られる恩おん恵けい、暖かな惰だ眠みんを貪むさぼっていいはずだ。吸血鬼の姫が言うのだから間違いない。私が王位を継ついだら法律を改正するとしよう。

　そういうわけでおやすみ、カーラ侍女頭。ぐー。

「二に度ど寝ね禁止！」

　バフッ、と埃ほこり落としで殴なぐられる。その一いち撃げきで私の子供スイッチが本格的にＯＮになった。

　………………やだ、寝る。絶対に起きない。

「やだ、寝る。ではありません！　貴女あなたは我ら〝箱庭の騎士〟の象しよう徴ちよう！　〝龍の騎士ドラクル〟と為った者が兵舎で涎よだれ垂らして寝てたら示しがつきません、ってかマジで起きろゴラァ!!!」

　徹てつ底てい抗こう戦せんの姿勢を見せる私。カーラ侍女頭は青筋を立てて更さらに怒おこる。

　それでも頑かたくなに起きようとしない私に、カーラ侍女頭は青筋を立てて怒いかり、ついには、バフバフバフバフドスガスガスバキンゴキガンガンゴンギングサッウィーンガシャン!!!と色々と致ち命めい的てきな音を響かせて私を叩たたき起こした。

　………最後のアレは、結局なんだったんだろう？

「メイド的に秘密です。出来るメイドは必ひつ殺さつ技わざの一つや二つと言わず、奥の手裏技四十八手に百八手まで用意しているのが常道。主人が求めるのであれば茶席の世話は勿論、料理洗せん濯たく掃そう除じなどの基本的な家事や菜園の手入れや着き替がえの御世話に加えて知略策略謀ぼう略りやくも用意し暗殺から一いち番ばん槍やりまで完かん璧ぺきにこなすのが真のメイドというもの」

　メイドって凄すごいな！

「当然です」

　特に誇ほこる仕草も見せずに言ってのけるカーラ侍女頭。事実、彼女は一族の中でも折り紙つきの戦士でもあり、対魔ま王おう戦のゲームメイカーでもあった。

　───メイド、恐るべし。私も高みを目指して精しよう進じんせねば。

　二人は兵舎から出て訓練場の脇わきを通り、城門に通じる花はな園ぞのを横切る。

　カーラ侍女頭はふっと、用件を思い出したように切り出した。

「そういえば殿下。例の件について〝サウザンドアイズ〟から書簡が来ていますよ」

　………例の件？

「そうです。箱庭全域で設置される新制度───〝階層支配者フロアマスター〟制度に彼らも協力して下さるとか。それも〝白き夜の魔王〟と〝ラプラスの魔王〟の二大幹部を惜おしげもなく寄こして下さいました。流石さすがに人材の宝庫は違ちがいますねえ」

　……………、

「ええ。彼らは思っていた以上に協力的です。此れも全すべては我ら吸きゆう血けつ鬼きが〝箱庭の騎士〟として築き上げた功績の賜たま物もの。ただ〝白き夜の魔王〟は素行に問題があるため、一度仏門に預けた後の参戦になるようですが」

　……………………。

「あら、そんな心配は無用でございますよ？　かつては魔王として暴れまわった経歴もあるようですが、今は善神として力を振るうことに意い欲よく的です。むしろ問題は反対派の連中。彼らは〝全権階層支配者アンダーエリアマスター〟となった後に上層へ乗り込むべきだと訴うつたえて───」

　……………………………。

「───はい。殿下が仰おつしやる通りです。我らの築いた栄えい耀よう栄えい華がも、栄えい枯こ盛せい衰すいの理ことわりには逆らえません。何いずれは朽ち果てるもの。しかしこの制度が上手うまく運営されれば我々〝箱庭の騎士〟の意志と秩ちつ序じよを守る誇りは、幾いく星せい霜そうも残り続けましょう。………ま、それを危き惧ぐしているからこそ、反対派と手を組んで暗あん躍やくしている魔王もいるらしいのですが───」

　……………………………………そうか。

　もう、それほどの月日が過ぎていたのか。

「───とはいえレティ殿下が王位を継げば、吸血鬼の一族は最盛期を迎むかえることとなりましょう。この功績として我々吸血鬼の悲願───太陽の主権も贈おくられるという話ですし。我ら一族の明日は明るいですねえ♪」

　ああ………その通りだ。

「ふふ。………あ、そうだ。妹君が『今日の午後にお茶会を開くので、姉様にも足を運んで欲しい』と託ことづけを頼まれておりました。当然出席なさいますよね？」

　勿論だ───と、返答した瞬しゆん間かんに、私の意識は遠とお退のいた。

　春麗らかな日差しと、優やさしさに包まれた思い出。

　私は遠巻きにその姿を見つめ、過ぎ去った日々を想おもう。

　どのような恩おん寵ちようでこのような夢に浸ひたれているのかは分からない。しかしこれが夢ならば、ささやかな幸せを享きよう受じゆしたところで誰だれにも責められることは無いだろう。

　天下泰たい平へい、世は事も無し。

　怠たい惰だながらも、暖かで幸福に満ちたまどろみに深く沈しずんでいった。




　　　　＊




　───吸血鬼の古城・城下街。

　ヒュゥ、と湿しめった風が廃はい都とを吹ふき抜ぬける。城の周囲を雷らい雲うんに包まれているからだろう。

　ガロロから吸血鬼たちの歴史を聞いた耀ようは、彼の話をかみ砕くだくように何度も頷うなずきながら思案に勤いそしんでいた。話を終えたガロロは膝ひざを叩いて耀に問う。

「どうだい、耀お嬢じようちゃん。俺の話は役に立ったか？」

「………うん。ありがとう、ガロロさん」

　耀が礼を述べると、ニカッと笑って返すガロロ。

　しかし共に話を聞いていたアーシャは、〝契約書類ギアスロール〟の文面を眺ながめながら小首を傾かしげている。

「私には分かんないなー。今の話のどの部分が謎を解く鍵かぎになっているの？　やっぱり、〝革命主導者〟ってのがキーワードなんじゃない？」

「ううん、それは全く関係ない………と言うより、今の話の全てが、謎解きとは完全に無関係の話だもの」

　はぁ？　と声を上げるアーシャ。

　耀は〝契約書類〟を全員に見えるように広げ、

「さっきも言ったけど、〝革命〟という言葉は当時の参加者を騙だますためのミスリードであって、別の意味や解かい釈しやくがあるんだと思う。私が確かく認にんしたかった歴史は、更にその前の話。この空飛ぶ城が、〝異世界で造られたものである〟という確認だけなんだ」

「………？　どういうこと？」

「このゲームのタイトルだよ。〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT〟を直訳すると、太陽同期軌き道どう───ええと、どう言えばいいかな。つまり太陽と特定の角度を保って飛ぶ、人工衛星の軌道を指す言葉になるんだ」

「じ、人工衛星ですか!?」

　突とつ如じよとして声を荒あらげるジャック。耀は意外そうな顔をした。

「………ジャックは、人工衛星が何か知ってるの？」

「え、ええ。私が箱庭に来たのは一九六〇年代の事ですから………い、いえ、そんなことよりも春日かすか部べ嬢。人工衛星というのはまさか、この城が………？」

「うん。でも箱庭だと〝神しん造ぞう衛えい星せい〟っていう呼び方が正しいのかな？　もしこのゲームタイトルが太陽同期軌道を意味するなら………このゲーム全体が、〝太陽〟や〝軌道〟に関係することを示し唆さしているんだと思う」

　おお、と感心したように声を上げるジャック。

「ヤホホ………ではもしかしたら、吸きゆう血けつ鬼きの一族というのは、遥はるか未来から来たのかもしれませんねえ」

「うん。それは私も思った」

　箱庭はあらゆる時代に通じている。吸血鬼の伝承が異なっている点も頷ける。

　それに環かん境きようの変化によって太陽の光が脅威となった一族や、それに伴ともなう世界ほしの放棄。これらのファクターから考えても、箱庭の吸血鬼の一族は近未来よりの存在に思えた。

　衛星について知識のないガロロだったが、耀の最後の言葉にピクリと反応を示した。

「〝太陽〟と、その〝軌道〟に関係するゲーム内容………か。とすれば耀お嬢ちゃんは、〝獣けものの帯おび〟を〝獣帯ゾデイアツク〟として読み解いているのかい？」

「ゾディアック？」

　アーシャとキリノが疑問の声を上げて互たがいの顔を見合わせる。

　ジャックはカボチャ頭をクルクルと回して二人に説明した。

「〝獣帯ゾデイアツク〟とは、〝黄道帯〟や〝黄道の十二宮〟を指す別べつ称しようですよ」

「こ、〝黄道の十二宮〟って………獅し子し座ざとか蟹かに座ざとかがある、十二の星座ですか？」

「ヤホホ、正解です！　そもそも十二の星座とは、太陽の軌道線上を三十度ずつずらし、星空の領域を分ける天球分ぶん割かつ法で───」

　───ハッと、そこで言葉を吞のむように切った。

　陽気に笑って答えるジャックだったが、何かに気が付いたように思考を奔はしらせる。

「天球の………分割？　まさか、」

「そう。第三の勝利条件〝砕かれた星空を集め、獣の帯を玉座に捧ささげよ〟が示す意味は、〝獣帯によって分割された十二の星座を集め、玉座に捧げろ〟という意味なんじゃない………かな？」

　最後は少し自信なさそうにトーンを下げる耀。彼女自身がまだ確信に至っていない推論なのだろう。しかし周囲からは、ゴクリと一いつ斉せいに息を吞む音がした。

「ヤホホ………グッドですよ、春日部嬢！　今の推理は多くのワードに符ふ合ごうします！」

「で、でも〝星座を集めろ〟っていうのはまだどういう意味なのかわからないし………」

「いやいや、それでも今後の方針を得るには十分な推理だったぜ！　早さつ速そく他の連中にも協力してもらおう！」

　膝を叩き、豪ごう快かいに笑って音おん頭どを取るガロロ。此れで希望の目は見つかった。

　古城に囚とらわれた彼らはゾディアック───十二星座に関連する痕こん跡せきを探すため、城下街の探たん索さくへと乗り出すのだった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド地下大だい空くう洞どう〟大樹の地下水門。

〝ノーネーム〟一同はその後、前ぜん哨しよう戦せんの活かつ躍やくと今後の戦果を期待され、〝アンダーウッド〟が誇る地下水門の主しゆ賓ひん室へと案内されていた。

　大樹の中を削けずる様に掘ほり進められた道は、大樹の中心を螺ら旋せん階段のように下って行く。

　主賓室という割には移動が面めん倒どうくさいなーと思った飛鳥あすかは、思わず愚ぐ痴ちってみる。

「随ずい分ぶんと道が入り組んでいるけれど………もしかして、樹きの中に部屋を設けてあるの？」

「そうですよー常連さん。樹の根と幹に出来た大きな瘤こぶを刳くり貫いて、そのまま部屋にしたんです。皆みなさんを案内するのは、中でも特上の部屋ですのでご期待くださいなー♪」

　案内役を任されたキャロロは、鉤かぎ尻しつ尾ぽをフリながら嬉き々きとして彼らを部屋へと招く。

　緊きん急きゆう時ではあるが、其そ処こまで言われると否いや応おうなく期待が高まる。飛鳥と十六夜いざよいは顔を見合わせ、楽しげな笑いを交かわした。

　キャロロは主賓室のドアの前に立ち、

「はいさ、それでは御お立ち会い！　此方こちらが大河を跨またぐ巨きよ軀くの水樹〝アンダーウッド〟が誇る大水門！　二千体もの樹霊コダマと水精たちを観賞できる、最高主賓室でございます！」

　バタン！　と扉とびらを開く。すると主賓室の窓から吹き抜ける風が、川辺の薫かおる匂においと共に極少の精せい霊れい群を招き入れた。

「わぁ………！」

　実体を捉とらえられないほど小さな彼らだが、僅わずかに光る灯ともし火びがその存在を主張している。さながら蛍ほたるの光のようにユラユラと川辺で飛び交かう彼らは、大河を跨ぐ水樹の景観をより一層に彩いろどっているようにも見えた。

　飛鳥は両手の平に微び精せい霊れいを迎えながら、黒ウサギに問う。

「もしかして、この光の一つ一つが精霊なの？」

「ＹＥＳ！　精霊は霊格が高まるまで、粒りゆう子しのように小さい存在なのです。メルンのように土地を開かい拓たくして霊格を高めるか、アーシャさんのように死後転生された者以外は、全てこの姿で生まれるのですよ」

　自信満々に説明する黒ウサギ。

　メルンが最小サイズだと思っていた飛鳥にとっては少々意外な話らしい。

　十六夜は二人が話している間に窓側へと移動し、大河を跨ぐ〝アンダーウッド〟の根と河口を眺めている。綺き羅らと光る景観を見つめるその表情は、喜びというよりはむしろ口くち惜おしいというものに近かった。

「………参ったな。此こ処こまで美び麗れいな水景色だと、白しら雪ゆき姫ひめじゃ勝ち目がない」

「へ？」

「ほら、少し前に白しろ夜や叉しやと水源開発を始めただろう？　アレは白雪姫を祀まつった社を造り、水路を開拓して、自由区画の景観も華はなやかにしよう───っていうプランだったのさ」

「そ、そのようなプランが………」

　初めて聞く計画に驚おどろく黒ウサギ。

　外門付近、特に自由区画の発展度や華やかさは〝地域支配者レギオンマスター〟の格を表すもの。

　十六夜は白雪姫を祀る社を建て、二一〇五三八〇外門を清流の都市として開発を進めていくつもりだったのだ。

　その話を聞いた黒ウサギたちは感動から一転、難しい顔になる。

「うむむ………そう言われると、確かに強敵です。〝アンダーウッド〟は下層でも三指に入る水の都。それをゼロから追い抜くとなると………」

「難しいわね。そもそも土と地ち柄がらからして、南側と東側では差があるのではないの？」

「は、はい。南側は作物を育てるのに適した気候や、豊かな土地が溢あふれています。幻げん獣じゆうたちでなくとも住みやすく心地ここち好よいでしょう」

「北側は都市部こそ大結界が働いて常秋の装よそおいだが、未開拓地や箱庭外は極ごく寒かんの土地らしい。それを補う為ために各コミュニティは切せつ磋さ琢たく磨まして、ギフトの製造や召しよう喚かんを行っている。在ざい籍せきしているコミュニティの意識レベルが高いからこそ発展し続けているんだろうよ」

　対して東側は………というところで、一斉に言葉が詰つまった。

　東側も、気候や土地の豊かさは決して悪くない。

　建築や舗ほ装そうのレベルも、田舎いなか臭くさいが不便があるほどではない。

　では何が優すぐれているかと問われれば………多少は治安が良い、というぐらいだろう。

「………だが〝アンダーウッド〟は、魔ま王おうに滅ほろぼされた後でもこれだけの復興を成した。俺たちと同じ条件の相手に有利も不利も無い。十年以内には、必ず追い抜いてやるさ」

　フン、と鼻を鳴らして宣言する十六夜。

　どんなに高い目標でも、一度口にしたことを覆くつがえすのはプライドに障さわるのだろう。十六夜は宣戦布告するような瞳ひとみで、もう一度大空洞を睨にらむ。

〝アンダーウッド〟が誇ほこる大樹の地下水門で、煌びやかな光を放って飛び交う精霊群。

　その幻げん想そう的な景観に今後の課題を顧かえりみる〝ノーネーム〟だったが、こればかりは簡単に解答が出るものではない。

　飛鳥は備えられたソファに腰こしを下ろし、ため息交じりに結論を出した。

「今言い出しても仕方がないわ。この件については腰を据すえてゆっくり考えましょう。今はそれよりも、春日部さんとレティシアを助けに行く作戦を練らないと」

「そ、そうですね。謎なぞ解ときは十六夜さんにお任せするとして、今はその件を先に進めるのですよ！」

　黒ウサギも気分を入れ替かえるように快活な返事で応える。

　十六夜とジンも、同じ席に着いて話し合いに参加した。

「さて、現実問題として俺たちには城へ向かうための足がない。此れに関しては〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟に協力してもらうしかないんだが………御チビは他ほかに何か案はあるか？」

「案というほどではありませんけど、此処はグリーさんに頼たのむのが良いと思います。彼は耀さんを友人として扱あつかっていますし、いざという時は手を貸してくれるはず」

「へえ？　ってことはあのグリフォン、〝サウザンドアイズ〟支店で会った奴やつか？」

「ＹＥＳ！　とっても友好的で理知的な方なのですよ！」

　ふむ、と腕うでを組んで考える十六夜。鷲獅子が足となって城に運んでくれるなら文句のつけようはない。この件は解決したと考えていいだろう。

「よし。そっちは黒ウサギに任せる。後は待機組と攻こう略りやく組の編制だな。巨きよ人じんとの戦いが予想される待機組は、御チビとペストを中心にして、攻略組は俺が───」

「───私も行くわ」

　続きを遮さえぎるように言葉を挟はさむ飛鳥。

　十六夜は思わず顔を上げて驚いたが、飛鳥は無視して話を続ける。

「黒ウサギはゲームには参加できない。だから巨人族の対処に残ってもらう。ジン君とペストは対巨人の力を持っている。残る私と十六夜君は、攻略の為に空へ。………采さい配はいとしては、これがベストでしょう？」

　真しん剣けんな顔で十六夜を見つめる飛鳥。十六夜は表情を消して様子を窺うかがう。

　彼が切り出す前に、飛鳥は更さらに言葉を続けた。

「十六夜君。貴方あなたが大一番のゲームで、私を危険から遠ざけるよう采配をしてきたことは………私なりに、気が付いているつもりよ」

「……………、」

　十六夜は否定することなく、瞳を細めることで返す。

　飛鳥の言っていたことは、半分以上が事実だった。

〝ペルセウス〟の時は、前もって飛鳥の実力不足が露ろ呈ていしていた。だから飛鳥も黙だまって従った。彼女なりに割り切ることが出来た。

　しかし〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟の時は違ちがう。十六夜は直接的にではないにしろ、最前線に居た久く遠どう飛鳥と春日部耀を魔王から遠ざけるように指示を出していた。

　あの場で魔王と対たい峙じしても大だい丈じよう夫ぶだと───信しん頼らいできると判断したのは、飛鳥でも耀でもなく、レティシアだけだと十六夜は判断を下したのだ。

「結果として、それは正しかったのかもしれない。今回も十六夜君に任せるべきなのかもしれない。………でも今回は、既すでに春日部さんとレティシアの安否が分からなくなっている。多少無む茶ちやをしてでも敵地に乗り込まないと、助けられるものも助けられなくなるかもしれない」

　だから、私も連れて行って欲しい。

　プライドの高い飛鳥らしからぬ下手へたな物言いは、彼女が本気である証あかしなのだろう。

　十六夜も無下には返せず、両りよう腕うでを組んでしばし考えた後、ふっと飛鳥に問いかけた。

「………お嬢じよう様さまは、どうしても連れて行って欲しいと？　春日部とレティシアの為に？」

「ええ」

「そうか。でも俺は連れて行きたくない」

　十六夜は即そく答とうした。一いつ瞬しゆんで場を凍こおらせるほどの鋭するどさと冷れい徹てつさで切り返すその声こわ音ねは、一いつ切さいの余よ裕ゆうを欠いて吐はき出された。

　飛鳥は否定された怒いかりよりも、その緊きん張ちよう感かんに体を強こわ張ばらせた。

　十六夜は前ぜん傾けい姿勢で飛鳥の顔を覗のぞき込み、諌いさめるような静かな声を向ける。

「お嬢様の意気込みは買う。だけど俺は連れて行きたくはない。もしも何かのトラブルで魔王───もしくはそれに匹ひつ敵てきする未知の脅きよう威いと鉢はち合あわせたら、お嬢様はその場でゲームオーバーだ」

「そ………そんなことないわ。私だって〝黒死斑の魔王〟を相手に、」

「あんなのは偶ぐう然ぜんと相あい性しようの産物でしかない。もしお嬢様とペストがまともに戦えば、それこそ勝負なんて成立する余地もねえよ」

「………な、」

　予想外に手て酷ひどく返された飛鳥は、言い返すことも出来ずに閉口した。まさか二の句も許さないような語調で断じられるとは思わなかったのだろう。

　十六夜はその場で立ち上がり、面めん倒どうくさそうに頭を搔かきながら、

「でもお嬢様の気持ちや意気込みは分かるつもりだ。俺も身内がこれだけ好き勝手されて、黙ってなんていられない。連中には相応の報復をするつもりだ。………でもお嬢様と一いつ緒しよじゃ、いざという時に動きが制限される可能性がある。それは避さけたい」

「……………、」

　遠回しに「足手まといだ」と告げられ、奥歯を嚙かみしめる。飛鳥も自分のギフトが探たん索さくに向いていないことは重々承知だ。しかしそれを差し置いてでも、春日部とレティシアを助けに行きたいという気持ちがこの胸にはある。

　どう言い返せばいいのか分からず俯うつむいていると、十六夜がニヤリと笑い、

「けど、もしも本当にお嬢様がペストと戦える実力があるなら、それは話が別だ」

「………え？」

「それに御おチビとペストの急造コンビもまだまだ不安要素が多い。ぶっつけ本番が何度もまかり通るとは思わないしな。そういう意味でも、相性の悪いディーンと戦わせて経験値上げるのは悪い提案じゃないよなあ」

　含ふくみ笑いを浮うかべて飛鳥を見る。

　飛鳥も察しがついたように答えた。

「つまり私が一人で………ジン君、ペストの二人と戦えというの？」

「ああ。もしお嬢様が一本でも勝てたら連れて行くよ」

　頷うなずいて返す十六夜は挑ちよう発はつ的に飛鳥を見る。

　望みがあるなら実力を示せと、十六夜は切り出しているのだ。

　飛鳥は望むところだとばかりに腰に手を当て、ビシッ！　と指をさしながら言い返した。

「いいわ、望むところよ。十六夜君が間ま違ちがっていたことを証明してあげる」

「ああ。精々頑がん張ばってくれ」

　───勝てるものならな、呟つぶやく十六夜。

　一方のジンだが、本人そっちのけで日程を決められていく流れに啞あ然ぜんとしつつも、小さく握にぎり拳こぶしを作って気合いを入れるのだった。




　　　　＊




　───吸きゆう血けつ鬼きの古城・城下街。

　風化している瓦が礫れきの山の中心で、陽気な声を上げるカボチャ頭───ジャック・オー・ランタンは、連れ去られた子供達の面前に立ち注目を集めていた。子供たちは獣人や樹霊コダマや水精など、その多くが〝アンダーウッド〟で育った者達だ。

　こんな廃はい墟きよの中心で彼らを集め、一体何を始めるというのか。瓦礫に腰を掛かけていた耀とガロロは、彼らの挙動に疑問を感じながらも静観に徹てつしている。

「あのカボチャ頭………何をするつもりだ？」

「わからない。けど、子供たちが楽しく協力できるようにしたいって言っていたし、悪いことじゃないと思うよ」

　だといいんだがなあ、と半信半疑なガロロ。

　ジャックは一本の傘かさを取り出し、子供たちの前に掲かかげて見せた。

「ヤホホ！　さあて、皆みなさん御立ち会い！　此こ処こにありますは我が友の作りたる魔ま法ほうの傘！　高名なる睡すい魔ま・オーレ＝ルゲイエ老の作り出した逸いつ品ぴんでございます！」

　陽気に笑うジャックと、魔法の傘をクルクルと回すアーシャ。

　オーレ＝ルゲイエの名前が出た途と端たん、ガロロの顔が驚おどろきに染まった。

「おいおい………オーレ＝ルゲイエの傘だと………？」

「知ってるの？」

「あ、ああ。名前だけはな。聞いた話じゃ、様々な夢を見せる魔法の傘だというが………しかしあのカボチャ頭。あんな貴重品を何処どこで手に入れたんだ？」

　うーむ、と腕を組んだまま小首を傾かしげるガロロ。

　───二人は知らないが、オーレ＝ルゲイエとはデンマーク付近に現れるとされる壮そう年ねんの姿をした睡魔のことだ。

　オーレ＝ルゲイエは虹にじ色いろの絹の上着を着て眠ねむっている子供に近寄り、二種類の夢を見せる魔法の傘を枕まくら元もとに置いていくという。

　子供が良い子であれば、幸せな夢が見られる傘を。

　子供が悪い子であれば、悪夢を見せられる傘を。

　ジャックは両手を広げ、カボチャ頭を揺ゆらして宣言した。

「ヤホホ！　此れから行う城下街の散策に協力してくれたのなら！　このオーレ＝ルゲイエ老の作った夢見の傘を、みんなにプレゼントしようと思います！」

「ふふ～ん、大奮発だぜ？」

　八や重え歯ばを見せながら笑うアーシャ。

　子供たちはずっと暗かった顔を一転させ、明るい表情を見せ始めた。

　その中の一人が、挙手をしてジャックに問う。

「あの、カボチャ頭さん。その傘は好きな夢を見ることが出来るものですか？」

「ヤホホ？　まあ、そう言えなくもありませんが………差し支つかえなければ、どのような夢が見たいか教えていただけますか？」

　カボチャ頭を傾げて問う。

　手を挙げた子供───水精と思われる少女は、少し恥はずかしそうにはにかみながら、

「〝アンダーウッド〟に………旗が靡なびいている、夢が見たいです」

「……………？」

「〝アンダーウッド〟は今、〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の庇ひ護ご下にあります。だから旗は宝物庫にしまってある状態で………本当なら、収しゆう穫かく祭が成功したら、その時に掲げるはずだったんだけど………収穫祭、駄だ目めになっちゃったから」

　だから夢の中だけでも、〝アンダーウッド〟に旗を靡かせたい。そう言ってはにかむ少女と、同様に頷き合う子供たち。

　ジャックは思わず黙り込み、反応が遅おくれた。

　見ていたガロロも、痛つう烈れつな面おも持もちで顔を背そむけた。

　耀は只ただ真っ直すぐに、その子供たちの姿を真しん摯しに見つめ続けた。

「………ガロロさん。子供たちにとっても、やっぱり旗印って大事なものなのかな？」

「ああ。箱庭の子供はみんな、コミュニティの旗印を見上げて育つ。己おのれの旗に恥じぬ様に、己の旗に見合うようにと、旗を見上げて育っていく。………あの子たちにとって収穫祭は、将来を左右するほど大事な儀ぎ式しきだったはずだ」

　しかし、それらは全すべて台無しになってしまった。

　魔ま王おうと巨きよ人じん族───そして心無い何者かの手によって。

「………そっか」

　と小さく相あい槌づちを打ち、子供達を見つめる耀。

　ジャックは子供たちの顔を一人一人見つめ、快く頷くことで返した。

「………ヤホホ！　ええ、勿もち論ろんですとも！　しかしズルをして勝っても意味はありませんよ？　この夢見の傘は良い子に幸せを、悪い子に悪夢を見せる傘。もしズルをして勝った子には、もれなくカボチャの悪夢が待っていますからねぇ？」

　指を鳴らし、キャンドルスタンドとランタン人形の使い魔を飛び交かわせるジャック。

　悲鳴にも似た歓かん声せいを上げる子供たちの姿を、目を細めながら見つめるガロロ。

　耀は収穫祭に来た時にグリーが話していたことを思い出していた。

『〝アンダーウッド〟が復活したことを、東や北にも広く伝えたいのだ───』

　そう言って語る彼は、意い気き揚よう々ようと耀たちを案内してくれた。

　収穫祭に訪おとずれた時は、本当に楽しかった。

　活気に満ちた住人や催もよおされるはずだったゲームの数々に、胸を躍おどらせていた。

〝ノーネーム〟を復興するための苗なえや種子を物色し、子供たちのお土産みやげをあれやこれやと飛鳥たちと選んでいた時は、今までに経験したことのない時間だった。

　主しゆ催さい者しやに参加者、そして故郷を想おもっていた、多くの人たちの想いを集めていた収穫祭は───心無い者たちによって、踏ふみ躙にじられた。

　それも己の手を汚よごさず、レティシアを利用するという悪あく辣らつな手を使って。

「………好きじゃないな、そういうの」

　ボソリ、と言葉が漏もれた。彼女自身、意外な言葉だった。

　しかし無意識に漏れた言葉だからこそ、自分の気持ちの在り処かも自覚が出来た。

　耀は勢いよく立ち上がり、隣となりに座っていたガロロの前に立つ。

「ガロロさん。ガロロさんは昔、ドラコ＝グライフと一緒に魔王と戦ったと言っていたけど………もしかして〝階層支配者フロアマスター〟の一人だったんじゃ、」

「はは、まさか。〝階層支配者〟はドラコの奴やつで、俺はその参さん謀ぼうの一人。吸血鬼のことや〝全権階層支配者アンダーエリアマスター〟のこともドラコからこっそり聞いた話さ」

　謙けん虚きよな物言いながらも、何処か自じ慢まんげに話すガロロ。

　耀にとってはそれで十分だった。

「ガロロさんは、色々なことを知っている。だから私に教えて欲しい。魔王と戦う為ためのノウハウや、必要な知識を」

　今回を含め、今後も魔王と戦っていく為に。耀の真しん剣けんな眼まな差ざしを受けたガロロは目を見開いて驚いたが、次の瞬しゆん間かんには厳しい表情を浮かべて耀を睨にらむ。

「………駄目だな」

「え？」

「まずその考え方が駄目だ、って言ったんだよ。………いいか、耀お嬢じようちゃん。そもそも『魔王と戦う』という考え方が間違っている。魔王のゲームを勝ち残るための定石はな、『如何にして魔王と戦わないか』を考えるのが大前提なんだぜ」

　耀は目を丸くして驚く。ガロロはやや前ぜん傾けいに腰こしかけて話を続けた。

「今から話すのは、箱庭じゃ常識レベルのルールだ。耳の穴をかっぽじって聞きな」

「は、はい」

「まず、魔王のゲームには必ず二種類以上のクリア条件・ゲーム終しゆう了りよう条件が提示される。

この二種類とは───

〝魔王を倒たおすことでゲームクリア〟

〝魔王を無力化することでゲームクリア〟

　───この二つだ。クリア数や時間制限を指定されない限り、一つクリアするだけで参加者側の勝利となる。もしも三つ以上の勝利条件が提示されている場合は、魔王側に有利なペナルティルールが敷しかれている。もしくは隠されている。勝利条件が多いということは、それだけ参加者側が有利ということだからな。………分かるか？」

「うん」

　納なつ得とくしたように頷く耀。此れは今回の例を挙げた物だろう。

　魔王の霊格にもよるが、〝参加者側の勝利条件の数〟と〝主催者側の勝利条件の数〟、それに加えて〝ペナルティの数〟は比例するものだとガロロは語る。

「さっき言った『如何にして魔王と戦わないか』というのはつまりそういう意味だ。魔王との直接対決なんて最後の最後、それも最終手段。そもそも、名のある魔王はその多くが最強種───それも独自の世界を体現した真正の修しゆ羅ら神しん仏ぶつだ。下層・中層クラスの魔王でも大だい悪あく魔まや神しん霊れいクラスがゴロゴロしてるっていうのに、まともに戦おうなんていうのは、本物の馬ば鹿かかルーキーのすることだ」

「………はい」

　少ししょんぼりして頷うなずく耀。

　───ガロロの言う通り、魔王と直接対決で勝つというのは常識的な話ではないのだ。魔王は至高とも言えるギフトの数々を所持し、恩おん恵けいを与あたえる側の存在もいる。

　それほどまでに強大な霊格そんざいを砕くだくとなると、並のギフトでは歯が立たない。

　それを踏まえた上で、耀は何かに気が付いたように呟つぶやく。

「でも、ガロロさんは〝階層支配者〟の隣で魔王とのゲームを生き残って来た。ならその経験だけでも教えて欲しい」

　ぐぐっ、と迫せまる耀。これだけ押しが強い彼女は非常に珍めずらしい。

「ま、まあ………そういう事なら、教えられることも無いことはないが………」

「なら、お願い」

　ぐぐぐっ、と更さらに迫る。

　ガロロは観念したように両手を上げて降参の意を表した。

「わかった、わかったよ。役に立つかわからんが、俺の教えられることなら教えてやる」

「………本当？」

「ああ。………でもな、耀お嬢ちゃん。全ての魔王に共通した戦い方なんて、本当に僅わずかしかねえ。そして魔王もそれは心得ている。つまり俺の戦い方は古い戦法だ。もしかしたら無む駄だな努力で終わるかもしれねえが………」

「ううん、それでもいい。私は、まず知るところから始めないといけないと思うから」

　箱庭のことを。魔王のことを。この世界の人たちのことを。

　ガロロもそれ以上は拒こばまず、ニカッと笑って快かい諾だくした。

　丁度その頃ころ、ジャックとアーシャも子供たちへの説明が終わったらしい。

　巨きよ龍りゆうに囚とらわれたのは総勢五十四名。雷らい雲うんの取り巻く吸きゆう血けつ鬼きの廃はい都とで、本格的な探たん索さくを開始するのだった。








　幕間その四







　───〝アンダーウッド〟大河上流の高原。

　翌日の朝。サラは炎えん翼よくを羽ばたかせて、大河上流へと飛ひ翔しようしていた。

　眼下にあるのは、巨人族たちの駐ちゆう屯とん地ち。

　高原には障害物となる物は何もなく、視界は広く開けていた。

　此方こちらの反はん撃げきを恐おそれての陣じん取どりだろう。しかしサラは、不可解だとばかりに首を傾かしげる。

（高原まで後退していたとは、随ずい分ぶんと遠いな………〝アンダーウッド〟に仕し掛かけるつもりはないという事か？）

　サラは頭を上げ、遠くにある〝アンダーウッド〟を見る。

　巨きよ軀くの大樹は遠方からでもはっきりと姿が見て取れるが、行軍してたどり着くまでは時間がかかるだろう。巨人の足が速いとはいえ、侵しん略りやく目的に全力疾しつ走そうしてくるわけにもいかないはず。

（巨人族も龍によってかなりの打だ撃げきを受けた。それに〝バロールの死眼〟は既すでに手に入れたのだから、連中としては引き際ぎわだろうが………）

　しかし、退たい却きやくにしては近すぎる。何とも不気味な距きよ離りだ。

　上空には魔王の居城と龍が待機している。〝アンダーウッド〟が視し認にんできるこの距離では、巨人族も巻き込まれる可能性が大きい。

　侵略するにしては遠すぎて、退却するには近すぎる。

　判断に迷うところではあるが、もしも敵の狙ねらいが此方の迷いを突つくことにあるのならば絶ぜつ妙みような距離とも言えるだろう。

（ふん………それならそれでいい。両方の事態に備えればいいだけのことだ）

　巨人族に背を向け、〝アンダーウッド〟へと帰き還かんする。

　大樹の幹に舞まい降りたサラは個室に向かう道中、鉤かぎ尻しつ尾ぽをフリながら歩くキャロロと出くわした。

「あ、サラ様！　いつ帰られたのですか？」

「つい先ほどだ。〝アンダーウッド〟は変わりないか？」

「はい、問題ありません。さっきまで明日の方針を他ほかの頭首さんと話し合っていたんですけど、積極的に魔王の居城へ上ろうというものは少ないみたいですねぇ」

　そうか、と少し疲つかれたように答える。

　これは連盟の同士が臆おく病びよう風かぜに吹ふかれているということではない。先日の巨龍の強きよう襲しゆうで翼つばさを痛めた主力が多く、本来なら戦いが役目ではない者達にまで声をかけて回らざるを得なくなっているのだ。

「巨人族の警けい戒かいも必要ですし、貴重な主力は防備に回したいというのが本音みたいです。………あ、でもでも、連盟以外からも協力する声は上がっています！　〝サウザンドアイズ〟のグリー様を筆頭に、打だ倒とう魔ま王おうに向けて準備中だとか！」

「そうか………例の〝アンダーウッド〟出身の鷲わし獅じ子しか。まだ相当に若いと聞いているが、やはり勇気を司つかさどる幻げん獣じゆうは違ちがうな」

　サラは苦笑いし、腕うで輪わに刻んだ〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟の旗印を見つめる。

　沈ちん鬱うつそうなその表情に不安を感じたキャロロだが、それでも明るい声を上げて笑った。

「あ、そうだ！　改築中だった大浴場の整備が終わりましたので、サラ様が一いち番ばん風ぶ呂ろを堪たん能のうしてくださいよ！」

「いや、今はそんなことをしている場合じゃ………」

「いいからいいから！　最近ずっと働き詰づめだったんだからこれぐらいのご褒ほう美びは有って然しかるべき………と、わわ！」

　その時、大樹が激しく揺ゆれた。それも自然な揺れではない。

　突とつ然ぜんのことに瞳ひとみを見開いたサラは、すかさず巨きよ人じん族の駐屯地がある方向を見た。

「今の揺れは………！　まさか巨人族が、」

「いえいえ違いますよ！　この揺れは〝ノーネーム〟の方々が………と、わわっ！」

　ドスン、ともう一度揺れる大樹の幹。キャロロは耐たえ切れずに思わず尻しり餅もちをつく。

　サラは起き上がるのに手を貸しながら意外そうな声を上げた。

「〝ノーネーム〟が、この揺れを………？」

「ええと、はい。よろしければ見に行きます？　その間に湯ゆ殿どのを調ととのえておきますので」

　小首を傾げながらも頷くサラ。湯殿はともかくとしても、この揺れは看過できない。議長である彼女は原因を知る必要がある。

　サラはそこでキャロロと別れ、〝アンダーウッド〟の地下水門がある大だい空くう洞どうまで足を延ばすのだった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド地下大空洞〟大樹の地下水門。

「─────ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」

　地じ響ひびきを上げて巨きよ大だいな手足を振ふり回す紅あかい鉄人形───ディーンは白い小さな人ひと影かげを追い回すように暴れているが、一向に捕つかまえられない。

　相対しているペストは大河の水面近くで浮ふ遊ゆうしながら、疲れたようにため息を吐ついた。

「………まだ続けるの？　いい加減飽あきちゃったわ」

「……ッ、この………！　一気に押しつぶしなさい、ディーン！」

　ディーンの肩かたに乗っていた飛鳥あすかは、痺しびれを切らしたように叫さけぶ。

　紅い鉄人形は右の巨きよ腕わんを砲ほう筒づつのように構え、雄お叫たけびと共に打ち出した。

「ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」

　伸しん縮しゆくする鋼はがね、神しん珍ちん鉄てつの右みぎ腕うでが砲ほう弾だんの如ごとき速度でペストに迫る。

　ペストはその一いつ瞬しゆんだけ黒い風を巻き起こし、悠ゆう々ゆうと旋せん回かいすることでそれを避よける。左の巨腕も同じく伸縮するが結果は同じだ。

　ディーンの両りよう腕うでが伸のびきったところを見計らい、ペストは鉄腕を足場に急加速して飛鳥の胸むな元もとに飛び込んだ。

「はい、終わり」

　ドンッ、と突き飛ばす音。途と端たん、為なす術すべもなく空中に投げ出される飛鳥。

　バシャァァァァン!!!　と水みず飛沫しぶきを上げて大河に落ちると、逃にげるように精せい霊れい群が霧む散さんしていく。その下には、飛鳥が岩に摑つかまりながら浮うかんでいた。

　ペストはディーンの肩に座り込み、飛鳥をつまらなそうに見下す。

「もう、決着でいい？　流石さすがに五回も同じことを繰くり返したら飽きてきたわ」

「………っ……！」

　大河に流されないよう、必死に岩にしがみ付く飛鳥。

　ペストが言うとおり、この戦いは既に四回も仕切り直していた。他の四戦も結果は同じで、飛鳥がディーンから落下して敗北するというもの。

　大河に下半身が浸つかっているディーンは、巨軀の手を差し伸べて主人を救い出す。

「………ありがとう、ディーン」

「ＤｅＮ」

　無骨な返事をするディーン。心なしか、普ふ段だんよりも覇は気きがないようにさえ思える。

　ペストはフワフワと飛鳥の元に近寄り、心底小こ憎にくらしい笑え顔がおで告げた。

「それで、どうするの？　まだ続ける？　あんまり続けると苛いじめっぽくて嫌いやなんだけど」

「………いいえ。もう、十分よ」

　あっそ、と笑顔のまま素っ気なく言い捨ててその場から離はなれるペスト。

　飛鳥のように鼻っ柱が強い少女を打ちのめすことが出来てさぞ気分がいいのだろう。軽い足取りでジンの元へと戻もどったペストだが、迎むかえる言葉は称しよう賛さんではなかった。

「ペスト。此れは相あい性しようの悪さを克こく服ふくするためのものなんだから、飛鳥さんを直接狙うだけじゃなくディーンとも戦わないと、」

「私も初めはそのつもりだったわ。………でもあの赤い人、拍ひよう子し抜ぬけするぐらい隙すきだらけなんだもの。あれじゃ狙ってくれと言っているようなものよ」

　告げて水辺に座り込み、足でパシャパシャと水を跳はねさせるペスト。

　小生意気な言い方をしているが、彼女はこの戦いの裏にある十六夜いざよいの狙いを瞬しゆん時じに理解していた。

「改めて向かい合ってみて思ったけど………あの赤い人、ほとんど普ふ通つうの女の子よ。アレでよくも私のゲームで生き残れたものね。逆に感心したわ」

　悠ゆう然ぜんとした笑みと皮肉を飛鳥に向ける。

　そう───ペストの指し摘てき通り、飛鳥の身体からだは只ただの人間のものだ。この欠点はディーンのように強力な手て駒ごまを得たからといって簡単に拭ぬぐえるようなものではない。

　並の敵ならばともかく、上位の悪あく魔まや高い身体能力を持つ幻獣が相手では、身を守ることもままならないのだ。

「………でも、そうね。あの紅い鉄人形を強化している彼女のギフトは、確かに脅きよう威いよ。それは認める。逞たくましくて硬かたくて速くてしかも伸縮自在。強化済みの状態じゃ、神しん霊れい化した私でもちょっと倒たおす方法がないぐらいには厄やつ介かいよ。其そ処こは認めてあげる」

　彼女が神霊として巻き起こした死の風も、あの紅い鉄人形には通用しなかった。其処に飛鳥のサポートが加わればディーンの力は更さらに高まる。

　ペストも、その一点だけは認めてはいた。

「でも肝かん心じんのマスター本人があれじゃ論外。どんなに強力な駒こまを持っていても、自衛手段の無い人にん形ぎよう遣つかいなんて怖こわくも無い。あれじゃ魔ま王おうは勿もち論ろん、その辺の幻獣を相手にするだけであっさり死んじゃうんじゃない？　あの赤い人」

　飛鳥を見つめ、より一層の皮肉を込めて微笑ほほえむ。執しつ拗ように攻こう撃げき的な発言を繰り返すペストだが、以前のゲームで飛鳥にトドメを刺さされたことを根に持っているのかもしれない。

　ジンは言いたい放題のペストを咎とがめるように眉まゆを顰ひそめた。

「ペスト、言い過ぎだ。もう少し言い方が、」

「やぁよ。それにあのヘンテコ男の狙いは、それを自覚させる事でしょ？　なら私は十二分に役目を果たした事になるわ。それ以上の気き遣づかいを求められる筋合いなんてないもの」

　そうでしょ？　と悠然とした笑みを浮かべ、視線を主しゆ賓ひん室の窓へと向ける。

　主賓室は丁度、サラが様子を見に来たところだった。

　戦いの様子を主賓室から眺ながめていた黒ウサギは目礼だけで挨あい拶さつし、苦笑いを浮かべた。

「サラ様………その、見てました？」

「ああ。揺れの原因を知りに来たんだが………なるほど、腕うで試だめしの最中だったのか」

「ＹＥＳ。明日に備えて、地下大空洞をお借りしております」

　ふむ、と相あい槌づちを打って眼下を見るサラ。しかし彼女が見たのはペストや飛鳥ではなく、ディーンの不ふ揃ぞろいな足あし跡あとだった。

（あれが神珍鉄の鉄人形………伸縮自在の鉄巨人。しかし神珍鉄でできているのならば、総重量は可変しないはず………これはあの娘このギフトか？）

　ディーンが伸縮した際の不揃いな足跡を見つめ、物思いに耽ふけるサラ。

　一方の飛鳥は、全身から水を滴したたらせて俯うつむいたまま、川辺で立ち竦すくんでいた。

「飛鳥さん………」

　心配そうに呟つぶやく黒ウサギ。

　一方の飛鳥は、数々の暴言にも返す言葉がなく、ペストを見返すしかない。

　予想通りの結果といえばそうだが、プライドの高い飛鳥にとってこの惨ざん敗ぱいは酷ひどく傷ついただろう。ジンに戦いの意図を伝えていなかったのが悪いのだが、それならそれで黒ウサギが相手をするべきだったと今いま更さらながらに後こう悔かいしていた。

　耀ようたちを救う為ために一いち念ねん発ほつ起きした彼女の意志をこんな形で砕くだくのは、余りに無体である。

　この後で如何いかにフォローを入れるべきかと黒ウサギが悩なやんでいると………眼下の空くう洞どうを、ズカズカと大おお股またで歩く十六夜の姿が黒ウサギの視界に入った。

　その両手には、バケツらしき大きな容器を一つずつ持っている。

　黒ウサギは壮そう絶ぜつな悪お寒かんに襲おそわれた。

「い、十六夜さん………？　一体何を、」

「さて。私にはバケツを持っているように見えるが」

　二人は訝いぶかしげに小首を傾かしげて見つめる。十六夜が持っているのはデコボコした鉄の容器。つまり見み間ま違ちがいようのないほど、完全にただのバケツだ。

　十六夜がただのバケツを持って川辺を歩いているだけなのに………黒ウサギは十六夜の一挙一動に対して、ウサ耳を逆立てるほどビンビンに警戒していた。

「な、何で御ご座ざいましょう………ものすッッッッごい嫌な予感がするのですが………!!!」

　ジリ、と窓まど際ぎわから後あと退ずさる黒ウサギ。

　十六夜は川岸に座ると無表情のままバケツに川の水を汲くみあげる。なみなみと満ちたバケツを両手に提さげた十六夜はやはりズカズカと大股でペストとジンへと歩み寄り、




「─────手が滑すべったあああああああああああああッ!!!」




　バシャァァァァン!!!　と、ペストとジンに全力で水をぶっかけた。

　ついでに黒ウサギにもぶっかけた。

「って何でですかああああああああ!!?」

　下方からぶっ飛んでくるバケツ一いつ杯ぱい分の水すい弾だん。それを辛かろうじて避ける黒ウサギ。どうやら弄いじり倒されてきた経験が生きたらしく、危険に対する感度が上がってきたようだ。

　ふふん、と冷や汗あせを流しながら自じ慢まんげに見下ろす黒ウサギ。

　しかし隣となりにいたサラは、全身びしょ濡ぬれで立ち尽つくしていた。コミュニティの後こう継けい者しやとして大事に育てられた彼女にとって『ほぼ初対面の人間に水をぶっかけられる』というのは初めての経験だったに違いない。その証しよう拠こに、思考も身体も固まったままだ。

　ちなみに至近距きよ離りで水を浴びたジンとペストは、余りの水の勢いで後方に三ｍほどぶっ飛んでいた。

　この二人はこの二人で、まさか勝者が水をぶっかけられるとは思わなかったのだろう。ペストが憤ふん怒ぬの視線を向けながらユラリと立ち上がる。
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「………何のつも」

「手が滑ったから仕方がないな！」

　ビシッ！　と有う無むを言わさぬ笑顔で親指を立てる十六夜。

　しかしその目が笑っていない。ジンは笑顔のまま真正面から睨にらまれて思わず竦んだ。

　十六夜の表情を直訳するのなら、「やり過ぎだ馬ば鹿か。空気を読めこの脳足りん斑まだらロリ」───といったところだろう。

　そんな有無を言わさぬ十六夜の気き迫はくを受け、拗すねるように頰ほおを膨ふくらませてそっぽを向くペスト。その隙を突ついた十六夜はガシッ！　と二人を拉ら致ち。

「ちょ、ちょっと貴方あなた………!?」

「手が滑ったからには仕方がないな！　俺が責任をもって風ふ呂ろまで運んでやるぞ！」

「ふ、………!?」

　サァと血の気が引いたように顔を引きつらせるペスト。

　二人を運び始める十六夜はその際、一連のやり取りをポカンと眺めていた飛鳥に視線を移す。

「………おい、お嬢じよう様さま」

「な、何よ」

「何よも何も、そのまま全身濡れたままじゃ風邪かぜを引くことはきっと間違いないからとりあえず風呂場まで直行するが異論は認めない方向なんでとりあえず同じように担かつぎ上げるけど文句いうなよ分かったらしいなよし、行くぞ！」

　え？　え？　と飛鳥が混乱して首を傾げている間に担ぎ上げる十六夜。

　お子様二人と飛鳥を拉致した十六夜は、やはりズカズカと大股で大空洞を去っていく。

　主賓室で一部始終を見届けた黒ウサギとサラは呆あつ気けにとられながらもその奇き行こうを見送る。水に濡れたまま呆ぼう然ぜんとしていたサラだが、思い出したように質問した。

「………黒ウサギ殿どの」

「は、はい」

　サラは去っていく十六夜の背中を、濡れた髪かみを搔かき上げながら指差し、

「………何だ、アレは」

「─────………、」

　さて、何で御座いましょうね？　とは流石に返せなかった。

　強しいて言うのであれば〝問題児〟であるとしか言いようがないのだが………そんなことを説明したところで納なつ得とくはしてくれないだろう。そんなことは水をぶっかけた時点で分かりきっている。

　ポタポタと滴る音だけが響ひびく絶ぜつ妙みように微び妙みような空気が敷しき詰つめられる大樹の主賓室。

　それを壊こわすように、ドアの向こうからキャロロの元気な声が響いた。

「サラ様ー！　大浴場の準備が出来ましたー！」

「ん？　ああ、わかった。すぐに行く」

　ぶっかけられて濡れた全身を見下ろし、今更ながらに苦く笑しようするサラ。

　何だかんだで湯ゆ殿どのの準備は必要だったらしい。

　黒ウサギはウサ耳をへにょらせて同士の無礼を謝罪した。

「うう………我々の同士がとんだ失礼を、」

「全くだ。このままでは大事な時期に風邪を引いてしまう。おかげで風呂に入らざるを得なくなってしまった。………だからこの詫わびは、黒ウサギ殿に背中を流してもらうことで許そうではないか」

　偉えらそうな口ぶりと、少しの茶目っ気を込めて笑うサラ。

　黒ウサギはパッと顔を明るくして大浴場まで追従するのだった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟葉翠の間・大浴場。

　大樹の西側を掘ほって造られた大浴場。やはり他ほかの部屋と同じで樹きを刳くり貫ぬくことで造られている。パッと見でも普ふ通つうの湯殿と決定的に違ちがう点があった。

　樹の中を刳り貫いてそのまま使っているため、杢もく目めが全すべて繫つながっているのだ。外部から一いつ切さいものを持ち込まず大樹の幹を掘るだけで造られた湯殿は、不思議な一体感のある場になっていた。

　サラに追従して湯殿まで来た黒ウサギは、感かん嘆たんの声を上げた。

「わぁ………！」

「気に入ってくれたか？」

「ＹＥＳ！　とっても素す敵てきなのですよ！」

　ブンブンと両手を振ふりながら湯殿に入る黒ウサギ。

　しかしその直後、湯殿の奥から悲鳴のような声が上がった。

「い、痛い痛い痛いっ！　ちょ、ちょっと、爪つめを立てないでって何度言えば、」

「仕方がないでしょう！　人の頭を洗うなんて初めてなんだから、我が慢まんなさい！」

　バシャン！　とお湯を被かぶせる音。

　何事かと思った黒ウサギとサラだったが、声は聞き覚えのあるものだ。湯ゆ煙けむりの奥に見える人ひと影かげを目指して突き進んだ先には、飛鳥とペストが仲なか睦むつまじく───

「ほら、次は身体からだよ。こっち向いて」

「や、やだ、」

「やだ、じゃないの。十六夜君の話が本当なら、貴女あなたが生きた一五〇〇年代にはお風呂が普ふ及きゆうしてなかったって話じゃない。此れを機に、お風呂大国の文化をしりな、さい！」

　バシャン！………と、実に仲睦まじく、飛鳥が一方的にペストを洗っていた。

　黒ウサギとサラは先客がいた事にも驚おどろいたが、飛鳥がペストを洗っていることに尚なおのこと驚いた。湯殿に来るまでの僅わずか十数分に何があったのか。

「え、えーと………飛鳥さんは、どうしてペストと湯殿に？」

　ピタッとペストを洗う手を止める飛鳥。そこでようやく黒ウサギ達の存在に気が付いたらしい。

　少しだけ頰を染めて振り向いた彼女は、ポツリと呟く。

「………十六夜君に、脅きよう迫はくされただけよ」

「きょ、」

「〝俺に剝むかれて、俺に洗われるか。それとも二人仲良く風呂に入るか。どちらか選べ〟って言われて………抵てい抗こうしたら本当に二人とも脱ぬがされそうになったから、仕方がなくこうしてこの子を洗ってるのっ」

　言い終わった飛鳥は、一層頰を紅潮させて口を尖とがらせた。

（さ、流石さすがは最強問題児様………仲直りの方法も豪ごう快かいなのですよ………！）

　その手しゆ腕わんに半ば感心、半ば放心。そしてほんのちょっとモヤモヤっとする黒ウサギ。

　ペストは目に泡あわが入ったらしく、必死に目を搔いてゆすいでいる。

「あのヘンテコ男………！　そのうち敗血症にでも罹かからせて殺してやる………！」

「それ良いわね。今度私も手伝うわ」

　ゴシゴシ、とこすりながら涙なみだ目めで語るペスト。

　洗い終わった飛鳥はそこでようやく黒ウサギたちに視線を向けた。

「あら、議長様もいらしたの？」

「ああ。しかし議長様はやめてくれ。素す肌はだを晒さらしあう場所でその呼び名は堅かた苦くるしい。私の事はサラと呼んでくれて構わないよ」

「そう。じゃあ私も飛鳥でいいわ」

　二人は笑えみを交かわし、逃にげようとするペストを捕つかまえて湯船に浸つかった。

　湯気と共に立ち込める葉と木々の薫かおりは、〝ノーネーム〟の水樹の湯船にも似ている。コミュニティの水樹は此こ処この苗なえ木ぎなのだから当然だが、鼻び腔こうの奥までくすぐる清せい涼りようさや濃のう厚こうな空気はやはり〝アンダーウッド〟の方が勝っていた。

　飛鳥、黒ウサギ、サラは、ふやけたペストを放置し、人ひと心地ごこちついたように息を吐はいた。

「飛鳥、だったな。随ずい分ぶんと礼が遅おくれたが、この場で言わせてくれ。巨きよ人じん族ぞくが出現した時に手を貸してくれてありがとう。あの時は本当に助かった」

「別に改めて言われることじゃないわ。魔ま王おう関係のトラブルを引き受けるのが私たちの活動でもあるんだから。………それに巨人族を撃げき退たいしたのは、私ではないでしょう？」

　むっと眉まゆを歪ゆがめて肩かたまで湯船に浸かる。今思い出しても凄すさまじい光景だった。

　濃のう霧むに包まれた刹せつ那なに奔はしった影かげと金属音。次々と引き裂さかれて絶命していく巨人族たち。全身を返り血で濡らした、純白の騎き士し。

「フェイス・レス………彼女の名前って、本名ではないわよね？」

「ＹＥＳ！　彼女はかの魔王───黄金と境界の星せい霊れい〝クイーン・ハロウィン〟の寵ちよう愛あい者。この寵愛者たちは与あたえられた騎士名を名乗ることが義務付けられているのです」

「彼らは空前絶後のギフトを与えられ、クイーンを守護する騎士となる。その騎士の一人がこの場に居合わせているというのだから、何とも心強い話だ」

　僅かな安あん堵どと緊きん張ちようを見せるサラ。

　飛鳥は面おも白しろくなさそうにフン、と鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「どんなに頼たよりがいがあるといっても、魔王の手下でしょう？　信しん頼らいしていい相手とは思えないわ」

「いえ、〝クイーン・ハロウィン〟が魔王だったのは遥はるか遠い時代の話………ああでも、絶対的に安心できる御お方かたではないようですが。白しろ夜や叉しや様曰いわく、『箱庭の三大問題児』とまで称しようされる御方ですし」

「そうだな。私も幼い頃ころは『悪いことをしたら〝クイーン・ハロウィン〟に攫さらわれるぞ』と乳母うばに脅おどされたものだ」

「ふふ、何それ。まるでナマハゲや雷かみなり様さまみたいじゃない」

「ＹＥＳ！　この箱庭でもそれだけ恐おそれ敬われているということですよ」

　そう、と返事をして飛鳥はブクブクと水すい泡ほうを浮うかばせる。

　サラは長い髪を搔きあげながら思い出したように問いかける。

「そういえば、飛鳥のギフトはどういうものなんだ？　一見しただけではどういうものか分からなかったが、かなり特異なものなのだろう？」

「私？　私のギフトは………〝威い光こう〟というギフトネームなのだけど、知ってる？」

　………何っ？　と声を上げたまま目を丸くするサラ。

　黒ウサギも先ほどまでの楽しげな表情を消し、真しん剣けんみを帯びた表情で近寄る。

「飛鳥さん。そのことについて黒ウサギからお話がございます」

「………何かしら？」

「飛鳥さんが持つギフトは、決して弱い物ではありませんが………戦いに向いているとは言えません。様々なギフトを使いこなすその才能はむしろ、コミュニティを拡大していくことに長たけた物。無理に魔王のゲームに参加せずとも………」

「……………」

　それは飛鳥も分かっていた。それこそ、初めてのゲームでガルドと戦った時から知っていたことだ。

　ガルドの時も、ラッテンの時も、先ほどのペストの時も………結局、身体能力の差で追い詰められていた。もし飛鳥に十六夜の百分の一でも力があれば、あれほど苦戦することは無かったはずなのだ。

「………これを無いものねだり、って言うのかな」

「へ？」

「私、箱庭に来るまで何かが不足してるなんてことなかったから。もちろん、不満は慢まん性せい的にあったけれど。でも家は裕ゆう福ふくだったし、学業だって人並み以上には出来ていたつもりよ。なのに箱庭に来てから……楽しい事と同じぐらい、歯がゆい気持ちが増してきたわ」

　少し沈ちん鬱うつそうな表情で呟つぶやく飛鳥。皮肉っぽく聞こえるかもしれないが、飛鳥はこれらを人生に起き伏ふくが出来たとして歓かん迎げいしてきた。苦く渋じゆうも喜びも、感動の波として受け入れられる程度の器量は初めから彼女には備わっていたのだ。

　しかしそれを楽しく思えるのは、箱庭の環かん境きようだけが原因ではない。

　十六夜や耀のような友人がいて初めて清せい濁だく含ふくめて楽しむことが出来たのだと、彼女は分かっていた。

「………レティシアについては正直、余り心配していないの。彼女が頼たのもしいことは分かっているもの。でも春日かすか部べさんは………その、最近悩なやんでいた様だし………だから、」

　どうしても、心配でならない。

　其そ処こまで聞いて、黒ウサギは何も言えなくなってしまった。

「………飛鳥さん……」

　ブクブクと泡あわ立だたせながら湯船に沈しずむ飛鳥。

　すると隣となりで話を聞いていたサラが、その肩にそっと手を置いた。

「飛鳥の友人は、春日部というのか？」

「え？………ええ、そうよ」

「では明日の探たん索さくで私は、その友人を優先して捜さがそう」

　………は？　と飛鳥と黒ウサギが声を上げた。聞き間ま違ちがえたかと耳とウサ耳を疑った。

　それもそのはず、まさか連盟の議長が本ほん拠きよ地ちである〝アンダーウッド〟を離はなれて敵城に乗り込むなど、前ぜん代だい未み聞もんだろう。

　しかしサラは力強く頷うなずき、二人の顔を見つめ、

「その代わり、二人には〝アンダーウッド〟を守ってもらう。僅か数年しか在ざい籍せきしていないコミュニティと本ほん拠きよだが、私にとっては第二の故郷だ。二人のように強力な戦力がいるのなら、憂うれいなく敵城に攻せめ込める」

　そう言って朗ほがらかに笑うサラ。飛鳥を気き遣づかう言葉なのは明白だが、それだけではない。

　空を飛べるサラは城を。巨きよ軀くの鉄人形を所持する飛鳥は巨人族を。

　ゲームの布石は優ゆう劣れつじゃなく、適材適所があるだけなのだと諭さとしたかったのだろう。

　飛鳥は励はげまされたことに苦く笑しようしながらも、その気遣いに少し肩の荷が下りたように頷いた。

「ええ、分かったわ。〝アンダーウッド〟は私が守るから………春日部さんをよろしくね」

「うむ、任された。我らの御み旗はたと………私のこの、龍りゆう角かくに誓ちかおう」

　己おのれの立派な角を指差し、自じ慢まんげにコンコンと叩たたく。その仕草が可笑おかしかったのか、飛鳥と黒ウサギは吹ふき出したように笑い、湯ゆ殿どのは明るい声に包まれていった。




　　　　＊




　───吸きゆう血けつ鬼きの古城・城下街。

　方針が決まり、耀たちはまず城の外がい郭かくを一周することを目標に探索を開始した。廃はい墟きよの道は荒れて野花が地面を迫せり上げており、中々思うようには進めなかったが、それでも成果らしいものは発見できた。

　城下街は城を中心に十二分ぶん割かつされた区域で仕切られており、工業区や商業区の名残なごりのようなものが残っていたのだ。

　ジャックは外郭の門を手で擦こすりながら、カボチャ頭を揺ゆらして頷く。

「十二分割された空中都市………ますます以もつて〝獣帯ゾデイアツク〟と関係がありそうですねえ」

「うん。もしかしたら各区域に何か秘密があるのかも」

「ヤホホ！　ありえますねえ！　では私は空から探してみますので、春日部嬢じようはアーシャと一いつ緒しよにお子様たちと探索してください！」

　カボチャ頭と襤褸ぼろ切きれを揺らし、外郭の上を飛んでいくジャック。

　子供たちを任された耀はアーシャに向き直るが───

「───おいオマエラ、高いところに上るなよ！　あと大きな瓦が礫れきは三人以上で除のけるように！　怪け我がしたらどうするんだよ!?………あん？　石をぶつけられた？　ったく面めん倒どうくさいな！　おい、ぶつけた奴やつは今すぐ出てきて謝らねえと逆さ吊づりの刑けいだぞゴラァ!!」

　………どうやら、耀の出番はないらしい。

〝ウィル・オ・ウィスプ〟は子供の霊を引き取っているらしく、アレで結構子供の世話は手て馴なれているのかもしれない。

（そういえばガロロさんはどうしてるかな………？）

　キョロキョロと周囲を捜す。ガロロは古い館やかたの門の下で座り、頭を抱かかえ込んでいた。

　その視線は手の中に釘くぎ付づけになり、総身を激しく戦慄わななかせている。

　彼の手中には春日部耀のギフト───〝生命の目録ゲノム・ツリー〟が握にぎられていた。対魔王の戦略を立てる為ために見せたのだが、今の彼にはそんな余よ裕ゆうは残っていない。ペンダントを渡わたした途と端たん、ガロロは真っ青に顔色を変えて〝生命の目録〟を瞠どう目もくし続けていたのだ。

（一人にしてくれって言われたけど………大だい丈じよう夫ぶかな………？）

　小首を傾かしげ、遠巻きに心配そうに見つめる。

　ガロロは一人離れた場所で、呻うめくような声を吐いた。

「………これを………嬢ちゃんの、親父おやじさんが造っただと………？」

　右手で頭を抱え、〝生命の目録〟を凝ぎよう視しするガロロ。

　それが出来る人間を、彼は一人だけ知っていた。それも極きわめて親しい人間として。

　ガロロは幾いく多たの畏い怖ふを込めて、天を仰あおいだ。

（───あらゆる生命体から情報を収集し、所持者を進化させ続ける単一系統樹………！　春日部と聞いてまさかとは思ったが、あの大おお馬ば鹿か野や郎ろう………！　よりにもよって、自分の娘むすめに何てものを渡しやがった………!!）

　雷らい鳴めいの響ひびく空の果て、更さらにその先を睨にらむガロロ。

　その瞳ひとみに映るのは、遠い昔に友と語り合った夢物語。

　あらゆる策略と異能に対たい抗こうする為に造られた、対魔王・全局面的戦闘兵装ジエネラル・ウエポン。

（これが本物なら………本当に、俺たちが想定した対魔王兵装になりえるかもしれない。だがコウメイ、お前は………自分の娘まで、化け物にするつもりか………!!?）








　幕間その五







　───〝アンダーウッド〟大河下流・大樹の根本。

　翌日、十六夜いざよいたちは大樹の根本にある大広場に集まっていた。

　ゲーム攻こう略りやくに向けて参加者を募つのったところ、非加盟のコミュニティから十数匹ひきほどの参加者を集めることが出来たらしい。十六夜は広場に集まった大おお鷲わしや翼よく人じん種などの幻げん獣じゆうを楽しげに眺ながめつつも、どこか口くち惜おしそうな表情をしていた。

「ったく、どうして春日かすか部べはこうもタイミングが悪いんだ。幻獣と出会う絶好のチャンスじゃねえか」

「ま、まあまあ。出会いは星の廻めぐり合わせともいいますよ？　耀ようさんも何時いつか出会うべき御お方かたと出会って、己を高める時が来るのですよ」

　ふぅん、と気の無い返事をする十六夜。彼もそういうロマンは嫌きらいではない。が、良い廻り合わせは自分で摑つかもうとした末の結果、というのが十六夜の持論である。

　運を待つは死を待つが如ごとし。

　運気を摑む気がないのに転がり込むのを待つのは、只ただの怠たい惰だではないだろうか。

「こっちはヘッドホンを強ごう奪だつされてまで順番を譲ゆずったのになあ。これは返してもらう時に、文句の一つでも───」

「「「───え？」」」

　ん？　と黒ウサギと飛鳥あすかとジンに振ふり返る。

　が、その視線の先に居た珍めずらしい幻獣に気を取られ、すぐにそれどころではなくなった。

「アレって、鷲の頭に長い胴どう体たい………グリフォン？　いや、胴体が羽う毛もうに包まれてるし、胴体部分は馬？　となるとヒッポグリフか？」

「ｙ，ＹＥＳ！　〝二翼〟の長おさである、鷲の翼を持つ怪かい馬ばでございます！」

「い、い、十六夜君が、気になるなら、その、挨あい拶さつしてきても………！」

「おう、分かった。〝二翼〟のリーダーがいるなら丁度いい機会だ。これを機に御チビも顔を売っておけ」

「わ、わ、わっかりましたっ！　ああもしもグリーさんと会ったら、呼びに来てっ！」

「りょ、了りよう解かいなのですよ！」

　黒ウサギは不自然に敬礼し、二人を見送る。十六夜も敬礼で返し、ジンを連れて楽しそうにヒッポグリフの元へ走り去っていった。

　一方、残された黒ウサギと飛鳥は、冷や汗あせを搔かきながら顔を見合わせている。

「………黒ウサギ。貴女あなた、十六夜君はもう気にしてないって言ってなかった？」

「そ、それがその……こ、こ、壊こわしてしまったという事を伝え忘れてしまって………！」

「こ、このお馬ば鹿かウサギ！　それを伝えなかったら逆効果じゃない!!　あの反応だと、ヘッドホンが返って来るものだと信じて疑ってないわよ!?　もし春日部さんと合流した時、このことが知れてしまったら………!!?」

　あぅ、とウサ耳を萎しおれさせる黒ウサギ。耀の行方ゆくえを捜さがしている際、ネコ耳ヘッドホンを首からかけていたという目もく撃げき情報もあった。それでは合流する時に隠かくすことも出来ない。このままでは限りなく最悪の状じよう況きようで二人は鉢はち合あわせすることになってしまう。

　二人は大量の冷や汗を搔きながら生なま唾つばを吞のんだ。

「………盗ぬすんで、塡はめて、壊して、返す？　ありえない、私なら絶対許せないわ」

「く、黒ウサギだって許せません」

「ええ。おかしいと思ったのよ。いくら十六夜君でも……ううん。十六夜君だからこそ、こんな不義理なことをして笑って許すはず無いもの」

「ど、ど、どうしましょう………!?」

　狼ろう狽ばいして半泣きになる黒ウサギ。

　飛鳥も苛いら立だたしげに爪つめを嚙かんであれやこれやと考えたが、最後は頭かぶりを振って諦あきらめた。

「………なる様にしかならないわ。これは二人の問題だもの。これ以上私たちが介かい入にゆうして引っ搔き回すのは得策じゃないわ」

「で、でも、もし御二人が仲なか違たがいするようなことになったら、黒ウサギは………！」

「その時は私も協力する。それにジン君や年長組も………勿もち論ろん、レティシアもこっちに取り込んでね」

　苦笑い交じりのウインクをする飛鳥。

　黒ウサギも少し安心したのか、腹をくくったようにグッと両手を握にぎって頷うなずいた。

「了解なのです！　そうと決まればこんなゲーム、ちょちょいとクリアするのですよ！」

「ええ。その為ためにもまずは、〝アンダーウッド〟を守り抜ぬきましょう」




　　　　＊




　───ケッ！　と勢いよく悪態をついて、十六夜は広場の芝生しばふを蹴けり上げた。

「………何だ、あの気位の塊かたまりみたいな幻獣共は。まともに取り合うつもりもない感じだったぞ。そもそも何で初対面の相手に『空も飛べない猿さる』とか『爪も牙きばも無いみすぼらしい小こ僧ぞう』とか意味不明な罵ば倒とうをかけられたんだ？　通訳が俺たちを担かついだのか？　あれならまだ〝名無し〟と罵ののしられた方がマシだったぞ」

「ま、まあ、ヒッポグリフは第三幻げん想そう種ですし、そういった自負があるのかも………」

　ジンは苛立つ十六夜を必死に宥なだめ鎮しずめる。

　───このヒッポグリフとは鷲獅子グリフオンに馬を掛かけ合わせた高位生命ハイブリツドで、通つう称しよう・第三幻想種と呼ばれる次世代の幻獣の名めい称しようだ。

　一つの因子を持つ獣けものや人類を一次生命。二つ以上の因子を持つ幻獣や神族を高位生命。

　そこから更さらに進化を重ねた種を、第三幻想種と呼ぶのだ。

「それに以前、ドラコ＝グライフの落とし種がこの付近にいるのではないかという噂うわさがあったらしく、彼はその候補の一人として挙がったとか。今やすっかりその気になって連盟内でも幅はばを利きかせているという噂もあります。そういった誇ほこりの高さがあんな態度を、」

「ハッ、違ちがうな。アレは先天的な増長だ。自分を誇るわけじゃなく、他者を見下しにかかる類たぐいのな。自分と同じ言葉を話さない者や、同じ姿でない者を蔑べつ視ししている、一番質たちが悪いタイプだ。ましてや〝誇り高い〟なんて形容していい相手じゃない」

　何時いつになく声こわ高だかに糾きゆう弾だんする十六夜に驚おどろくジン。普ふ段だんから飄ひよう々ひようとしている十六夜がこれほど声を荒あらげるのだから、よほど激しく琴きん線せんに触ふれたのだろう。

　苛立ったまま黒ウサギ達の元へ戻もどる十六夜とジン。

　すると反対側から丁度、サラとグリーの二人（？）が此方こちらに向かっていた。

「………御チビ。あれが例のグリーって奴やつか？」

「は、はい」

　十六夜は小声でジンに確かく認にんを取る。先ほどの罵倒がよほど腹に据すえかねた所為せいか、今度は慎しん重ちように対応したいのだろう。

　十六夜たちが帰ってきたのを確認した黒ウサギは両手を振って手招きをする。

「十六夜さん！　こちらが件くだんのグリー様ですよ！」

「ああ、分かってるよ。しかし連盟の議長様まで来ているのはどういう事だ？」

「何、大したことじゃない。お前にこのギフトを渡わたしておこうと思ってな」

　そう言って取り出したのは〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟の旗印が刻まれた草編みのブレスレット。首を傾かしげながらも取り付けた十六夜だが、特に変化らしいものは感じられない。

「………えーと、議長様？」

「まあ待て。………どうだ、グリー殿どの」

「どうと言われても、私はもとより人語を理解しているのだがな」

　ギョッと十六夜は目を見開いた。こんな驚き方をする十六夜は極めて珍しく、思わず顔を見合わせる〝ノーネーム〟一同。

　十六夜は聞き違いかもしれないと、もう一度問いかけた。

「………グリー、って言ったな。もしかしてこの草編みのブレスレットは、」

「うむ。昔、ドラコ＝グライフの通訳用にと、著名な詩人が編み上げて作った物らしい」

「な、なんと！　通訳用のギフトですか!?」

　ウサ耳を跳はねさせて驚く黒ウサギ。話が通じず首を傾げる飛鳥とジン。

　十六夜は感心したように草編みのブレスレットを撫なでまわす。

「箱庭の詩人ってのは随ずい分ぶんと器用なんだな………と、悪かった。自己紹しよう介かいが遅おくれたな。俺は〝ノーネーム〟の逆さか廻まき十六夜だ」

「私は〝サウザンドアイズ〟の鷲獅子・グリー。先日の巨きよ人じん族との戦いでは随分と世話になった。今日は互たがいに命を預け合う者として、共に力を尽つくそう」

　凛りん然ぜんとした声こわ音ねと態度で接するグリーに十六夜はしばし瞠どう目もくし、機き嫌げん良よく頷いた。

「ああ。今日は背を借りるからよろしく頼むぜ」

　ヤハハと楽しそうに笑う十六夜。どうやら機嫌が直ったらしいと安心していたジンだが、スッと十六夜が振り向き、

「おい御チビ」

「は、はい！」

「俺がいない間は、お前が指揮をとれ」

　………は？　と固まるジン。しかし十六夜は冗じよう談だんを言う時の表情ではなく、

「お前は何だかんだで、今日まで俺たちの戦いを見てきたんだ。もう全員のギフトや性質は熟知しているだろ？」

「そ、それは………」

「ましてや今の相手は、ペストとも相あい性しようのいい巨人族。積極的に参加して経験を高めるにはいい機会だ。………ってまさか、ビビッてないよな？」

　訝いぶかしげに問うと、ジンはブンブンと頭かぶりを振って否定した。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。地上は僕らに任せて下さい」

「よし、任せた。でも無理するなよ。御チビに死なれたら今までの苦労が水の泡あわだからな。………あと、議長様もありがとよ。話が出来るか出来ないかじゃ雲うん泥でいの差だ」

「気にするな。元々、鷲と獅し子し、グリフォンの三種にしか正常に働かない代しろ物もの。こんな時でなければ取り出さない骨こつ董とう品だ。適当に扱あつかってくれて構わないよ。………ああそれと、飛鳥にも渡すものがある」

「私？」

「黒ウサギ殿に聞いたぞ。何でも飛鳥自身はほとんど非武装らしいじゃないか。そんな装備で〝アンダーウッド〟を任せるわけにはいかないな！………ということで、昔作った作品を取り出してきた」

　作品？　と更に首を傾げる飛鳥。促うながされるままに両手を引かれ、サラが取り出した真しん紅くのギフトカードを握らされる。其そ処こから淡あわく紅あかい光が溢あふれたかと思うと、飛鳥の両手を包み込むように金属製の装身具が顕けん現げんした。

「これ………紅と蒼の宝玉が付いた、籠こ手て？」

「ああ。形状も手て袋ぶくろ形のアクセサリーだから、そのドレスにも似合うだろうと思ってな。其方そちらの紅い籠手が〝紅玉の御み手て〟。蒼あおい籠手が〝琥こ珀はくの御手〟だ。其それ々ぞれの中ちゆう核かくを成す宝玉に特とく殊しゆなギフトを埋うめ込んである」

　飛鳥は指し摘てきされるまま、両手を包む籠手の小さな宝玉を覗のぞき込んだ。

「紅玉には龍りゆう角かくの欠片かけら。琥珀には水樹の種子。龍角や霊れい樹じゆの種子は純度の高い霊格の塊でな。それを私が炎ほのおと水を放出する簡易ギフトとして仕上げたんだが………その、無いよりはいいだろう？」

「も、勿論よ。でも私だけ無む償しようで貰もらうのは、」

「いやいや、無償じゃない。飛鳥たち〝ノーネーム〟には〝アンダーウッド〟を守ってもらわなきゃいけないんだ。ならこれは、当然の支し援えんだ」

　そうだろう？　と朗ほがらかに笑うサラ。出会った時よりもずっと柔やわらかい笑えみに面めん食くらう飛鳥だったが、これ以上の遠えん慮りよは逆に失礼だと悟さとり、一礼と笑顔で返した。

「………分かったわ。〝アンダーウッド〟は任せて」

「ああ。此方も飛鳥の友は任された」

　二人が頷き合うと同時に、集合の鐘かねが鳴り響ひびく。サラは一転、慌あわてたように声を上げた。

「し、しまった！　もうそんな時間か!?」

「あらあら、議長が遅ち刻こく？」

「うわー、問題児だなー！」

「いえ、十六夜さんにだけは言われたくないと思いますよ？」

　こっそりツッコミを入れる黒ウサギ。

　サラは三人を無視して踵きびすを返し、議長席に向かって爆ばく走そうするのだった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟上空。吸きゆう血けつ鬼きの古城・黄道の玉座。

　玉座の間に続く階段の踊おどり場に陣じん取どっていた、黒いローブを纏まとった女性───アウラと呼ばれた女性は、水すい晶しよう球で覗き見た地上の動きを察して呟つぶやいた。

「………殿でん下か。〝アンダーウッド〟が動きました」

「そうか。そろそろ頃ころ合あいだと思っていた。迎むかえ撃うつ準備はできてるか？」

「勿論ですわ。城下街には吸血鬼の屍し骸がいに冬獣夏草を散布してあります。苗なえ床どこが良いですし、今いま頃ごろは全区画を埋め尽くしているでしょう」

　口元を押さえ、クスクスと笑うアウラ。殿下も頷いて返す。その後ろに控ひかえていたリンは、殿下の白はく髪はつを三つ編みに編みつつ、意外そうな声を上げた。

「そっかー。私は参加者側がもっと時間をかけると思ってたなー」

「うん？　何でだ？」

「だって休戦期間は一週間もあるんだよ？　まだ三日だし、焦あせるような時間でもないと思うな。ましてや翼つばさを痛めた幻げん獣じゆうもいっぱいいるみたいだし。私ならギリギリまで治ち療りように専念して………うん。五日目ぐらいに、総力が調ととのった状態で敵城探たん索さくに乗り出します」

　リンの進言に、ふと考え込む殿下とアウラ。

　確信とまではいかないが、一考する価値はあると判断したのだろう。

「………そうですね。リンの言う事も一理あるわ。使い魔まに確認したところ、攻こう略りやく部隊は五〇に満たないそうですし」

「非ひ戦せん闘とう員いんを入れても全体の二十分の一以下か………巨人族を迎え撃つためだとしても、少なすぎるな」

「余よ剰じよう戦力、もしくは援えん軍ぐんのあてがあるのでは？」

「ううん、それは現実的じゃありません。〝階層支配者フロアマスター〟を抑えている今、魔ま王おうに襲おそわれてるコミュニティを救おうなんて物好き、牛の王様ぐらいだもの。そしてその牛の王様は〝鬼おに姫ひめ〟連盟を援えん護ごしてますし。なので考えられるのは、次の二通りです！」

　ブイ、と右手を掲かかげるリン。

「まず一つ目は、参加者側の謎なぞ解ときが難航している可能性。参加者側は完全に手て詰づまりになり、ゲームの舵かじ取とりが利かない状態に陥おちいっている。だから犠ぎ牲せいや罠わなを覚かく悟ごで、敵城に乗り込まなくてはならなくなった」

　リンは言い終わると、中指を折る。

　すると回かい廊ろうの柱の陰かげから鼻で嘲あざ笑わらうような声がした。

『………下らん。所しよ詮せんは下層のコミュニティの寄せ集めだったというだけだろう』

　格下を見下すような陰いん鬱うつで獰どう猛もうな声。

　しかしリンは腰こしに手を当て、窘たしなめるように声を荒げた。

「もう、グーおじ様！　おじ様のそういう傲ごう慢まんなところは良くないと思うなっ！　格下と見くびって敗因を作るなんて、それこそ三流プレイヤーのすることなんだからっ！」

『………ヌッ』

　小こ娘むすめに叱しかられ、不満そうな声を漏もらすグライア。

　リンはキリッ！　とした顔になり、自分の主張を裏付けるよう説明した。

「私はこのケース１はありえないと思ってます。今回の収しゆう穫かく祭にガロロ大老が来ているなら、時間さえかければ解答に至る謎解きだと分かるはず。それにペストちゃ………えっと、じゃなくて。〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟を倒たおしたコミュニティも来ているなら、謎解きがそんなに難航しているとは思えません。The PIED PIPER of HAMELINを解いた人が、今回のゲームにそれほど手を焼くとは思えないもの」

『だがそれはお前の基準だろう、リン。そもお前はThe PIED PIPER of HAMELINを解けたのか？』

「うん。ペナルティ無しのスタンダードスタイルに限れば、五日ほどで解けました。アレは〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟を多世界解かい釈しやくと時代考察を交えて解かなきゃいけないから、ちょっと難しかったです。………グーおじ様は解けたのかな？」

　グヌッ、と黙だまり込むグライア。

　リンは言い負かした手て応ごたえを感じ、もう一度指を立てて説明する。

「でもケース１は敵が格下の証しよう拠こになるだけで、特に脅きよう威いはないかな。焦っている敵を迎え撃つのは難しくないし。───だから問題は、もう一つのケースです」

　リンは其処で遊びを止やめ、表情を消し───瞳ひとみを細めて周囲を見回した。

「───これは最悪の想定です。地上の参加者たちは既すでに謎解きを終えていて、尚なお且かつ強行軍を決行しなければならない状じよう況きようにある。例えば───組織の重じゆう鎮ちんが何かの手て違ちがいで、敵城に運ばれてしまった、とか」

「───っ……!?」

　刹せつ那な、その場に居た全員の警けい戒かい心しんが高まった。

　四人は威い嚇かくするように周囲へと殺気を飛ばし、城全体を軋きしませる。

　ミシミシと音を立てる石造の古城。だが周囲に敵らしい気配はない。

　少なくとも城内には誰だれもいないだろう。此れだけの殺意を前にして微び動どうだにしない者はそうそういるものではない。リンは声を潜ひそめ、殿下に告げる。

「………私やアウラさん、グーおじ様の存在が知れるのはいいの。想定内だし。でも殿下の存在を感づかれるのは危険。殿下は私達の切り札なんだから、こんなゲームで存在を知られちゃダメ。万が一に備えて、地上で身を隠かくしていて欲しい」

　殿下も承知したように頷うなずき、周囲を警けい戒かいしたままため息交じりにアウラへ問う。

「アウラ。冬獣夏草が今どうなってるか分かるか？」

「あれは使い魔の類たぐいではないので………仮令何者かに倒されたとしても、私が認にん知ちすることは出来ません」

「じゃあ監かん視し用の使い魔は？」

「も、申し訳ありません。下に全すべて差し向けています。連中の動きが活発になっていたので少しでも情報をと………！」

　はぁ、とため息を吐ついて頭を搔かく殿下。しかしこればかりは不ふ慮りよの事故と割り切るしかない。殿下は気を取り直してリンとアウラに指示を出す。

「リンの話は分かった。もしも参加者が潜せん入にゆうしていたら厄やつ介かいだ。それはグー爺じいに任せる。二人はそろそろ巨きよ人じん族ぞくと合流し、〝アンダーウッド〟を叩たたく準備をしろ」

「承うけたまわりました」

「うん。殿下も気を付けてね。くれぐれも誰かに悟られないように」

「誰の心配してるんだよ。言われなくてもゲームが終わるまでは高みの見物を決め込むさ。………リンも足元をすくわれるなよ」

　バイバーイと手を振ふり、回廊の闇やみの中に消えるリンとアウラ。

　殿下は疲つかれたように階段に座り込み、苦笑いを浮うかべた。

「………アイツ、どんどんゲームメイクが上手うまくなるな」

『はい。リンの所持するギフトと併へい用ようすれば、頼たのもしいゲームメイカーになるでしょう。私が参さん謀ぼうの地位を奪うばわれるのも、そう遠い話ではないですな』

「そんなことねえよ………とは、言えないな。リンのギフトはある種、究極のギフトだ。見破ったところで打つ手がない」

『ええ。地上はあの二人に任せておけばよろしいでしょう。城には私が残ります故に、殿下は身を御お隠かくし下さい』

「分かった。………ああ、そうだ」

　殿下は思い出したようにグライアに近づき、ニヤリと笑った。

「例の〝生命の目録〟の所持者だが。案外、ソイツが城に乗りこんでるんじゃないか？」

『………まさか』

「根こん拠きよはない。ただそうだったら面白いと思っただけだ。………お前もそう思うだろう？　グライア＝グライフ」

　回かい廊ろうの柱の木陰に近づく殿下。その影かげから現れたのは───巨きよ大だいな一本角の龍りゆう角かくを頭上に持ち、胸元に〝生命の目録〟と同じ円えん環かん状の系統樹を刻んだ、黒い鷲わし獅し子しだった。

「どうだ？　兄・ドラコ＝グライフを打ち破った男と、同一のギフトを持つ者。何か思うところがあるんじゃないか？」

『まさか。あの男が造り上げた系統樹は、我が胸にも刻まれております。仮令たとえ同じギフトを用いたとしても、私の敵ではないでしょう』

　胸元に刻まれた〝生命の目録〟を見せながら淡たん々たんと答えるグライア。殿下は一いつ瞬しゆんつまらなそうな顔をしたが、すぐに不敵な笑みを口元に浮うかべた。

「まあいい。リンとアウラにも伝えたが、〝生命の目録〟の所持者を見つけたら全てにおいて優先しろ。俺が許可する」

『御ぎよ意い』

　殿下は音もなく闇やみに溶とけて姿を消す。グライアも鷲獅子とは思えない漆しつ黒こくの翼つばさを広げ、玉座へ続く回廊から飛び去るのだった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟上空・１０００ｍ地点。

　十六夜の頰ほおを、ビュゥと激しい風が撫なでて行った。いざ古城へと乗り出した攻略組だったが、十六夜はグリーの乗り心地ごこちに興奮を隠しきれず歓かん声せいを上げていた。

「ハハ、こりゃいい………！　春日部の気持ちも多少分かったぜ！　この一足ごとに空中を加速する疾しつ走そう感は〝空を踏ふみしめて走る〟としか形容しようがないな！」

「何をまだまだ、本気を出せばこんなものではないぞ。編隊を崩くずしていいのならこの五倍は軽いからな」

「よし、行くか！」

「行くな。あと余り突とつ出しゆつするな。グリー殿どのも、集団を乱すようなことは止めてくれ」

　すぐ傍そばで炎えん翼よくを羽ばたかせていたサラが、呆あきれたように二人を窘め、

「よし、行くか！」

「だから行くなと言ってるだろうがッ!!!」

　………窘められなかった。もう少し真面まじ目めにやってくれと頭を抱かかえるサラだったが、古城までの距きよ離りが半分を過ぎたころには二人（？）とも静かになっていた。

　一番の問題児である十六夜が、空から見る箱庭に瞳を奪われていたからだろう。

　遥はるか上空から見下ろす箱庭の大地を前に、十六夜はポツリと呟いた。

「………不思議な光景だ。箱の中に閉とざされた場所なのに、地平線が見えやがる」

「不思議か？」

「ああ。俺のように外来の人間にとって、箱庭は最高の宝箱さ」

　スゥと目を細めて遥か彼方かなたを見つめる。

　箱に閉ざされた、緑地と黄土が混在する地平線。

　此れに加えて青せい藍らんの空が覗のぞけたのならば、三色揃そろって見事な景観を映していただろう。

「空の旅といえば、狭せまい箱に閉じ込められる息苦しいイメージしかなかったが………こんなにゆったりと開放的に飛べるなら、空の旅も悪くない」

　そうか、と相あい槌づちを打つグリー。

　十六夜の時代も航空技術が発達していたが、単身で風を感じながら旅が出来る物は存在しなかった。もしあったとしても、国と国の境がはっきりと区分されている時代だ。思うがままに空の旅を満まん喫きつするという事は出来なかっただろう。

　緩ゆるやかな速度で編隊を保ちつつ上じよう昇しようする攻略組。

　十六夜は壮そう大だいな大地と地平線を感かん極きわまるといった表情で見つめ続けていた。




　───だから気づけなかった。

　編隊の真正面に突とつ如じよ現れた、漆しつ黒こくの脅威に。

「……………？」

　初めに声を上げたのはサラだった。

　吸きゆう血けつ鬼きの古城の目と鼻の先に現れた黒い特異点。まるであらゆる光を飲み込んでいるかのように浮かぶソレは、立体的な存在感を持ち合わせていない。

　例えるならば───黒い円えん盤ばん。二次元的な存在感しかないのに、どの角度から見ても同じ球体の特異点だった。

「…………ぁ、」

　特異点は突如として姿を変え、蠢うごめくように戦慄わななき始める。

　───収縮、変へん幻げん、膨ぼう張ちよう。闇の深しん淵えんから溢あふれ出る怨えん嗟さと殺意と共に───

　死神の指が首筋に触ふれ、一いつ斉せいに血の気が引いた。




「ぜ………全員、逃にげろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!」




　後こう陣じんに絶ぜつ叫きようのような退たい避ひ命令。しかし何もかもが遅おそかった。

　幾いく多た数多あまたの雷らい鳴めいが轟とどろく上空で、特異点はその正体を現す。轟ごう々ごうと鳴り響ひびく雷鳴を背に、王者を思わせる外がい套とうを靡なびかせて佇たたずむ人ひと影かげ。

　雷光が地平まで照らす都度に、煌こう々こうとした光を放つ黄金の御み髪ぐし。

　───魔王レティシア＝ドラクレア。

　彼女は無情な瞳で全てを見下したまま、サラの胸を血で濡ぬらした。








　幕間その六







　───落日の夕焼けは、血を焦こがす灼しやく熱ねつのようだった。

　魔ま王おうを倒して帰き還かんしたレティシアを迎むかえたのは、凱がい旋せんの音おん頭どでもなければ讃さん歌かの声でもなく、同士たちの悲鳴と絶叫の渦うず巻まく地じ獄ごくだった。

「はぁ、はぁ………！」

　共に帰還した同士たちは既に息絶えた。臣下が庇かばわなければ、レティシアの身も危あやうかった。それほど突とつ然ぜんの出来事だった。

「なぜ………なぜ、こんなことに………！」

　赤黒く焦げた左足を引き摺ずりながら、必死に走った。昨日まで賑にぎわっていた筈はずの商業区も、工業区も、悲鳴を上げてのた打ち回る同士で溢れかえっている。

　彼らは皆みな、吸血鬼の血を引いている。純血ではないものの、屈くつ強きような種であることには変わりない。仮令全身を串くし刺ざしにされたとて、簡単には絶命しないだろう。

　その吸血鬼の同士たちが路上に捨てられたゴミのように転がる此こ処こは、どれほど凄せい惨さんな地獄だというのか───

「カーラは………騎き士し長は………父は、母は、妹は何処どこに───!!?」

「───ああ。そいつらなら、もう死んだんじゃね？」

　はたと、足を止める。不ふ吉きつな言葉を発したのは、城下街では見たことも無い男だった。

　レティシアは万ばん斛こくの憎ぞう悪おを込めた瞳で、声の主を睨にらむ。

「貴様………!!!」

「おっとちょい待ち。誤解がないように言っとくが、主犯は俺じゃねえぜ？　ついでに言うと共犯でもない」

　人差し指を立て、飄ひよう々ひようと告げる切れ長の目の男。

　線が細く背が高いその男は、形容しがたい服装で腰こしかけていた。レティシアは一度熱を冷まし、値ね踏ぶみする様に男の全身を一いち瞥べつする。

　───〝何処の〟とも、〝何の〟とも、〝何の為ため〟とも理解できない服装。

　認知阻そ害がいを受けているのかと思ったが、そういう類いの物は感じられなかった。

　つまりこの男は───何者でもない、この場以外ではどうでもいい相手だと結論を出し、静かに耳を傾かたむけた。

「よしよし、流石さすがは〝龍の騎士ドラクル〟だ。怒いかりの中でも我を忘れないってのはアンタの魅み力りよくの一つだと思うぜ？」

「………疾とく、要件を言え。その為に現れたのだろう？」

「勿もち論ろん。〝遊興屋ストーリーテラー〟はそれが仕事だからな。今なら二万人の同士が悶もだえ苦しむ愁しゆう嘆たん場ばを、根ね掘ほり葉掘りと胸の内から黒歴史まで綿密に語ってやれるぜ？」

「………。先ほどの言葉は、真実か？」

　レティシアは男の───〝遊興屋〟と名乗る者の言葉に取り合わず、事実だけを求めた。独りで盛り上がっていた〝遊興屋〟は落らく胆たんしたように肩かたを落としたが、レティシアの切せつ羽ぱ詰つまった表情に感じ入るところがあったのだろう。

　飄々とした笑えみを消し、肩を竦すくめた。

「そもそもアンタ、何があったか理解してる？」

「当然だ。我ら吸血鬼を───〝箱庭の騎士〟を数分で瀕ひん死しにする方法など、一つしかないだろう………!!!」

　レティシアは紅あかい瞳ひとみを血走らせ、沈しずむ太陽を睨んだ。

　───太陽の陽ひ射ざしを遮さえぎる、箱庭の大天幕。

　日光の下で生きられぬ種族の為に設けられたその仕し掛かけは、正に吸血鬼の為に造られたと言っても過言ではない。

　吸血鬼の最大の弱点である日光を遮り、暖かな恩おん恵けいを届けていた筈の大天幕が、何者かの手によって開放されたのだ。

「しかし大天幕の開放には太陽の主権───〝黄道の十二宮〟か〝赤せき道どうの十じゆう二に辰しん〟の一つが必要のはず!!　太陽の主権者たちは、一体何を考えてこんなことを………!?」

　牙きばを剝むき、吼ほえるように猛たけるレティシア。日光から守られる大天幕があったからこそ、吸血鬼たちは箱庭の秩ちつ序じよを守るために血を流してきた。

　なのに今になって主権者たちが、それを踏み躙にじるなんて………!!!

「───やったの、吸血鬼だぜ」

「………え？」

「だから、やったのは吸血鬼だって。つまりこれは内乱。つーか、聞いてなかったのか？　お前たち吸血鬼の働きに応こたえるために、十三番目の黄道宮を設けるって話」

　レティシアは呆ぼう然ぜんとなり、首を横に振ふった。

　新たな黄道宮の話もそうだが、その前後の話が頭に入らなかった。

「いや………ぇ？」

「一部の吸血鬼にとっては悲願だったんだろうなあ。自分たちを苦しめてきた魔ま星せいの主権を得られる機会なんて、永久とわに一度あるかないかだ。同士殺しに奔はしったのも頷うなずける」

　呂ろ律れつが上手うまく回らず、言葉が出ない。

　だって、幾らなんでも、そんなことをする意味がない。吸血鬼が、吸血鬼を殺す為に、太陽の光を浴びせるなど、そんなことをしたら………自分たちだって危ないはずなのに。

　ましてや数分の開放で、王族や純血を根絶やしに出来るはずもないのに………!?

「ん？　ああ、なるほど。アンタ順序を間ま違ちがえてるぜ」

「…………？」

「あそこ、見てみろよ」

　男はやはり飄々と肩を竦め、顎あごで城の天てつ辺ぺんを指した。

　促うながされるまま、城の天辺を訝いぶかしげに見る。

　白地の城は高い尖せん塔とうとなっている為、外がい郭かくからでも見上げることが出来た。

　その先せん端たんに、妹や、母や、父の、良く知る人たちの服が張り付けられ、その下の壁かべには、真っ黒に焼け焦げたような痕こん跡せきだけが───

「アレ、アンタの家族だよ」

「………っ、ぁ───！」

「吸血鬼の純血は、簡単には死なないからねえ。磔たつ刑けいの上に心臓串刺し！　最後は太陽で火か葬そうとは本当に念入りだよなぁ！　城下街の連中はとんだとばっちりだ！　まさか純血の───それも王族を殺す為だけに大天幕を開くなど、夢にも思わなかっただろうぜ！」

　ゲラゲラと腹を抱かかえて笑う〝遊興屋〟。

　つまり彼女が魔王と死し闘とうを演じている間に、革命は済まされていたという事だ。

　レティシアは膝ひざから崩くずれ落ち、その場で項うな垂だれた。やがて左足に滲にじむ太陽の焼け痕あとが、徐じよ々じよに身体からだを蝕むしばみ、骨に響くほどの痛みへと変わっていく。

　天幕の下ならあんなに優やさしい光だったのに、今はもう───沈む夕日が、地獄の窯かまを閉じるようにしか映らない。

　吸血鬼の一族は………〝箱庭の騎士〟は、こんな悲劇が起こらないようにと、今日まで必死に戦ってきたというのに。

「おっと。そういや反逆者共は、日が沈めばアンタの首も取ってやるって息巻いてたぜ。アンタの首を取らないと、正しい形で十三番目の黄道宮が手に入らないしなあ。夕暮れまでもう時間はなさそうだが、そろそろ身の振り方を考えた方がいいんじゃない？　コミュニティを立て直すか、出しゆつ奔ぽんするかは自由だけどさ」

「……………」

　ユラリ、と立ち上がる。左足を引き摺ったままレティシアが向かうのは、吸血鬼の本ほん拠きよ。

「ってオイ。そんな身体で何する気だよ」

「………太陽の光に蝕まれたこの身体は、どうせ永くない」

「そんなことないぜ。適切な処置を受ければまだ助かる。………ってことで、一つ交こう渉しようだ！　アンタが俺のコミュニティ、グリムグリモワールに───」

「断る」

　閃せん光こうのような速さで黒こく槍そうを取り出し、〝遊興屋〟の首に突つき付ける。

　瀕死とは思えぬ踏み込みと速度に舌を巻くが、それでもやはり飄々と言葉を返した。

「つってもなあ。反逆者を迎え撃うつにしても、その傷じゃあ大した数は巻き込めないぜ？　相棒もさっきの日光で死んじまったんだろ？　それとも無む駄だ死じにをよしとするのか？」

「……………」

　レティシアは、それでも城へと歩を進めた。

　街路の脇わき道みちには太陽の光に苦しむ吸きゆう血けつ鬼きの同士たちが、呻うめくように転がっている。それを悲しげに見つめながら、這はうように歩み続けた。

　彼らはやがて全身を太陽の光に蝕まれ、命を落とすことになるだろう。

　太陽の主権を手に入れようとした、誰だれとも知らぬ愚おろかな吸血鬼の所為せいで。

「………反逆者が何者かは知らん。でも私は、国の………いや。コミュニティの長おさとして、あの旗の下で迎え撃ち、残った者たちを救う義務がある」

　このまま死に絶える者たちだとしても、見捨てることは出来ない。

　それにコミュニティのいざこざは、コミュニティのルールをもって裁く。

　これは箱庭が開かい闢びやくして以来、不動とされてきた法律だ。

　コミュニティの誇ほこりと法は全すべてあの旗本に集結している。反逆者に下すべき裁きがあれば、それは御み旗はたが裁くだろうと信じて一歩、また一歩と歩みを進めるレティシア。

〝遊興屋〟はとうとう肩を落とし、仕方なげに叫さけんだ。

「はあ………おい〝龍の騎士〟。反逆者を殺すだけの術ならあるぜ」

　え、と足を止めて振り向く。すると〝遊興屋〟は一枚の封ふう書しよを投げつけた。

「俺は〝遊興屋ストーリーテラー〟───又またはゲームクリエイターって奴やつでね。まあ、詩人の一種だ。その〝契約書類ギアスロール〟にアンタの〝主催者権限ホストマスター〟を最大限に利用したゲームルールを組んだ。その内容ならば余計なコミュニティを巻き込むこともなく───レティシア＝ドラクレアは、魔王になれる」

「なっ………何を馬ば鹿かな！　我々吸血鬼が魔王と為るなど、言語道断だッ!!　仮令この身が滅ほろぼうとも、我らの誇りは守り通すッ!!!」

「ハッ………何時までも無いもの強請ねだりしてんじゃねえよ、この世間知らずの小こ娘むすめがッ!!」

　一いつ喝かつされ、途と端たんに怯ひるむ。

〝遊興屋〟は雰ふん囲い気きを激変させ、威い圧あつするように踏ふみ込んでレティシアを睨んだ。

「守れないものを守ると叫んで、救えないものを救うと叫ぶ！　あぁあ、こりゃもう大した道どう化けぶりだぜお姫ひめ様さま！　美しすぎてちょっとマジでホロリとゲロが出るぜ！」

「なっ、」

「オマエは今、一族の誇りを守ると言ったな！　なら無い頭使って考えてみろよッ！　この戦いでテメェが反逆者に負ければ、吸血鬼が築き上げてきたものはさあ、どうなる!?　連中の狙ねらいは太陽の主権と、〝全権階層支配者アンダーエリアマスター〟の地位だけだぜ!?　テメェら吸血鬼が残したかったはずの秩序や泰たい平へいなんぞ、何も残らなくなるっての!!」

「そ、それは………！」

「なのにテメェは自己満足の復ふく讐しゆうを果たす為に死ぬと来たもんだ！　それも〝誰かの為〟なんて御ご大たい層そうな大噓まで吐いて！　あぁぁああやってられねえ、やってられねえよ馬ば鹿か馬ば鹿かしい!!　親切心で声かけてやった俺が一番馬鹿っぽいじゃねえかコレッ!!!」

　声を荒あらげてあらん限りの罵ば声せいをぶちまける〝遊興屋〟。レティシアは返す言葉も、隠かくせる言葉もなく、項垂れたまま悔くやしさに震ふるえるしかなかった。

〝遊興屋〟は感情をあらかたぶちまけたのか、肩で息をして少し落ち着いたように、

「………いいか。吸血鬼の一族を立て直したいなら逃にげろ。殺したいなら、魔ま王おうに為れ。死んで咲さく華はなはありえるが、敗北に咲く華があるなんて甘えるな」

「───っ、……」

「此こ処こでテメェが殺されるってことはそういう事だ。でも、お前が魔王と為って反逆者を皆みな殺ごろしにすれば、まだ打つ手はある。少なくとも〝階層支配者フロアマスター〟制度を残す事は可能だ。………ただし、レティシア＝ドラクレアの名に全ての泥どろを被かぶってもらうがな」

　どうする？　と最後は少し剽ひよう軽きんに肩を竦める。

　レティシアは放心しながら封書を開け、震える手でゲーム内容を確かく認にんする。

　その凶きよう悪あくな内容に瞠どう目もくした彼女を見て、〝遊興屋〟はより一層品無く笑った。

「お前の家族が受けた、全ての仕打ちを反逆者に。それも一度や二度ではなく、半永久的に繰くり返し続けるペナルティ！　これだけ凶悪な内容になら、鬱うつ憤ぷんも晴れるだろう？」

「……………」

「もし死体殴なぐりも気が済んで、何時いつかゲームを終わらせたくなったら、誰かにお願いしてクリアしてもらえばいい。もしゲームクリアを任せられる人間を見つけたらこう伝えろ。〝十三番目の太陽を撃て！〟ってな」

　それだけ告げると男は踵きびすを返し、

「これだけは宣告しておくがな。魔王と為った者は、いつか必ず滅ぼされる星を背負う。滅ぼす者が英えい雄ゆうか神仏かは問わない。でもそれが星の廻めぐりに逆らった者の宿命だ。だからレティシア＝ドラクレア。お前に、全てを捨てる覚かく悟ごがあるなら───」

　───同士殺しの魔王になれ、と。

　その男はまるで甘言のように囁ささやき、姿を消した。




　間もなく日が沈しずみきり、夜の帳とばりが下りる。

　太陽から隠れていた反逆者たちは城下街に火を放ち、呻き苦しむ同士ごと焼き払はらった。

　レティシアはその様子を呆ほうけたようにじっと見つめ続け、やがて反逆者たちに囲まれた。太陽の光に蝕まれた体は既すでに半身の感覚がない。

　槍を持った腕うでも感覚がなくなり、自然とそれを手放していた。

　………ちょっと前まで仲間だった人たちに剣けんを向けられ、どうすべきか分からないまま、周囲を見回し───

　ふっと。城の天辺に焦こげ付いた、大事な人たちの墓標を見た。

「……………」

　───そう。あれが愛した人たちの墓標。

　多くの同士も、親しい人たちも、愛いとしい家族も、みんな埋まい葬そうもされる事も無く、壁に焦げ付いた只ただのシミにされてしまった。

　ならば彼奴きやつらも、相応の刑けいで処さねば釣つり合いが取れない。

　滂ぼう沱だのような血と涙なみだを流したレティシアは、万ばん斛こくの怨えん嗟さを込めて叫んだ。




「───貴様らは………荼毘だびに付すことも許さない………!!!」




　一族郎ろう党とう、その全てを魂こん魄ぱくの一欠けらまで滅めつすると、同士だった人たちに叫んだ怨嗟。

　必ず殺し尽つくすと誓ちかいを立て───レティシアは、魔王の烙らく印いんを受け入れた。








　幕間その七







　───〝アンダーウッド〟上空・３０００ｍ地点。

　胸むな元もとに散った血ち飛沫しぶきに、サラは啞あ然ぜんとなった。

　死を覚悟していた。それほどまでに不ふ可か避ひの一いち撃げきだった。彼女に投げつけられた長槍は尋じん常じよう外の速度でサラの胸元を───貫つらぬく、はずだった。

「………な、」

「………っ、───」

　この男が───逆さか廻まき十六夜いざよいが、庇かばいさえしなければ。

「お、お前、」

「このッ………クソッ、タレがッ!!!　逃げろって言ったのが聞こえないのか後こう陣じんはッ!!!」

　グリーの背から一いつ瞬しゆんで跳ちよう躍やくした十六夜は、貫かん通つうされた左ひだり肩かたを押さえながら叫ぶ。

　その声でハッと時が動き出す。突とつ如じよとして現れたレティシアに、蜘蛛くもの子を散らす勢いで逃げるが、それがレティシアの気を引いた。

　真しん紅くの双そう眸ぼうは逃げる者たちを見定め、龍りゆうの影かげを変へん幻げんさせた無数の槍で狙いを定める。先ほどは一投のみだから庇えたが、一〇〇に近しい数を投げつけられては庇いきれない。

　十六夜はサラに凭もたれ掛かかりながら、

「サラ！　武器はあるか!?　出来れば長なが柄えで頑がん丈じような奴だ！」

「わ、わかった！」

　ギフトカードから三叉またの槍を出現させて手て渡わたすサラ。

　十六夜は右手でそれを摑つかみ、迎むかえに来たグリーの背中に乗り立つ。

「………左手に、ほとんど力が入らねえ。手た綱づなは握にぎれるがそれだけだ。空の足は全面的に任せたぜ」

「任された。───来るぞッ!!」

　一いつ斉せいに射出される影の槍。十六夜が視認しただけでも一〇〇は優に超こえている。

　何時かの力ちから試だめしと比べても五倍以上の速度で射出されるそれを、十六夜は三叉の槍を乱らん舞ぶすることで撃げき墜ついしていく。

　サラは回かい避ひしきれずに両手から放出した炎ほのおの壁かべで軌き道どうを捻じ曲げているが、それも十六夜の援えん護ごがあって初めて保てる均きん衡こうだ。

　一〇〇の影の槍が射出し終えたのを確認した十六夜は、古城を背に庇うレティシアを一いち瞥べつして思考を奔らせる。

（何故なぜだ？　本物のレティシアじゃなさそうだが、そもそも今は休戦期間だぞ。主催者側は戦いを挑いどめないはず。つまりコイツは、ゲームとは無関係の〝何か〟………？）

　例えば───初めから〝審判権限ジヤツジマスター〟を警けい戒かいして主催者側が用意していた、ゲームとは無関係の自立型のギフト。

　ゲームが製作される前から土地に用意されていた、トラップの類たぐいいと十六夜は考える。

（吸きゆう血けつ鬼きの城そのものに付属した、防衛ギフト。………っていうのが妥だ当とうな線か）

　暫ざん定てい的な解答を弾はじき出した十六夜は思考を放ほう棄きし、背後のサラに問う。

「議長様。あのレティシアの姿をした敵が何かわかるか？」

「わからん………しかし今の槍やりからは、初代様の龍角と似通った気配がした」

「初代様？」

「〝サラマンドラ〟の祖とされる最強種の龍・星せい海かい龍りゆう王おうのことだ。龍の純血種が残す遺骨や遺物は、その存在そのものが強力なギフトとなる。サンドラが付けていた龍角もその類いだ」

「龍の遺骨………仏舎利みたいな聖遺物ってことか？」

「ああ。それもかなり強力な遺物とみていい」

　なるほど、と頷うなずく。

（そういえばお嬢じよう様さまが以前、レティシアは龍の影を操あやつっていたと言ってたな。その影がレティシアの姿をしているってことか？）

　しかしそれだけでは腑ふに落ちない。

　先ほどの射出は、十六夜の知るレティシアとは明らかに重みが違ちがっていた。以前のレティシアが相手なら、仮令後手に回っても無傷なまま捌さばくことが出来たはずなのだ。

（魔王化したことで力が底上げされているとも考えられるが………一番可能性が高いのは、敵がレティシアの〝神格〟を所持していた可能性）

　それなら何もかも説明がつく。

　敵がレティシアを攫さらった理由。

　封ふう印いんされたという彼女の〝主催者権限ホストマスター〟を解放した理由。

（なら………仮か称しよう〝魔王連盟〟の正体は、まさか………！）

　三年前に〝ノーネーム〟を襲おそったという、謎なぞの魔王。

　その解答に行き着いた十六夜の胸に、熱い昂こう揚ようが滾たぎり始める。

（ハッ、コイツは僥ぎよう倖こうだ。手て掛がかりを探す前に向こうから現れてくれるなんてな！）

　犬歯を見せて獰どう猛もうに笑う十六夜は、横目でサラを一瞥し、

「議長様。アンタも下に降りろ」

「なっ、」

「足手まといだ」

　余よ裕ゆうを一いつ切さい欠いた声こわ音ねで突つき放す十六夜。唯ただでさえ不利な空中戦、それも神格を手にしたレティシアの影が相手だ。庇いながら戦うには限度があると判断したのだろう。

　しかしサラは首を横に振ふり、

「駄だ目めだ。私は飛鳥あすかに、お前たちの仲間を任されたのだ。強敵が現れたからと言って、簡単に引くわけには───」

　───ズドォンッ!!!　と爆ばく発はつ音が空に届いたのは、その直後だった。

　二人と一いつ匹ぴきは一瞬、目の前のレティシアも忘れて眼下の〝アンダーウッド〟を凝ぎよう視しし、




「「「────ウオオオオオオオオオオッォォォォォォォ──────!!!」」」




〝アンダーウッド〟を強きよう襲しゆうする、巨きよ人じん族の大軍勢を捉とらえた。

「巨人族………!?　馬ば鹿かな、この短時間にどうやってあの距きよ離りを移動したんだッ!!?」

「さあな。でも何か方法があったんだろうよ。アレじゃあきっと、下は大混乱だな。誰だれかが指揮を執とってやらないとまずいんじゃないか？」

　どうする？　と含ふくみ笑いで十六夜。

　サラは古城と〝アンダーウッド〟を何度も見返し、苦く渋じゆうの表情で頷いた。

「………分かった。お前も無む茶ちやはするな」

「努力する」

　言いながら十六夜は学ランの袖そでを引き千切り、止血のために左肩へ巻く。サラが急降下していくのを見送ってから、苦く笑しよう交じりにグリーへ告げた。

「悪いな、付き合わせて」

「気にするな。どちらにせよ避さけられぬ敵だ」

　フンッ、と鼻を鳴らして笑うグリー。

　しかし当面の問題として、機動力の差に懸け念ねんがある。まだ一歩もその場から動いていないレティシアだが、飛行速度も神格に比例して向上しているに違いない。

　十六夜は三叉の槍を乱舞させ、グリーの手綱を握った。

「さあて、まずは足比べだ。敵の射出は全部俺が弾き落とすから、上陸を目指して走り回るぜ！」

「心得た！」

　巨きよ大だいな翼つばさを羽ばたかせ、旋せん風ぷうを支配する。急加速した十六夜とグリーを、神格化したレティシアの影が迎え撃うつ。

　両者のぶつかり合いが〝アンダーウッド〟の上空に激しい金属音を木こ霊だまさせる。無む尽じんに射出され続ける影の黒槍を、一本残らず叩たたき落とす。

　縦じゆう横おう無む尽じんに空を翔かけ、山河を穿うがつ槍を振るう。

　怒ど涛とうの勢いと実力を見せる戦いは互たがいの命を鬩せめぎ合い、衝しよう突とつを繰くり返すのだった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟東南の平野。

　三度目の強襲は、またも突とつ然ぜんの出来事だった。

　しかも以前のように濃のう霧むに紛まぎれた襲しゆう撃げきではない。巨人族は何の前まえ触ぶれもなく平野の先の丘おかに現れ、一斉に襲い掛かかってきたのだ。

「ウオオオオオオオオオオッォォォォォォォ──────!!!」

　人の倍はありそうな大だい剣けんを振るい、大河を走り抜ぬけて堤てい防ぼうを薙なぎ払はらう。

　見張りの守衛は這ほう這ほうの体ていで逃にげ帰ってきた。

「た、大変です！　巨人族がもうすぐそこまで迫せまっています！」

『ええい、議長の話では高原の方まで後退していたという話だったではないか！』

　大樹の根本の広場で、狼ろう狽ばいしたように〝二翼〟の長おさ・ヒッポグリフが声を上げる。その話を聞いていた黒ウサギは、飛鳥たちとジンに緊きん急きゆう事態を告げた。

「やっぱりこのタイミングで狙ねらってきましたね」

「当然ね。戦力が分散されるこのタイミングは、敵にとって最高の好機だもの」

「後は残った僕らの仕事ですね。───ペスト！」

　笛ふえ吹ふきき道どう化けの指輪から黒い風と共に現れるペスト。その姿はメイド服ではなく、出会った時の斑まだら模様のスカートで顕けん現げんした。

　何時いつもの悠ゆう然ぜんとした表情のペストだが、飛鳥の顔を見るや否いなやプイッとそっぽを向いた。前回の湯ゆ殿どのでのことがよほど堪こたえたらしい。

「ジン君。それで、作戦はあるの？」

「はい。まず巨人族ですけど、ペストがいる以上それほどの脅きよう威いにはならないはずです。一番の問題は敵に盗ぬすまれた〝バロールの死眼〟をどう攻こう略りやくするか………」

　ジンの口から飛び出した言葉に、ペストは眉まゆを歪ゆがめた。

「………何それ。敵は〝バロールの死眼〟を所持しているの？」

「うん。バロール自身の瞳ひとみじゃなく、同性質の魔ま眼がんだとサラ様は言っていたけど」

「同性質って………死眼の放つ〝バロールの威い光こう〟は〝ゴーゴンの威光〟と同種の物よ？　一度開眼すれば、防ぐことも避けることも出来ないわ。それこそ同規模の神しん霊れいか星霊でも連れてこないと、戦いにすらならないでしょ？」

　非難するような目を向けるペスト。ジンも半ば同意するように頷き、

「うん。僕もそう思う。だから此こ処こは『バロール退治』の伝承をなぞろうかな、と思って」

　ジンは黒ウサギに目配せする。

　黒ウサギも閃ひらめいたようにウサ耳を伸のばして頷いた。

「もしかして………黒ウサギの出番だったりします？」

「うん。黒ウサギが所持する〝マハーバーラタの紙し片へん〟───帝たい釈しやく天てんの神槍なら、〝バロールの死眼〟を討うちぬけるはず。伝承が事実なら、ケルトの主神が撃った神槍も必勝の加護ギフトを帯びた物だったらしいから」

　むっ、と眉を顰ひそめるペスト。

　あの神槍には痛い目を見ているだけに複雑なのだろう。

　───ジンの告げる『バロール退治』とは文字通り、魔ま王おうバロールを打だ倒とうした伝承のことだ。巨人族の中でも強力な力を持っていた魔王バロールはその肉体も鋼はがねのように鍛きたえられ、必断の魔ま剣けん・クラウソラスを用いても倒たおせない屈くつ強きような戦士だったという。

「魔王バロールを倒す方法は、開眼した死眼を〝神槍・極光の御腕ブリユーナグ〟で貫つらぬくというもの。その代行を帝釈天の神槍でやろうと思う。………出来るかな、黒ウサギ」

「ＹＥＳ！　任されたのですよ！」

　シャキン！　とウサ耳を伸ばして大きな胸を張る黒ウサギ。

「よし。作戦の初期段階として、まず飛鳥さんとペストが敵の巨人族を混乱させて叩く。上手うまく追い詰つめれば敵は必ず〝バロールの死眼〟を投入してくるはず。黒ウサギは〝アンダーウッド〟の頂上でタイミングを見計らいつつ待機。敵の巨人族が〝バロールの死眼〟を使ったのを確かく認にんして、帝釈天の神槍でトドメを刺す。………どうかな？」

「………ふぅん。まあ、無難な作戦ではあるわ」

　ペストは一いつ瞬しゆんだけ意外そうな顔を見せたが、すぐに悠然とした笑えみで飛鳥と黒ウサギを見た。

「そう。すっかり忘れていたわ。貴方あなたたちには、この化け物ウサギがいるのだったわね」

「ば………!?」

「それじゃ赤い人。行きましょうか」

「飛鳥よ。ちゃんと名前で呼びなさい〝黒死斑の御子ブラツク・パーチヤー〟」

「そっ。気が向いたらね」

　ペストは言うや否や、黒い風を舞まい上がらせる。黒ウサギが反論する間もなく土つち煙けむりを上げて飛ひ翔しようし、〝アンダーウッド〟に突とつ撃げきしていた巨人族へと一直線に衝突した。

　飛鳥も巨人族を迎むかえ撃つために黒ウサギ達と分かれる。

　彼女が向かったのは最前線ではなく、〝アンダーウッドの地下都市〟を守るための防衛線だった。

「〝アンダーウッド〟を守る約束だものね。───行くわよ、ディーン！」

　ギフトカードを掲かかげ、幻げん獣じゆうや獣人たちの援えん護ごに回る飛鳥。

　動き出した〝ノーネーム〟と共に、戦いは激化していく。




　　　　＊




　───吸きゆう血けつ鬼きの古城・城下街。

　その頃ころ、耀ようたちはようやく十二分ぶん割かつされた城下街を回り終え、彼らが見つけた〝黄道の十二宮〟を示す代しろ物ものを持ち寄っていた。

　古ふる惚ぼけて崩くずれた噴ふん水すいに耀は腰こしかけ、順々に問う。

「それじゃ報告会。ジャックは空を飛んで色々探してくれたけど、何か見つかった？」

「ヤホホ………残念ながら、大した成果はありませんでした。都市が十二分割されていることと、その区域ごとの外がい郭かくの壁かべに十二宮を示す記号サインがあっただけです」

「記号？　区域ごとに？」

「はい。私たちが最初に合流した場所に天秤宮ライブラの記号があり、其そ処こから順に天蝎宮スコーピオン、人馬宮サジタリウスと順番に繫つながっていました。これは十二宮の順番通りなのですが、それ以上の事は………」

「そっか。ありがとう。アーシャとキリノたちはどうだった？」

　耀が問うと二人はにんまりと笑い、大きな布ぬの袋ぶくろを取り出した。

「ふふーん。これが私たちの成果だぜ！」

「十二宮の星座が刻まれた何かの欠片かけらと、その他ほかの十四の星座の欠片を見つけました！」

　ジャジャーン！　と布袋をひっくり返すアーシャとキリノ。

　耀とガロロは驚おどろいたように彼女たちが集めた数々の欠片を手に取って確認した。

「〝黄道の十二宮〟以外の星座が………？」

「おいおい………こりゃどういう事だ？　もしかして俺たち、何かのミスリードに引っかかってたんじゃねえか？」

　二人は不安そうに顔を見合わせる。〝黄道の十二宮〟とは別の星座に関係するものが発見されるとは思わなかったのだろう。

　てっきり褒ほめて貰もらえると思っていたアーシャとキリノは一転、悲しそうになる。

「あ………あれ？　もしかして余計なことだった？」

「そ、そんな事ねえよ！　もしかしたらこの欠片の存在がミスリードかもしれんだけで、」

「………私たち、無む駄だ足あしでしたか？」

「あ、いや、だから違ちがっ………!?」

　フォローにしどろもどろになるガロロ。

　耀はその間に星座の欠片を手に取り、割れ目を合わせて完成形を予想してみる。

（欠片の面は球面になってる。なら星座が全部くっついたら、一つの球体になるはずだ。もし全部の欠片を集めればパズルのように組み合わさるはずだけど………）

　しかし、それに意味があるのだろうか？

　もしこれがペナルティ発動までの時間稼かせぎならば、自分たちは見事に主しゆ催さい者しやの手の中で踊おどらされていることになる。自分たちの推論を信じるのなら、これは余計な回り道だ。

「………キリノ。この欠片はどんな建物の下にあったの？」

「えっと、十二宮は神しん殿でんのような大きな廃はい墟きよに。その他は瓦が礫れきの下から出ました」

　そう、と相あい槌づちを打つ。やはり十二宮だけは扱あつかいが違ちがっていた。

　だが自分の推論を過信するあまり結論を間ま違ちがえては意味がない。

　耀は思考を奔はしらせ、此処まで出てきたワードを一つずつ並べて行く。

（───〝獣帯〟。〝黄道の十二宮〟。神造衛星。太陽同期軌き道どう。天体分割法。〝砕くだかれた星空〟。………砕かれた？）

　ふっと、顔を上げて欠片を手に取る。耀が手に取った欠片は天秤宮と天蝎宮。

　その二つの割れ口が、カチリと嚙かみ合い───

「………あ、解けた」

「「「は？」」」

「解けた。………と、解けた、解答が見えた！」

　ガバッ！　と噴水から立ち上がった耀は、

「〝砕かれた星空〟に衛星！　太陽の軌道！　そして、もう一つの解かい釈しやく………『砕き、捧げる』もの！　これで全すべて繫がった！　この欠片が、玉座に捧げる最後のカギだ！」

　自分でも信じられなかった。十六夜や飛鳥たちが来る前にヒントを集められたらいい、という程度の気持ちだったのに。

　耀は聞いたことも無いような歓かん声せいを上げてアーシャを抱だきしめた。

「ぇ、ちょ、わっ!?」

「アーシャ！　キリノ！　凄すごいお手て柄がら！　これでレティシアも助かる！　〝アンダーウッド〟も助かるよ！」

　耀はその勢いでキリノの手を取り、激しく上下に揺ゆさぶる。

　キリノも顔を明るくして答えた。

「そ、それじゃあこのゲームは………！」

「うん。後はこの欠片を玉座に捧げて………ゲームクリアだ………！」




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟大樹天てつ辺ぺん。

　生おい茂しげる水樹の葉の上に黒ウサギは移動していた。

　此処なら戦場の全域を見み渡わたせる。仮令敵が感づいたとしても、この〝アンダーウッド〟の天辺にはそうそう上がってこられるものではない。

　ペストが黒い風を舞い上がらせ、飛鳥とディーンが敵を蹴け散ちらす姿を見つめる黒ウサギ。その瞳には、憂ゆう鬱うつな色が浮うかんでいた。

「………飛鳥さんも耀さんも、決して弱くありません。裡うちに秘ひめた才能はこの黒ウサギよりも上の筈はずなのです。ただ十六夜さんよりは遅おそ咲ざきの桜というだけであって………きっと十年後には、押しも押されもしない実力者へとなられるでしょう」

　しかし人間の、それも思春期の少女達にとって十年は長すぎる。十六夜が老成気味ジジクサイだけであって、普ふ通つうの少年少女が十年後を見み据すえて努力をすることはとても苦痛だろう。

　かといって黒ウサギには、その二人をどうやって導けばいいか分からなかった。

　耀のギフトは系統を重ねた種でなくては発動しない。月の精である黒ウサギとどれだけ親しくなろうと、何も得ることは出来ない。

　飛鳥のギフトは少し光明が見えてきたが、確信には至っていない。いや、予想が正しいとしても、それは黒ウサギの手に負えない代物の可能性が極きわめて高い。

「今は只ただ、花はな咲さく時をまつばかりという事ですか………黒ウサギも自分の役目を全まつとうし

「やっほぉおおおおおおおお!!!」

　───ズドンッ!!!　と、黒ウサギの背後から、子供っぽい誰だれかがヘッドで突とつ進しん。

　で、落下した。

「………え？　きゃ、きゃああああああ!!?」

「わぁぁああああああああああああああ♪」

　ガサガサと大樹の枝と葉に巻き込まれて落ちる。おかげで数ｍ落ちただけで済んだ。が、今はふざけていい時ではない。つかこんな時にこんなことをする馬ば鹿かは一人しかいない。黒ウサギはワナワナとウサ耳を震わせて、背後に向かって叫さけんだ。

「し、白しろ夜や叉しや様！　来ていたのならあの不ふ逞ていの輩やからどもをすぐに排はい除じよし───」

「うわぁーうわぁーうわぁー………！　本当に本当の月のウサギだよ！　ウサ耳だよ!?　容よう姿し端たん麗れい・天てん真しん爛らん漫まん・強きよう靭じん不ふ屈くつにして献けん身しんの象しよう徴ちよう！　私初めて見たよ!!」

「───……て、」

　………誰？　心の底から思った。

　見覚えの無い、黒くろ髪かみの少女の襲しゆう撃げき。呆あつ気けにとられていた黒ウサギだったが、胸を揉もみ崩す小さな手の感かん触しよくにウサ耳を紅潮させ、慌あわてて引っぺがして投げ捨てた。

「て、てい！」

「きゃー！」

　クルクルと大樹天辺まで投げつけられる謎なぞの少女。

　黒ウサギは〝疑似神格・金剛杵ヴアジユラ・レプリカ〟を取り出し、少女に突つき付けた。

「あ、貴女あなたは何者です！　どうやって黒ウサギの背後を取ったのですか!?」

「どうやってって言われても困るなあ。私、普通に近づいたよ？」

　小首を愛らしく傾かしげる黒髪の少女。演技している様には見えない。

　それが逆に黒ウサギの警けい戒かい心しんを高くした。

「………貴女は、我々の敵ですか？」

「うん、そうだよ」

　眩まぶしいほどの笑え顔がおで返事をする黒髪の少女。

　間かん髪はつ容いれずに、雷らい光こうが辺りを包んだ。

〝疑似神格・金剛杵〟は轟ごうと音を立てて神雷の槍やりを放出し、少女へと襲おそい掛かかる。熱と火花を散らす稲いな妻ずまは、水分を大量に含ふくむ水樹の葉を伝達して一いつ斉せいに燃え上がらせた。

　返答するや否いなや、有う無むを言わさぬ一いち撃げき。

　黒ウサギらしからぬ先制だったが、今はそんなことを言っている場合ではない。ましてやこんな時にこんな場所に現れる少女が、只ただ者ものの筈がない。

　稲妻で大樹の葉が燃え広がらないように調節しつつ、黒ウサギは疲つかれたように踵きびすを返しため息を吐ついた。

「………手加減はしました。今は子供に構っている場合では───」

「───うん？　じゃあ私から本気で行くよ？」

　踵を返していた黒ウサギは、陽気な少女の声に反応が遅おくれた。

　首から上だけを辛かろうじて振り向かせていたが、その時には既すでに八本もの投とう擲てき用のナイフが薄うす皮かわ一枚の所にまで迫せまっていた。

（う、噓うそ………!?）

　最早回かい避ひ不可能。黒ウサギは握にぎりしめていた〝疑似神格・金剛杵〟の神雷を放出することで投擲ナイフを弾はじき落とした。

　それも全てではなく、胸むな元もとと脇わき腹ばらの二本のナイフは皮一枚なぞらせるように回転して避よけるしかなかった。驚きよう異いの速度である。

（後ろを取られただけでなく、〝疑似神格・金剛杵〟の稲妻にも耐たえ………黒ウサギに一ひと太刀たち入れるなんて………!?）

　外見からは考えられない突とつ飛ぴな能力を前に、黒ウサギは背筋に冷や汗あせを搔かく。

　対照的に少女───リンは瞳ひとみを輝かがやかせ、感かん嘆たんの眼まな差ざしを送っていた。

（凄い！　あのタイミングと体勢から避けられるなんて思わなかった！）

　不ふ可か避ひを確信しての投擲だった。それを実質無傷で捌さばききった。

　敵を前にして背を向けるなんて軽けい率そつな………と蔑べつ視ししたリンだったが、次の瞬しゆん間かんにそれは羨せん望ぼうに変わった。

「流石さすがは〝箱庭の貴族〟です。感心しちゃいました」

「………それは此方こちらのセリフです。先ほどからどのような手品を使っているのですか？」

「秘密。でもウサギさん可愛かわいいから、正解を言い当てられたら答えます！」

　ショキン！　と右手を掲かかげて宣せん誓せいするリン。

　自信の裏返しなのか、それとも本気で遊んでいるのか。

　黒ウサギは慎しん重ちように間合いを計るが、リンは苦笑いを浮かべながら、

「ちなみに私の仕事は、ウサギさんの足止めです」

「……………？」

「だってウサギさんの役割は〝バロールの死眼〟を撃うち抜ぬく事でしょう？　それをされたら私たちが困るもの」

　だから足止めに来たのだ、と。リンがそう告白した直後、東南の平野で低い地じ響ひびきがした。巨きよ人じん族の行軍とも、ディーンが暴れる音とも違う。

　より重じゆう厚こうに、より重鈍に。まるで巨きよ軀くの赤子が徘はい徊かいするかのような地響き。

「この気配………ま、まさか魔王バロールを………!?」

「うん。そのまさか。私もてっきり魔ま眼がんだけを使うと思っていたのに………まさか〝来らい寇こうの書〟にあんな使い方があったなんて知らなかったよ」

　黒ウサギの顔から一斉に血の気が引いて行った。

〝来寇の書〟とは十年前に巨人族たちが奪うばい合った〝主催者権限ホストマスター〟の一つ。それを敵は所持しているという。すぐにウサ耳を傾かたむけ、下の状じよう況きようを探さぐった。

（〝アンダーウッド〟の傍そばで、召喚の儀ぎ式しきを実行している者がいるはず！）

　周辺の情報を集めると、すぐに不安は的中した。

〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟と巨人族が最も激しく衝しよう突とつしている東南の平野───その最さい奥おうの陣じんで、魔道書を開いて儀式を行っているローブの女。

　それは紛まぎれもなく、レティシアを攫さらった魔ま女じよだった。

「───っ、……させないのですよ………！」

　巨きよ龍りゆうに加えて魔ま王おうバロールまで呼び出されてしまえば、本当に参加者側に勝ち目がなくなる。脱だつ兎との如ごとく駆かけ出した黒ウサギ。

　だがしかし、己おのれと並走する人ひと影かげに息を吞のんだ。

「行かせないよ、ウサギさん！」

　リンはベルトからナイフを引き抜いて投擲する。高速で落下していた黒ウサギは地面に着地すると同時に、姿勢を崩くずさないまま横よこ跳とびでそれを避ける。

　今度は先ほどより力を込めて跳ちよう躍やくした。全力の跳躍だ。

　なのに、リンは黒ウサギの前に立っていた。

（う、噓でしょう!?）

　更さらに横跳びで抜けようとする黒ウサギだが、リンはそれにも反応して付かず離はなれずの距きよ離りを保ち、三回目の投擲を行った。

　今度は真正面から見据えてそれを避ける。やはりかなりの速度で飛んできたが、避けられない速度ではない。ナイフは黒ウサギの横を通過し、すぐ後ろで地面に落下した。

　黒ウサギも〝疑似神格・金剛杵〟の稲妻で応戦するが、リンが腕うでを振るうとたちまち稲妻は霧む散さんしてしまう。正体不明のギフトだが、接近することは危険だと黒ウサギは判断し、距離を保ったまま稲妻で狙ねらい撃つ。

　その攻こう防ぼうを繰くり返すこと五回。それでも黒ウサギはリンのギフトを見み抜ぬけずにいた。

　───しかしこれ以上、彼女ばかりに構っていられない。

　黒ウサギは足を止め、決心したように黙もく禱とうし───〝疑似神格・金剛杵〟を掲げた。

「これほどの才能を潰えさせてしまうのは不本意ですが………どうか、御ご覚かく悟ごを」

〝疑似神格・金剛杵〟を掲げた黒ウサギの髪かみが、燃え上がる様に激変していく。

　───炎ほのおに飛び込んだ〝月の兎うさぎ〟の伝承。その功績によって貸し与あたえられた神力を解放し、彼女の黒髪は身を焦こがすのではないかと見み紛まがうほどに紅ぐ蓮れんの光を放つ。

　やがて青い稲妻は、炎を帯びた紅あかい稲妻へと姿を変える。

　平野を燃やし尽つくすほどの力を蓄たくわえた〝疑似神格・金剛杵〟を逆手に構え───




「疑似神格解放………！　穿うがて、〝軍神槍・金剛杵ヴアジユラ〟───!!!」




　紅蓮の炎と神雷の束を、リンに向かって投射した。

　集束した紅い稲妻が先せん端たんを鋭えい利りに変え、金こん剛ごう杵しよをも燃やし尽くす紅槍へと変わる。

　本体が燃え尽きる代わりに、一度限りの神格を解放するギフト。それが黒ウサギの授さずかった第三の恩おん恵けい〝疑似神格・金剛杵〟が秘めた真の一撃だった。

　着ちやく弾だんした〝疑似神格・金剛杵〟は凝ぎよう縮しゆくされたエネルギーを周囲に放出し、大地を捲めくれ上がらせるほどの土つち煙けむりを巻き起こす。

　───黒ウサギは確信する。今度こそ直ちよく撃げきだった。

　どのようなギフトで霧散させていたかは知らないが、今の力を完全に無力化させることは出来ないだろう。

　黒ウサギは肩かたで息をしていたが、すぐに呼吸を整え、

「───平野ごと吹ふき飛ばすつもりだったなんて、過激だねウサギさんは」

「─────………」

　顔を引きつらせて土煙の向こうを見る。

　最悪なことに、少女っぽいシルエットが見え隠かくれしていた。

「しかも私が避けられないように、儀式場と直線の立ち位置を選んで使った。………うん。とってもクールでクレバーです。噂うわさで聞いていたよりずっと優ゆう秀しゆうなウサギさんです」

　土煙が晴れる。其そ処こで二度驚きよう愕がくした。

　リンはまるで何事も無かったかのように棒立ちで、無傷だった。

　しかも着弾して爆ばく発はつしたはずの場所は、地表の土煙を舞い上がらせた程度にしか荒れていなかった。

（これは………防いだのでもなく、霧散させたのでもない………!?）

　あれほどの熱量だ。霧散させたのなら、土つち埃ぼこりが巻き上がっただけで済むはずがない。

　これは同等量の力をぶつけて相そう殺さいするか、壁かべで囲って抑おさえ込むかの二通りしか、こんな現象は起こらないだろう。

「さ、続けよっか。私も熱が入ってきたし。早くしないと儀式が終わっちゃいますよ？」

「………っ……」

　心底楽しそうに笑う少女。

　その笑顔を見て、黒ウサギは考えを改めた。

　───この少女は強敵だ。彼女を突とつ破ぱせずして、儀式を食い止めることは不可能だと。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟東南の平野。

　巨人族との戦いは、限りなく一方的に進んだ。

　対軍に優すぐれたペストの黒い風は、次々と巨人族を薙なぎ倒たおしていく。仮令取りこぼして後こう陣じんに突破されたとしても、飛鳥とディーンが一いつ気き呵か成せいに叩たたいた。

　囲まれてしまえば不利な飛鳥だが、敵が前面から押し寄せるならばどれだけの数が相手でも問題ではない。

　今もまた巨人族を押し倒し、雄お叫たけびを上げていた。

「ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」

「お疲れ様。これで後ろはあらかた片付いたかしら………？」

「───飛鳥！　もう一体向かっているぞ！」

　上空から降りてきたサラが飛鳥に叫さけぶ。

　その忠告通り、槍と鎖くさりを持った巨人族が此方に向かってきていた。ディーンはすかさず右みぎ腕うでを掲げるが、鎖を絡からめられて動きが一いつ瞬しゆん鈍にぶる。

　巨人族は片手の槍を突つきだし、飛鳥を狙った。

「こ、このっ！」

　飛鳥はサラに渡わたされた紅玉を構える。

　しかし彼女が行動する前に、一いつ閃せんが槍の穂ほ先さきを切り落とした。

「え………？」

「ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」

　飛鳥が戸と惑まどう間もなくディーンが巨人の頭を摑つかんで叩き付ける。二度三度と叩き付けられると、巨人は為なす術すべ無く沈ちん黙もくした。突とつ然ぜん折れた槍やりが不可解だと首を傾かしげた飛鳥だったが、まずは下降してきたサラに顔を向けた。

「サラ、もう帰ってきたの？」

「すまない。私たち攻こう略りやく組は空に現れた魔王によって退たい却きやくを余よ儀ぎなくされた。今はあの少年が………十六夜とグリーが残って戦っている」

「そう。でも十六夜君なら大だい丈じよう夫ぶよ。サラも私たちと一いつ緒しよに巨人族と戦いましょう」

　惨ざん敗ぱいしてきたサラを気にせず、あっさりと共きよう闘とうを申し込む飛鳥。

　サラは拍ひよう子し抜ぬけ半分、申し訳なさ半分で問い返す。

「………怒おこっていないのか？　私はお前たちの同士を任せられたというのに、彼まで置き去りにしてきたんだぞ」

「そうは言っても、相手は十六夜君でしょう？　なら問題ないわ。彼の事だからきっと、『俺が残るから、お前ら全員帰れ！』………とか何とか偉えらそうに言ったに決まってるわ」

　フン、と機き嫌げん悪く返す。とても癪しやくだが、彼女もそうやって守られてきた一人だ。非常時の行動ぐらいすぐ予測できる。

　そんな飛鳥に、サラは苦笑と少しばかりの皮肉で返した。

「彼を、信しん頼らいしているのだな」

「ギフトゲームだけならね。………それより、私を助けてくれたのは貴女あなた？」

「いや、それは違ちがう。今の一いつ矢しは向こうで戦っているフェイス・レスのものだ」

　サラが指差す方向を見る。

　飛鳥よりも遥はるかに前で戦っているフェイス・レスの周りには、数多あまたの巨人族の死体が散乱していた。ペストの黒い風の有効範はん囲い外がいから攻せめ込む巨人を受け持っていたのだろう。

　しかし最前線で戦っている彼女がこの後陣の、それもピンポイントで槍の穂先を切り落とすなど、並の武芸ではない。

「でも一矢って………弓？」

「ああ。この距離から当てるのだから大したものだ」

　飛鳥は意外そうな声を上げてフェイス・レスを見た。

　彼女は黒い風から逃のがれた巨人族に対し、ギフトカードから取り出した剛ごう弓きゆうを射っていた。

　矢を避よける者が現れれば次は剣けんを取り出し、刀身に仕込んだ蛇じや腹ばら剣けんを襲おそわせる。

　運よくそれさえも搔い潜くぐった者は、二本の剛ごう槍そうで斬きり伏ふせた。

　───ギフトカードを使った、武装の連続換かん装そう。

　遠えん距きよ離り・中ちゆう距きよ離り・近きん距きよ離りの状況に応じて敵や己に適したギフトを取り出し、戦せん況きようを有利に進める。それがフェイス・レスの戦術なのだろう。

「剛弓、蛇腹剣、二本の槍。状じよう況きように応じて武具を使い分けるのは常じよう套とう手しゆ段だんだが、あれほど特異な武具を完かん璧ぺきに使いこなす者は初めて見る。アレで余力を残して戦っているのだから恐おそろしいものだな」

　感心したように見つめるサラ。

　飛鳥もまた彼女の計算し尽くされた戦いに───正直、見み惚とれていた。

（状況に応じて………使い分ける………）

　理由は分からないが。

　彼女の戦い方は、強く飛鳥を惹ひきつけた。

「だが我々も負けてはいられない。後陣はあらかた片付いた。我々も敵地に乗り込もう」

「え、ええ。分かったわ。このままなら十分に押し切れて───」

　───ポロン、と琴きん線せんを弾はじく音。意い気き揚よう々ようと話していた二人は言葉を切り、敵地を睨にらみつけた。今の音色は幾いく度ども戦場を搔かき乱した〝黄金の竪たて琴ごと〟のもの。

　敵の主力が動き出したのだと、二人は視線で確かく認にんし合う。

「いよいよ佳か境きようだ。敵のギフトは理解しているか？」

「ええ。確か意識を混こん濁だくさせ、濃のう霧むを生み出す竪琴………だったかしら？」

「いや、操あやつれるのは濃霧だけではない。奪うばった時に調べてみたのだが、アレはケルト神群の大神が使った、由ゆい緒しよ正ただしい神格付きの竪琴。宿る力は喜き鬱うつの操作、睡すい眠みんの誘ゆう惑わく、そして天候操作。空には既すでに雷らい雲うんがあるから、落らく雷らいを呼び込まれると厄やつ介かいだ。気を付けろ」

「そう。随ずい分ぶんと多様ね………でもそこまで分かっていたのに奪われるなんて、ちょっと間が抜ぬけてないかしら？」

　ぐっ、と気まずそうに顔を逸そらすサラ。

「た、確かに奪い返されたのは私の落ち度だ。故ゆえにその汚お名めい、今から返上してみせよう」

「そう。なら私はその手て柄がらを横取りしましょうか」

　少し皮肉気に返す飛鳥。更さらにムッとするサラ。

　しかしそんな二人を他所よそに、前線では戦況が劇的に変わろうとしていた。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟東南の平野・最前線。

　黒い風を撒まき散らして敵を次々と倒していたペストだが、それもすでに飽あきが来ていた。属性的に優位な立場というのは楽でいいが、面おも白しろみに欠ける。

　此れではまだ飛鳥の方が楽しめたなーなどと思いつつ、着々と敵てき陣じんの中心まで歩を進めるペスト。彼女が歩いた後には例外なく黒死病に蝕むしばまれた巨きよ人じん族が倒れ伏していた。

　最早彼女の独どく壇だん場じようかと思われた戦場。それを嘲あざ笑わらうかのように、黄金の旋せん律りつが戦場を駆かけ巡めぐった。

　ペストは不快そうに眉まゆを歪ゆがめながら、敵陣中央を見つめる。

（これが例の旋律………？）

　話には聞いていたが、なるほど。唯ただでさえ下がっていたやる気が見る見るうちに無くなっていく。………もしかしたら、旋律とは無関係に下がっているのかもしれないが。

　どちらにせよ、敵は戦場全域に士気操作を行っているのだろう。

　黒死病に蝕むしばまれて死に体だった巨人族が、旋律に後押しされるかのように立ち上がり始めたのだ。

（ふぅん………戦場の士気を操作して無理やり戦わせるなんて、随分と小こ癪しやく。巨人族は全すべて捨て駒ごまということかしら）

　やる気を無くしていたペストだったが、敵のやり口に不快な火が灯ともる。

　ペストは自分の指に塡はめられた、もう一つの笛ふえ吹ふき道どう化けの指輪を一いち瞥べつし───

「───いいわ。〝名無し〟に使われるのも癪だけど、貴方あなたたちはそれ以上に不快よ」

　ペストは瀕ひん死しで立ち上がった巨人族を無視し、急きゆう上じよう昇しようする。巨人族の手が届かない位置まで上昇し、旋律の響ひびく敵本ほん陣じんの真上へと強きよう襲しゆうを仕し掛かけた。

　双そう掌しように集めた、八〇〇〇万もの怨えん嗟さによる衝しよう撃げき波は。それを保持したまま敵の眼前へと舞い降りる。

〝来らい寇こうの書〟を広げて儀ぎ式しきを行っていた黒いローブの女───アウラはそれに気づき、

「ふふ、待っていたわ〝黒死斑の御子ブラツク・パーチヤー〟。〝名無し〟の使いっ走りは楽しい？」

「ええ。少なくとも、貴女たちのように不快ではないわ」

　言うや否いなや、双掌を解放。黒い衝撃波は幾いく千万の悲鳴と共にアウラを襲う。

　しかし衝しよう撃げきはアウラの数歩手前で爆散した。

　突然のことに目を見張るペスト。アウラは口元を押さえてクスクスと笑った。

「〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟から切り離はなされて、随分と霊格そんざいが縮小してしまったのね。八〇〇〇万の死し霊りようを預かっている身でありながら、今の貴女は神しん霊れいには程ほど遠とおい。………どう？　もう一度私たちの元に来ない？　今度こそ貴女のその素す晴ばらしい素養に相応ふさわしい器うつわを用意するわ」

「……………」

　ペストは悠ゆう然ぜんとした姿勢を崩くずさず、連続して衝撃の波を打ち放つ。

　だがそれらはアウラの手前───いや、正確には儀式場を構築している円えん陣じんの手前で全て爆散してしまう。何か仕掛けがあるのは明白だ。

　アウラは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべながら、尚なおも甘言を続けた。

「ペスト。貴女は素養だけなら単身で神霊に為れるだけの霊格がある。貴女が保有するその霊群は規格外の規模と言っていい。新たな神群を構築することだって夢じゃない。貴女が望むなら数人の配下を与あたえてもいい。先だって渡した〝ハーメルンの笛吹き〟のような無能な三流木こっ端ぱ悪あく魔まではなく───」

「───黙れ」

　ビュッ、とアウラの頰ほおが切れた。黒い衝撃波を遮さえぎっていた円陣を、ペストが突とつ破ぱしたのだ。ローブの下で心底意外な顔をするアウラ。

　その驚おどろきは頰に負った傷よりもむしろ、憤ふん怒ぬの色を見せるペストに向けられた。

「………アウラ。私は一つだけ貴女たちに感謝していたわ。それは他ほかでもない、〝ハーメルンの笛吹き〟の魔道書グリモアを提供してくれたこと。その一点に関していうなら、私は間ま違ちがいなく貴女たちに義理も借りもあったわ。………だから今の交こう渉しようも、一考の価値はあったの」

「……………」

「でもオマエはたった今、それを捨て去った。そして吐はき捨てた。オマエ達にとっては只ただの捨て駒でも、〝グリムグリモワール・ハーメルン〟は……私の全てを賭として旗揚げし、彼らが命を捧ささげたコミュニティよ」

　ペストは静かな声でアウラを恫どう喝かつし、笛吹き道化の指輪が塡はめられた右手を握にぎりこむ。

　───本来、彼女は〝ハーメルンの笛吹き〟とは無関係な悪あく霊りよう群だ。〝ハーメルンの笛吹き〟から切り離された彼女を顕けん現げんさせる媒ばい介かいとしてこの指輪は極きわめて弱い。

　しかしこれは他ならぬペスト自身が望んだことだった。

　箱庭に呼び戻もどされた時に隷れい属ぞくする条件として提示したのが───

「どんな形でもいいから、〝グリムグリモワール・ハーメルン〟の旗印を残して欲しい。〝黒死斑の魔王〟の野望に殉じゆんじた、二人の同士の為に」

　───無論、彼女にそんな権限はない。

　魔王と為り、秩ちつ序じよを踏ふみ外して敗北した者に、そんな自由は与えられない。

　しかし再召しよう喚かんに連れ添そった白夜叉がペストの心情に更こう生せいの光明を見出し、その我わが侭ままを聞き届けた。そして彼女を縛しばる隷属の証あかしとして、笛吹き道化の印を刻んだのだ。

「その同士を侮ぶ辱じよくするという事は、私が掲かかげた旗を侮辱することと同意の行こう為い。──だから今此こ処こで、私たちの決別は成された。後はお互たがい殺し合うだけよ、古き魔ま法ほう使つかい」

「………そう。とても残念だわ」

　アウラはため息を吐き、本当に残念そうな素そ振ぶりで肩かたを落とした。

　一方その頃ころ、巨人族の本陣を突つき破って現れた飛鳥とディーンとサラ、そして追従した〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟同盟の幻げん獣じゆう・獣人たちがアウラの前に立つ。

　飛鳥はペストを横目で確認し、

「お疲つかれ様、ペスト」

「どういたしまして。でもまだ終わってないわ」

　一同の視線が一いつ斉せいにアウラへと集つどう。

　サラは代表者として前に進み出て、降こう伏ふく勧かん告こくをした。

「巨人族は全て我々が倒たおした。士気を操作して無理やり戦わせたようだが、所しよ詮せんは死に体の輩やから。我々の敵ではない。大人しく降伏し、その身を預けるが良い」

　言い終わり、剣を抜く。これが最さい後ご通つう牒ちようであるという意味だろう。

　巨人族を失い、四方を取り囲まれたアウラ。しかしその唇くちびるには憮ぶ然ぜんとした笑みが絶えず浮かんでいた。

　ペストは警けい戒かいしつつ、飛鳥とサラに告げる。

「気を付けて。この人は巨人と同じ人類の幻獣───通つう称しよう〝魔法使い〟と呼ばれる者よ」

「………魔法使い？　それってあの、絵本に出てくるような？」

「そっ。中でもコイツは〝妖精フエアリー〟の語源に相当する〝フェイ〟と呼ばれる絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆ。代表的なのは『アーサー王物語』の〝湖の乙女おとめ〟やモリガン、『灰かぶり姫ひめ』の〝小さな魔法使い〟とかと同系統。人類カテゴリーじゃ最上級のキワモノね」

「好き放題言ってくれるわね。でもそういう事は、戦いが始まる前に伝えておく物よ？」

「言ったでしょ。ついさっきまでは義理も借りもあったと。………それに、ジンも赤い人もヘンテコ男も化け物ウサギも、示し合わせたように聞いてこないんだもの。変なところで義ぎ理り堅がたいと思わない？」

　悠然と告げたペストは、〝アンダーウッド〟の本陣を見る。

　ペストの五感を通して戦せん況きようを窺うかがっていたジンは、思わずドキリとした。

（………覗のぞき魔）

（ち、違ちが、）

　頭の中で言葉を作る。するとジンからもしっかり反応が返ってきた。

　なるほど。同調シンクロしていると思考が通じるのか。これは面白いことを知ったなー、とほくそ笑むペスト。遊べそうな材料を見つけ機き嫌げんを取り直したペストはアウラに視線を戻し、

「さっ、終わりにしましょうアウラ。今なら特別待たい遇ぐうとして、三食首輪付き年増女中として生かしてもらえるよう、交渉してあげてもいいわ」

「……………」

　ペストの言葉に表情を消すアウラ。

　彼女は自分を包囲する数多あまたの軍勢を一度見回し、ボソリと呟つぶやいた。

「………ペスト。貴女あなたは何故なぜ、巨人族が黒死病に弱いか知っている？」

「え？」

「それはとある強大な力を持つ巨人族が、他の巨人族を支配していたことに起因するわ。〝黒死病を操あやつり、築き上げた支配体系〟。これが巨人族の呪のろいとして、貴女を優位に立たせている。───でも逆説的に考えてみて？　〝黒死病によって支配された巨人族〟がいるなら、〝黒死病で支配していた巨人族〟も存在していたはずよね？」

　………何？　と様々な場所で声が上がる。

　アウラは〝来寇の書〟を閉じ、儀式場に安置された〝バロールの死眼〟を手に取る。

　何をするつもりかと眉を顰ひそめるペスト。

　そんな彼女の脳のう裏りに、ジンの悲鳴のような言葉が響いた。

（ペスト、彼女を倒して！　今すぐだッ!!）

（え？）

（やられたッ！　バロールだッ！　彼女の言う〝黒死病による支配体系〟を築いたのは、バロールが率いた部族のことだッ！　もしかしたら敵の狙ねらいは………!!!）

　ジンの言葉でペストも敵の狙いを直感し、黒死病で倒れている巨きよ人じん族を見る。

　しかしアウラは嘲笑うかのように〝バロールの死眼〟を掲げ、

「さようなら、〝黒死斑の御子〟！　そして〝龍角を持つ鷲獅子〟同盟の皆みなさんと、その他大勢の皆さん！　不用意に全軍を進めた、貴方たちの敗北よ………！」

〝バロールの死眼〟が一いつ瞬しゆん、戦場を満たすほどの黒い光を放つ。

　死眼の光を受けて死を覚かく悟ごしたサラ達だったが、別段身体に別状はない。

　何故だと訝いぶかしげに顔を見合わせる一同。しかし次の刹せつ那な───

「「「「「ウオオオオオオオオオオッォォォォォォォ──────!!!」」」」」

　黒死病から解放された巨人族が、鬨ときの声を上げて彼らを包囲した。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟東南の平野。

　黒ウサギは額から光る汗あせを流し、縦じゆう横おう無む尽じんに戦場を飛び回っていた。

〝疑似神格・金剛杵ヴアジユラ・レプリカ〟を失った以上、彼女の武装ギフトは〝マハーバーラタの紙し片へん〟が二枚のみ。

　しかもこの二つの使用には、極めて危険なリスクが伴ともなう。

（前回は飛鳥さんに協力してもらいましたが………この女の子を飛鳥さんに近づけるのは危険すぎる………！）

　黒ウサギを追う、黒くろ髪かみの少女。

　この少女───リンの機動力は黒ウサギや十六夜に匹ひつ敵てきするほどの力がある。十六夜が空で戦っている以上、この場で彼女を抑おさえられるのは黒ウサギしかいない。

　常に付かず離れずの距きよ離りでナイフを投げるだけの彼女だが、それも黒ウサギを捕捉する速度で投擲されている。辛かろうじて避よけ続けているが、それも何時いつまで持つものか。

（それに先ほどの光………〝バロールの死眼〟が解放されたのは最早確定的！　本体の召喚はされなかったようですが、敵が切り札を切ったのは間違いありません！　何としても彼女から距離を取って神しん槍そうを召喚せねば………！）

　黒死病で倒れていた巨人族も続々と復活し始めている。今すぐにでも向かいたいところだというのに、この娘むすめは………！

「意識がまばらだよ、ウサギさん！」

　そう言って大量のナイフを投げつけるリン。

　最も早はや何度目か分からない攻こう防ぼうに身構える黒ウサギだったが───そのナイフは全すべて、蛇だ蝎かつの剣けん閃せんによって叩たたき落とされた。

「わっ………!?」

「噓うそ！」

　ジャラ、と這はいずるような金属音。二人の間に割って入ったのは仮面を付けた騎き士し、フェイス・レスだった。

　彼女は首から上だけ黒ウサギに振ふり返り、

「───加勢します。〝バロールの死眼〟を止めて下さい」

「………っ、加勢、感謝します！」

　そうだ、まだ彼女がいたのだと、天に感謝する想おもいで離り脱だつする黒ウサギ。

　正に脱だつ兎との如ごとくその場を走り去る。リンは黒ウサギを追おうとするが、その間にフェイス・レスが立ち塞ふさがった。

　リンはむっと眉まゆを顰めながら彼女を睨にらみつける。

「貴女、確か〝クイーン・ハロウィン〟の寵ちよう愛あい者ですよね？　私たちを倒すように命令されたのですか？」

「いいえ。今回はそれが目的ではありません。純じゆん粋すいな交友によるものです」

　リンは一瞬、聞き間ま違ちがえたかのように目をパチクリさせた。

「こ、交友？　〝クイーン・ハロウィン〟の寵愛者が？」

「はい。私は〝ウィル・オ・ウィスプ〟に客分として招かれている身分。その付き合いで来ただけです」

　つまり只ただの偶ぐう然ぜんで魔王と鉢はち合あわせた、と。抑よく揚ようの無い声で正面切ってそう言われると少し申し訳なくもあり、反応しにくい。

　フェイス・レスは至って真面まじ目めな口調のまま、愛用の蛇じや腹ばら剣けんを収め、

「それに貴女を倒すというのは、今の兵装では不可能でしょうから。お互い痛み分けで済ませていただきたいところです」

「………あれ？　私が何をしているか分かるの？」

　フェイス・レスは僅わずかに首しゆ肯こうし、

「どのような概がい念ねんの御み業わざかは知りませんが………貴女が操っているのは、物体と物体の概念的な〝距離〟と推測できます」

　淡たん々たんと答えるフェイス・レス。今度こそリンはびっくらこいた。

　幼い瞳ひとみを丸くさせ、構えたナイフを取り落としそうになったほどである。

「え、えーっと………何故分かりました？　私、何か失敗したでしょうか？」

「それほど大層なものではありません。貴女の投げたナイフは、黒ウサギの横を通過し、すぐ後ろで地面に落下しました。それが不自然だったというだけのこと。………速度と飛ひ距きよ離りが比例しないという事は、貴女が行っている手品は必然的に時間操作・空間操作の二択たくになります」

　やはり淡々と、抑揚のない声で応じるフェイス・レス。

　しかし種が分かったところで打つ手がない。彼女に対する攻こう撃げきは恐おそらく、〝当たらない〟でも〝通じない〟でもなく〝届かない〟のだ。

　此れはある意味で、不死よりも厄やつ介かいなギフトと言えるだろう。この箱庭には不死殺しがあり、奇き跡せきを貫つらぬく武具がある。しかしそれも届かなければ意味がない。

「遠く離はなれた場所に陣じん取どっていた巨人族が突とつ如じよとして現れたのも、同様の能力で説明が付きます。そして〝疑似神格・金剛杵〟と〝軍神槍・金剛杵ヴアジユラ〟の稲いな妻ずまを防いだ方法も。これらは全て莫ばく大だいな〝距離の壁かべ〟によって抑え込まれたと推測可能です」

「……………、」

「これは私の知る中でも、飛び抜ぬけて奇き抜ばつなギフトです。しかし〝マクスウェルの悪あく魔ま〟や〝ラプラスの悪魔〟と同系統の学術的な概念を顕けん現げんさせたのなら、これも不可能なことではありません」

「………うん。ほとんど正解だよ、よくしゃべる仮面のお姉さん」

　リンは肩かたを竦すくめ、皮肉を込めて笑う。

　フェイス・レスは片眉だけ歪ゆがませて、小首を傾かしげた。

「それで、どうしますか？　戦いますか？」

「………いいえ。貴女には興味があるんだけど、此こ処こは退ひかせてもらいます。時間は稼かせいだし、何より〝クイーン・ハロウィン〟を敵に回すのは時じ期き尚しよう早そうだもの」

「賢けん明めいです。何いずれにせよこのゲームはもうすぐ決着がつくでしょうから」

　───え？　と小首を傾げるリン。

　フェイス・レスは雷らい雲うんに阻はばまれた太陽を見つめ、

「先ほど白夜叉が、仏門に神格を返上しました」

「………噓、」

「真実です。三年前と同じ愚ぐ行こうは繰くり返さないという事でしょう。こうなった以上、貴女たちが送り込んだ魔ま王おうも風前の灯ともし火び。このお祭り騒さわぎは後日、彼女が幕を引きます」

　静せい謐ひつな声こわ音ねで告げるフェイス・レス。

　リンは顔に苦く渋じゆうの色を滲にじませたまま空を見上げ、戦場から姿を消した。フェイス・レスは巨人族が復活したことでより混こん沌とんとなった戦場を見み据すえ、ため息を吐ついた。

「私もこの辺りが潮時です。後は任せましたよ、ジャック」

　呟きと共に霞かすみの如く離脱する。二人がいた場所はやがて巨人族に踏ふみ荒あらされ、その痕こん跡せきの全てが土つち埃ぼこりと共に消え去った。








　幕間その八







　───〝アンダーウッド〟上空・３０００ｍ地点。

　鋼はがねの衝しよう突とつが火花を散らし、二つの翼つばさが高速で飛ひ翔しようする。

　魔王レティシアと、鷲わし獅じ子しの空中戦。しかし如何いかに空の王者といえど、敵は神格を持っている。機動力で劣おとることに加えてレティシアには龍りゆうの影かげで造り出した無む尽じんの武器を射出するギフトがある。十六夜いざよいが三叉またの槍やりで弾はじき返しているから持ちこたえているが、上陸は極きわめて困難な戦せん況きようとなっていた。

　グリーは一度下降して距離をとり、口くち惜おしそうにレティシアを睨んだ。

「クッ、なんという奴やつだ！　上陸する隙すきがまるでない！」

「ああ。城から一定の距離を取ればそれ以上追ってこないが、それが逆に厄介だ。専守防衛ってのがこうも面めん倒どうくさいとは思わなかった」

　接近と後退、左右に旋せん回かいしての揺ゆさぶりをかけてみるが、レティシアの影ははまるで揺るがない。いっそ城まで跳ちよう躍やくして飛び込んでやろうかとも思ったが、余りにもリスキーなので考えを改めた。

「さて、参った。いよいよもって手て詰づまりになってきたぞ」

「ええい、楽しそうに言うな戯たわけ！」

　叱しつ責せきするグリー。肩を竦める十六夜。だが今回に限って言えば、本当に彼も困っていた。

　それもそのはず。これは初めての騎き乗じよう戦に空中戦。しかも不慣れな武器を使った戦いだ。

　故郷では手加減する為ために銃じゆうを使うことはあっても、剣や槍を使う経験はなかった。何事にもその身一つで挑いどんできた十六夜にとってこの空中戦は、前提からして圧あつ倒とう的に不利なのだ。

「………上陸さえ出来ればどうにでもなるんだがな。今はこのまま根こん競くらべを続けるしかない。悪いが持久戦は覚悟してもらうぞ」

　三叉の槍を振って構える十六夜。グリーも鼻を鳴らして応こたえた。

　戦いを再開しようとした二人だったが、眼下から放射される強きよう烈れつな光に瞳を奪うばわれ、足を止めた。

　地上から遥はるか離れた上空まで届く、強烈な光。

　グリーの顔色は瞬しゆん時じに真っ青となった。

「バ、〝バロールの威い光こう〟………!?」

「………間ま違ちがいないのか？」

「あ、ああ。十年前に見た時と同じ光だ。まさか連中が、〝バロールの死眼〟を使ったというのか………!?」

　動どう揺ようを隠かくせず狼ろう狽ばいする。当時を知る彼にとって死を呼ぶ〝バロールの威光〟はそれだけで恐きよう怖ふの対象なのだろう。

　十六夜は表情から遊びを無くし、手た綱づなを放して告げた。

「………ここまで、だな」

「どうする？　地上に加勢するのか？」

「いや、それはアンタだけで行ってくれ。俺は一か八ばちか、此処から跳とんでみる」

　十六夜は鞍くらの上に立ち、吸きゆう血けつ鬼きの古城を見上げる。

　グリーは慌あわてて止めた。

「ま、待て！　それはリスクが高すぎるから止やめると言っていただろう!?」

「まあな。空中で狙ねらい撃うちされるし、城の周辺が無防備とも限らない。………でも他ほかに方法がないからな。無傷での上陸は諦あきらめるしかない」

「だから時間をかければ、」

「その時間が無くなったから言ってるんだろうが。敵が〝バロールの死眼〟を投入してきたってことは、休戦期間で一気に勝負を決める計画だってことだ。なら城内にいる春日かすか部べたちにも危険が及およんでいる可能性が高い」

　ハッと言葉を吞のみ込むグリー。それは大いに有り得る可能性だった。

「だから敵城に乗り込み、春日部たちと合流して安全を確保。俺は春日部達にクリア条件を伝えてすぐ地上へととんぼ返り。此れがベストの手順だ」

「しかしお前が重傷を負っては元も子もないだろう!?」

「何、五体が繫つながっていれば安いもんさ。あとは食って寝ねればすぐ治る」

　ヤハハと笑い、体を屈かがめる。なるべく速度を出す為だろう。

　全身に力を込めた十六夜は、少し真面目な声で、

「………下の連中を頼たのんだ。御おチビの奴は『任せて下さい』とか言ってたが、まだまだ情けない奴だ。俺が戻もどるまで助けてやってくれ」

「───っ……」

　グリーはその言葉で、十六夜がどのような心積もりでいたかを理解した。

　この男は初めから………全すべてを、自分の手で解決するつもりだったのだ。

　囚とらわれた同士を救い、難解な謎なぞを解き、敵の主犯を討うち取り、魔王を打だ倒とうする。

　その全てを人の身一つで完かん遂すいする。他の者が口にすれば失しつ笑しようを誘さそうだけだろうが………この男に限れば、それが可能かもしれない。

　そんな希望を見出したからこそ───グリーは、決意を固めた。

「………駄だ目めだな」

「何っ？」

「あの少年は『任せて下さい』と言ったのだろう？　そしてお前は『任せた』と応えたはずだ。なのに援えん軍ぐんを送るなど、同士の決意に対する裏切り行こう為いに他ならん」

「ああいや、別にそういうつもりじゃ、」

「私も同じだ。この戦いでお前の足となり、翼となり戦うつもりだと伝えたはずだろう。だから命を懸かけるなら───それはまず、私でなければならん！」

　それだけ伝えると、グリーは甲かん高だかい雄お叫たけびを上げた。

　鷲わしの頭を高く上げ、獅し子しの身体からだを撓しならせたグリーは、大気が竜たつ巻まくほどの旋せん風ぷうを巻き上げて古城へと突とつ進しんを仕し掛かけた。

　鞍の上に立っていた十六夜は慌てて手綱と槍やりを握にぎって叫さけぶ。

「お、お前………！」

「来るぞッ！　構えろ十六夜ッ!!」

　四し肢しで空を踏みしめ、全力で疾しつ走そうする鷲獅子。

　レティシアの影は無表情のまま、煌こう々こうと靡なびく金きん髪ぱつと外がい套とうをはためかせて迎むかえ撃つ。

　龍の〝遺い影えい〟はさながら豪ごう雨うの様に四方八方から鷲獅子に襲おそい掛かかる。その数量たるや今までの比ではない。十六夜でも辛かろうじて撃ち落としきれるかという瀬せ戸と際ぎわの攻こう防ぼうが行われる中、鷲獅子は只ただ真っ直すぐに敵城へと駆かけ上がっていく。

「雄々オオオオオオオォォォォォォォ!!!」

　敵城まで、残り１００ｍ。鷲獅子の速度をもってすれば刹せつ那なに満たない時間で走りきることが出来る距きよ離り。だがコンマ以下の攻防が嫌いやに長い。十六夜も一いつ切さいの言葉を吐かず、只一心に投とう擲てきされる黒い豪雨を振ふり払はらった。

　猛もう攻こうに次ぐ猛攻。しかしグリーは決して歩みを止めなかった。

　二人は敵城の断だん崖がいに手が届く距離まで疾走し───途と端たん、影に翼を食い千切られた。

「ガッッッ………!!!」

「グリー!!」

　影は槍から牙きばへと姿を変え、鷲の翼を引き千切って咀そ嚼しやくする。

　獅子の背中から紅あかい血ち飛沫しぶきが上がる。燃えるような激痛が翼の付け根を襲う。鷲獅子の誇ほこりとして来た鷲の翼の喪そう失しつ、その屈くつ辱じよくを受けながらも尚なお、空を踏みしめて走った。

　前足の鉤かぎ爪づめで風を捉とらえ、獣けものの後ろ足で大気を蹴ける。

　二人は城下街を囲う最さい端たんの城じよう壁へきに転がり込んだ。十六夜は頭を上げ、閉とざされた外門をすぐに蹴り崩くずし、グリーを担かついで城下街へと向かう。

「この馬ば鹿かが………！　五体満足なら儲もうけものと初めに言っただろう!!」

「………気に、するな。私の翼とお前の手足では、希望の度合いが違ちがう。どちらが〝アンダーウッド〟を救える可能性が高いかは、火を見るより明らかだ」

〝アンダーウッド〟の為なら安いものだ、と。そう言って脂あぶら汗あせを垂らしながら笑う。

　十六夜は舌打ちして学ランを脱ぬぎ、翼の止血に使う。元々片かた袖そでが引き千切れて使えなくなっていたが、此処までボロボロになるともう二度と着ることは出来ないだろう。

　十六夜は不ふ機き嫌げんそうに舌打ちを繰り返し、

「クソ。一つしかない一いつ張ちよう羅らだってのに、どうしてくれる」

「それは、悪かったな………」

　息を荒あらくしながら苦笑するグリー。十六夜は止血が終わると廃はい墟きよの隙すき間まから外を確かく認にんする。空にはやはりレティシアの影が見え隠れしていた。

「………追ってきているな」

「そうか………しばし姿を隠してから耀ようたちを探しに、」

「いいや、予定変更だ。………どっかの馬鹿のおかげで、倒たおす理由が出来ちまった」

　何？　と問い返すグリー。

　十六夜は応えず、鋭えい利りな怒いかりを双そう眸ぼうに浮うかべて廃墟から出て行った。

　廃墟から一いつ瞬しゆんで跳び去った十六夜は外がい郭かくに立ち、城下街を見下ろす。

（………兵つわもの共が夢の跡あとって奴か。しっかし空の古城といえばもっとこう、古代文明を包む緑豊かな場所であって欲しいね。これだけ殺風景だとロマンもへったくれもない）

　フン、と不満そうに鼻を鳴らす。珍めずらしく辛から口くちの評価だが仕方がない。今は虫の居所が最悪に悪い。かつてないほどに悪い。

　十六夜は十七年間生きてきたが、命に関かかわる借りを作ったことはとんと記き憶おくにない。それこそ金糸雀カナリアにだってなかったはずだ。

　それを箱庭に来て早々、借りを作ることになってしまった。とんだ大散財である。

　十六夜は度たび重なる攻防でボロボロになった三叉またの槍やりを掲かかげ、




「利子分は払ってもらうぞ…………このレティシアもどきが───!!!」




　第三宇宙速度を遥かに凌りよう駕がした一投で、宣戦布告をした。

　不意を受けたレティシアは目を見開きながら旋回し、辛うじて避よけた。が、十六夜が蹴り飛ばした外郭の欠片かけらが追つい撃げきで襲う。

　それは弾だん丸がんなどという生易しいものではない。一石一石が爆ばく撃げきのような破は壊かい力と速度を保持している。流石さすがに受けきれぬと判断したレティシアは外套を影かげの衣ころもとし纏まとうように閉じ籠こもる。十六夜が蹴りだした爆撃は盛大な音を立てて衝しよう突とつしたが、レティシアは無傷だ。

　しかし、十六夜にとってそんなことは関係なかった。

　一瞬でも目め眩くらましになったのなら上々。十六夜は右の拳こぶしを握りこんだままレティシアへ突進を仕掛ける。

　だがレティシアは影の衣で自身を守ったまま、幾いく百の黒槍を装そう塡てんして十六夜を狙う。姿が見えようと見えまいと、全方位に撃てば問題ないという事だろう。

　一いつ斉せい射しや撃げきで隙間もないレティシアの懐ふところに、それでも十六夜は拳を構えて飛び込む。

　その瞳ひとみには恐おそれなどない。退く事など初めから脳のう裏りにない。十六夜のらしからぬ捨て身の突進は、幾百の黒槍の雨をものともせず、血飛沫を振りまきつつも影の衣を打ち砕くだいた。

　廃墟の隙間から偶ぐう然ぜん見上げていたグリーは舌を巻いたように唸うなる。

「な、なんと………！」

　連続する猛攻を見て、先ほどの苦言が負け惜おしみでなかったことを実感する。『上陸さえ出来ればどうにでもなる』と告げた彼は、文字通りレティシアを圧あつ倒とうしていた。

　十六夜は影の衣から引きずり出したレティシアの胸むな元もとを摑つかみ、城下街へと叩たたき付ける。全身を強打したレティシアは僅わずかに痙けい攣れんし、身動きが取れなくなる。

　その上から覆おおいかぶさった十六夜は、レティシアの影が不意に刮かつ目もくするほど獰どう猛もうな光を瞳に湛たたえたまま───

「マウントポジション………!!!　終わりだ、レティシアもどきッ!!!」

　乱打した。

　先程ほどのお返しとばかりに、髪かみの毛の先の塵ちりの先っぽほどの隙間もなくなるほどに乱打乱打乱打した。古城全域が崩れるのではないかと懸け念ねんするほど一心不乱に乱打した。

　一打受ければ百倍返しだと語るその姿は、鬼き神しんか羅ら刹せつかと思わせるほどの凶きよう暴ぼうさで全身を打ち砕く。

　───開戦から僅か一分。レティシアの形をした影は、跡あと形かたもなく消し飛んでいた。

　十六夜は自分が作ほった巨きよ大だいなクレーターの中心で、パンパンと埃ほこりを払い、

「………まあ神格があると言っても、本人じゃないならこの程度だろ」

「─────、」

　グリーは、完全に開いた口が塞ふさがらなかった。背中の痛みが無ければ本当に放心したまま呆ほうけていたかもしれない。

　十六夜が廃墟に戻ったとき、グリーは気まずそうに尋たずねた。

「………もしや、余計なことをしたか？」

「うん？」

「いや、正直に言うと………私はお前を見くびっていた。よもやこれほど一いつ気き呵か成せいに倒せるなどとは………」

　ああ。そういうことか、と気まずそうに腰こしに手を当て、

「別に、さっき言ったことは噓うそじゃない。俺が単身で突とつ撃げきしていたら、撃ち落とされていた可能性の方が大きい。本当に手足を失っていたかもしれない。だから………まあ、何だ。正直に言うと、とても助かった。ありがとよ、グリー」

　十六夜は額の血を拭ふき、丁てい寧ねいに礼を述べた。

「この埋うめ合わせは必ずする。けどまずは止血をしっかりしてから、春日部たちを探す」

「わかった………ぬ、」

　ガタッ、と物音。十六夜とグリーが訝いぶかしげな瞳で廃墟の入り口を見る。

　其そ処こには柱に隠かくれながら二人を窺うかがう、ランタンを持った人形が浮いていた。




　　　　＊




　───吸きゆう血けつ鬼きの古城・黄道の玉座。

「───ぁ、ん、ああ………!!!」

　ビクンッ！　と体を激しく跳はねさせて、レティシアは意識を取り戻した。その全身からは上気するほど汗あせを搔かき、肌はだも紅く染まっている。体には極度の疲ひ労ろう感かんがあった。

　煌々と輝かがやく金髪を左右に振り、朦もう朧ろうとした意識で周囲を見回す。

「はあ、はあ………此こ処こ、は………？」

　明かりの無い部屋は薄うす暗ぐらく、石造りの独特な匂においが鼻び腔こうを刺し激げきした。

　何処どこか懐なつかしい匂いが充じゆう満まんしている空間。どうやら知っている場所らしい。

　ぐるりと見回したレティシアは、頭上に敷しき詰つめられた煌びやかな水すい晶しようを見て、ようやく自分の居場所を悟さとった。

「こ、黄道の玉座………!?　何で此処に───」

「あ、レティシア。気が付いた？」

　ハッと周囲を見回す。其処には耀にジャック、そしてガロロ大老がいた。

「耀、ジャック………！　そ、それにガロロまで、」

「おう、懐かしいなレティシア。二十年ぶりぐらいかい？」

　健康そうな歯並びを見せて笑うガロロ。何故なぜ彼が此処にいるのかは分からない。が、玉座に繫つながれた鎖くさりに気づき、己おのれの状じよう況きようを把は握あくした。

「そうか………私は再び、魔ま王おうと為ったのだな」

　沈ちん鬱うつな面おも持もちで呟つぶやくレティシア。先ほど体を襲った衝しよう撃げきも、それで合が点てんがいった。

（先ほどの衝撃………誰だれかが、私の影を倒したということか）

　しかし誰が───と一瞬疑問に思ったが、すぐに解答が出た。というか彼しかいないだろうと結論を出して、小さく笑いだしてしまった。こんな時だというのに。

「でも驚おどろいたぜ。金糸雀の姐あね御ごは『〝魔王ドラキュラ〟を倒してきたぜ！』とか言ってたからな。俺はてっきりアンタを隷れい属ぞくさせたものかと思ってたんだが………」

　歯切れ悪く言葉を切る。レティシアは一転して表情を曇くもらせ、俯うつむいた。

　ガロロが吸血鬼の内情に詳くわしかったのは他ほかでもない。レティシア本人と、その救出者である金糸雀から聞いていた情報だった。

　レティシアは玉座の上で身動ぎしながら天を仰あおぎ、

「諸事情があってな。金糸雀はゲームをクリアするのではなく、〝ゲームの無期限中断の条件〟をクリアすることで、私をゲームから切り離はなしたのだ」

「そうだったのか………それで、金糸雀の姐御は？　やっぱり三年前から行方ゆくえ不明で？」

「あ、ああ。だがアイツのことだ。どんな場所でものらりくらりと、楽しい人生を送っているに違いない」

　それもそうか、と快活に笑うガロロ。

　その笑え顔がおを見て、レティシアの顔色は一層暗いものとなった。

「そ、それはそうとガロロ。お前は此処で何を………？」

「そりゃ、アンタのゲームをクリアしに来たに決まってるだろ？　なあ、耀お嬢じようちゃん」

　ガロロに呼ばれ、玉座の周囲を探さぐっていた耀が顔を上げる。

「うん。解けたのは第三勝利条件だけだけど」

　それだけ告げて、また玉座の周囲を探る。床ゆかは調べ終わったのか、今度は石室の壁かべを念入りに調べ回す。暫しばらくすると、何か窪くぼみを押すような音が聞こえた。

「あった………！　ジャック！　方角は？」

「ええと、そっちは処女宮があった方角かと」

「ありがと。此処に処女宮の欠片を置いて、後はここを基準に十二等分すれば………」

　ガコン、と何かが塡はまる音。レティシアは己の元居城にそんな絡から繰くり仕じ掛かけがあったのかと、思わず目を丸くして驚いた。

「よ、耀。それは私たちの神しん殿でんに安置されていたものじゃないか。一体何を………？」

「………？　レティシアはゲームの内容を知ってるんじゃないの？」

　キョトン、と見つめ返す耀。

　レティシアは思わず心臓が飛び跳ねたが、隠していても仕方がない。

「実はこのゲームだが、他人に任せて作らせたものでな。本来の〝主催者権限ホストマスター〟のゲーム内容とは大おお幅はばにかけ離れているんだ」

「そっか。じゃあやっぱり、この部屋の仕掛けはゲームとは無関係の物なんだね」

　そう言って次の欠片を塡める耀。其処で一度手を止め、レティシアに振ふり返る。

「レティシア。この空飛ぶお城って、元々は衛星───じゃなくて。えっと、世界の周りをぐるぐると回るお城だったんじゃないかな？」

　突とつ然ぜんの質問に、レティシアは息を吞のんで驚いた。

「あ、ああ。我々吸血鬼は世界の系統樹が乱れないように監かん視しする種族だったからな。吸血行こう為いによる種族変化もその名残なごりだ」

「そう。なら監視衛星だったんだね。………うん、そこは分からなかったな」

　ガコン、と三つ目を塡める音。

「私が今塡め込んでるのは、吸血鬼の城が正しく飛ぶ為に使っていたと思われる物。そして〝砕かれた星空〟の二つ目の解答。それがこの〝天てん球きゆう儀ぎ〟の欠片だよ」

　レティシアが息を吞む。同時に、ガコンと四つ目の音がした。




　───〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING〟の第三勝利条件。

　まず〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT〟とは太陽同期軌き道どうという言葉に変へん換かんされる。

　この言葉から連想した通り〝獣けものの帯〟は〝獣帯ゾデイアツク〟と解かい釈しやくする。このワードから連想されるのは〝砕かれた星空〟の第一解釈。即すなわち〝黄道の十二宮〟と天体分ぶん割かつ法のことだ。

　しかしこのままでは〝黄道十二宮を捧ささげよ〟という支し離り滅めつ裂れつな文章になる。

『〝砕かれた星空〟を捧げる』という勝利条件である以上、〝砕かれた星空〟は捧げることが可能な、形ある何かの暗あん喩ゆでなければいけないのだ。




　耀は十個目の欠片を塡め込み、少し自じ慢まんげに小さな胸を張った。

「後は〝The PIED PIPER of HAMELIN〟の応用かな。〝偽いつわりの伝承〟と〝真実の伝承〟が『砕き、掲げる』ことが出来る代しろ物ものだったように。この〝砕かれた星空〟も『砕き、捧げる』ことが出来る星空が描えがかれた物………つまり、天球儀という解答になる」

「な、なんと………！」

　レティシアは心の底から感かん嘆たんした声を上げた。ゲーム開始前まで悩なやんでいた彼女が自分の開かい催さいしたギフトゲームを攻こう略りやくするなど、考えてもみなかったのだろう。

「素す晴ばらしい………！　見直したぞ耀！　いや、マイマスター！」

「そ、その呼び方はちょっと恥はずかしいから止やめて欲しい。………それに私がゲームを解けたのはガロロさんやジャック、他にもみんな協力してくれたからだ。何より、十六夜が〝The PIED PIPER of HAMELIN〟を解いている様子を見ていたからだもの」

「それこそ何を謙けん遜そんすることがある！　同士の戦果から学び、己の戦果を挙げる！　これぞコミュニティの理想的な高め合いではないかッ！」

　珍めずらしく熱のこもった声でべた褒ぼめするレティシア。

　何処か寂さみしげな翳かげのあった耀が、誰かと協力してゲームを攻略し、それが同士である十六夜のおかげだとも言ったのだ。

　コミュニティの年長者としてこれほど嬉うれしいことは無いだろう。

（何時いつまでも問題児と思っていたが………皆みな、成長しているのだな………）

　安心したように耀を見つめ、肩かたの荷が下りたように玉座に凭もたれ掛かかる。初めて出会った時の、彼女の審美眼は正しかった。この三人なら安心してコミュニティを任せられると、天を仰いで安あん堵どのため息を吐ついた。

　耀も恥ずかしそうに頭を搔き、十二個目の欠片かけらを手に取った。

「此れが、最後の欠片」

「ヤホホ！　これでゲームクリアですね！」

　耀も頷うなずき、壁の仕掛けに欠片を塡め込む。中でガコン！　と何かが動く音がして───

「……………」

「……………」

「……………？」

　しかし、なにもおこらなかった。

「………………………………………………………………………………………………あれ、」

　サァ、と耀の血の気が引く。あれだけ自慢げに解説した答えが間ま違ちがっていたとは流石さすがに思いたくない。一同はそれぞれの顔を見合わせ、小首を傾かしげ合う。するとレティシアが、

「………始まった」

「え？」

「ゲームが再開されたッ!!!　私が巨きよ龍りゆうを抑おさえておくうちに、勝利条件を完成させろッ!!!　さもないと私が………〝アンダーウッド〟を………!!!」




「────ＧＹＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａ!!!」




　古城に巨龍の雄お叫たけびが響ひびき、雷らい雲うんの稲いな光びかりが差し込む。

　数日前、〝アンダーウッド〟を滅ほろぼしかけた巨龍の出現。

　回かい廊ろうで待っていたキリノは恐きよう怖ふに顔色を染めたまま息せき切って入ってきた。

「み、みなさん！　今の雄叫びはまさか………!?」

「ほ、本当にゲームが再開されたっていうのか!?」

「でもどうして!?　休戦期間はまだあるし、主催者は不ふ可か侵しんじゃ───」

　ハッ、と耀が言葉を切る。他の全員も気が付いたように息を吞んだ。

「………まさか………私がゲームをクリアしようとしたから、休戦期間が、強制的に終わった………？　私が間違ったせいで、巨龍が………!?」

「違ちがう！　耀は間違ってなどいない！　正解だからこそ、再開されたんだ！」

　え、とレティシアを見る。彼女も同じように動どう揺ようしているが、その瞳ひとみにはまだ冷静な色が浮うかんでいる。レティシアは耀を落ち着かせるような声こわ音ねで、

「いいか、耀。お前の推論は正しい。だからこそゲームが再開された。………わかるか？クリアに近づいたからこそ、休戦期間が終わったんだ」

「………？　えっと、どういう………？」

「つまり、何かが足りないんだ。完成した解答に至るための何かが」

　極きわめて冷静に、あと一歩だと訴うつたえるレティシア。耀も落ち込んでいる場合ではないと悟さとり、両りよう頰ほおを思いっきり叩たたいて気合いを入れた。

「………ガロロさん。〝契約書類ギアスロール〟を見せて。何か見落としてるのかもしれない」

「おう」

　短い返答。すぐに懐ふところから羊皮紙を取り出すガロロ。

　耀はもう一度、勝利条件三、四の内容を確かく認にんした。




『ギフトゲーム名〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING〟


　　　・プレイヤー側　勝利条件




　　　　　三、砕くだかれた星空を集め、獣の帯を玉座に捧げよ。

　　　　　四、玉座に正された獣の帯を導しるべに、鎖くさりに繫つながれた革命主導者の心臓を撃うて』






「………わかるか？」

「……………、」

　わからない、と心の中で呟つぶやく。しかしそれを口にすることは出来ない。

　城の外では巨龍の絶ぜつ叫きようと雷らい鳴めいが轟とどろき、城全域を揺ゆらしている。レティシアが抑えていると言っても、地上に舞まい降りるまでそれほどかかるまい。一分でも一秒でも早く解答を出す必要がある。ガロロは耀の肩を強く握にぎりしめて激げき励れいする。

「大だい丈じよう夫ぶだ、冷静になればきっと解ける。嬢ちゃんにはゲームを理解する才能がある。俺が保証する。だから諦あきらめるな………！」

「………っ……」

　奥歯が削けずれるほど嚙かみしめる。このままでは自分の責任で、地上に居る友人たちを危険に晒さらしてしまうかもしれない。

　その恐怖が、重圧が、責任が圧のし掛かって圧あつ迫ぱくする。

　気が付けば、耀の手は汗あせに濡ぬれて震ふるえ始めていた。

（───……わからない………！）

　何が間違っているのだ。〝獣の帯〟と〝砕かれた星空〟、それらを〝捧げよ〟の解釈。

　此こ処こまで全すべてが正しいのか、一部分が間違っているのか。しかし一部分だけが間違っているという事は全ての連想が瓦が解かいするという事だからつまり全てが正しいという事になりでは何が何が何が、何が足りないんだそれに気が付かないと皆が危ないのに………!?

「落ち着け、春日部耀ッ!!!　それでもお前は……お前は、春日部孝こう明めいの娘むすめかッ!!!」

「─────………え？」




　───一いつ瞬しゆん。

　頭が真っ白になった。




　本当に、ゲームの解読も、現状も、巨龍も、全て忘れて、脳内が空白に包まれた。

「………ガロロさん……？」

「お前の親父おやじさんのことは良く知ってる。それは何も俺だけじゃねえ。………そうだろ、レティシア」

　ガロロがレティシアに振り返る。

　彼女は対照的に、酷ひどく衝しよう撃げきを受けたような顔になっていた。

「コ、コウメイ………？　その、春日部孝明とは……あの、コウメイのことか………？」

「………そうか。アンタはアイツの彫ちよう刻こく家としての名前しか知らないんだったな」

　ガロロは辛つらそうに耀の瞳を覗のぞき込み、肩を握って訴えた。

「耀お嬢じようちゃん。お前さんの親父は凄すごい人だったんだぞ。俺はコウメイの奴やつに何度も助けられた。何度も命を救われた。それは俺だけじゃねえ。十年前に〝アンダーウッド〟を魔ま王おうから救ったのだって、お前さんの親父さんなんだ」

「………噓うそ、」

「噓じゃねえ！　ああ、疑うなら俺の家にある肖しよう像ぞう画がを穴開くまで見つめるがいいさ！　アンタの親父さんは野や暮ぼったいボロボロの服を好む彫刻家で、言葉数が少なくて、不器用で、都合が悪いことがあると小声で話し出す、羨うらやましいぐらい見事な体たい軀くと顔の整ったムッツリな色男で………！」

　ガロロは友人に対する、万ばん感かんの想おもいを込めて。

「何より………仲間の為ために力を発揮できる、素晴らしい男だった」

　───〝友人は大事にしろ〟。そんな父の言葉が、脳のう裏りを過ぎった。

「その娘であるお嬢ちゃんが、こんなチンケなゲームをクリア出来ないわけねえ。きっとゲームを解いて、皆を救えるはずだ。自信を持て、春日部耀………!!!」

　肩を揺さぶって訴えるガロロ。渾こん身しんの激励を受け、耀は胸いっぱいに息を吸い込む。

　───春日部耀の故郷で、これほど熱く父を語ってくれる人は誰だれ一人いなかった。だからガロロには、聞きたいことが山ほどあった。

　父について、聞きたいことがある。語りたいこともある。誇ほこりたいこともある。

　しかし父を誇りたいなら───仲間を助けたいなら、こんなゲームで躓つまずいているわけにはいかないのだ。

　耀は天を仰あおぎ、もう一度〝契約書類〟に目を通した。




『ギフトゲーム名〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING〟


　　　・プレイヤー側　勝利条件




　　　　　三、砕かれた星空を集め、獣けものの帯を玉座に捧ささげよ。

　　　　　四、玉座に正された獣の帯を導に、鎖に繫がれた革命主導者の心臓を撃て』






「………どうだ？」

　ガロロの言葉が耳に入らないほど集中する。

　文面の一字一句を脳内で百度咀そ嚼しやくし、飲み干す。

　字列を並ならべ替かえ、発想を転てん換かんし、それぞれの意味を繫ぎ合わせて正して───

「──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────正された、獣の帯………？」

「………何？」

「正された、獣の帯…………そう、〝正された獣の帯〟だ！」

　ガタン！　と立ち上がり、

「〝正された〟ということは〝誤りがあった〟ということ………！　此れが第三勝利条件にかかる言葉なら………〝獣の帯〟、もしくは〝黄道の十二宮〟………ううん。もしかしたら、天体分ぶん割かつ法そのものに誤りがあったんじゃ………！」

　耀は〝天てん球きゆう儀ぎの欠片〟を壁かべから取り出し、十二宮の星座の割れ口が全て繫がるかどうかを確認する。白はく羊よう、金きん牛ぎゆう、双ふた子ご、巨きよ蟹かい、獅し子し、処女おとめ、天てん秤びん、天てん蠍かつと並べて行き───

「ど、どうだ耀お嬢ちゃん」

「………やっぱり。蠍座と射手座が繫がらない。太陽の軌き道どう線上にある星は、十二個じゃなくて十三個だったんだ………！」

　十二星座による黄道帯の分割法は遥はるか古代に作られたものだ。この古城が衛星として機能していたのなら、より近代的で高度な天文学を吸きゆう血けつ鬼きたちは学んでいたに違いない。

　レティシアは耀の解答を聞きハッと息を吞のむ。

（まさか………〝十三番目の太陽〟とは、このことを指していたのか………？）

　耀はキリノが持っていた残りの欠片かけらを集めて早さつ速そく繫げてみる。しかしその中に二つの星座が一いつ致ちする欠片は無かった。まだ見つかっていない欠片なのだ。

　耀は立ち上がり、全員に指示を出す。

「みんな、今すぐ蠍さそり座と射手座の間にある星座を探して！　もしも城下街がそのまま天球儀を示しているなら、その中間地点に最後の星座が───！」

『───其そ処こまでだ、小こ娘むすめッ!!!』

　勢いづく耀たちの出で鼻ばなを挫くじく様に、玉座の間の窓をぶち破る敵てき影えい。

　傍そばで控ひかえていたジャックは即そく座ざに構え、ランタンを取り出して業ごう火かを放出した。

「油断した………！　春日部嬢！　下がりなさい！」

　これほどまで近くに接近させたことを悔くいながら、三つのランタンから業火を召しよう喚かんする。それが最後のストックだったが、ジャックは瞬しゆん時じに敵の強大さを悟り、ありったけの業火を敵に浴びせる。

『ヌルイわッ、木こっ端ぱ悪あく魔まがァ!!!』

　しかし敵影は身動き一つでその業火を打ち払はらい、猛たけ々だけしい雄叫びを上げた。

「な、なんと!?」

　仰ぎよう天てんしたような声を上げるジャック。敵は巨きよ大だいな腕うででカボチャ頭を鉤かぎ爪づめで鷲わし摑づかみ、回かい廊ろうへ続く階段に叩き付けた。

「ジャ、ジャックさんが………！」

「キリノ、駄だ目めだ！　逃にげて！」

　耀が冷や汗を搔かきながら叫さけぶ。

　腰こしが抜ぬけたように扉とびらの前でへたり込んでいたキリノは、敵の姿を至近距きよ離りで目もく撃げきし、震えながら声を上げた。

「く………黒い、グリフォン………!?」

　顔を蒼そう白はくにさせ、額から脂あぶら汗あせをかく。キリノが見上げるのは、全身が黒く塗ぬりつぶされた鷲わし獅じ子しだった。

　鷲わしの頭も、獅し子しの胴どう体たいも、全て黒い鷲獅子。しかし何より印象的なのは、その頭上に聳そびえる巨大な龍角と胸元に刻まれた〝生命の目録〟だろう。

　ガロロは顔を蒼そう白はくにさせながら敵を睨にらんだ。

「グ、グライア………生きていたのか………!?」

『久しいな、ガロロ殿どの。継けい承しよう式で別れて以来か。………しかし今は、お前に構っている暇ひまは無いッ！』

　恫どう喝かつし、黒翼を羽ばたかせるグライア。突とつ風ぷうに巻かれたガロロは瞬またたく間まに壁かべに叩たたきつけられ、為す術もなく崩くずれ落ちた。

「ぐ、ぉ………！」

『昔のよしみだ。殺すのは最後にしてやる。今は主の命を優先させてもらうぞ』

　ガロロを横目に、黒い鷲獅子は嬉き々きとして春日部耀を見た。

『嬉うれしいぞ、コウメイの娘むすめ。よもや解答に辿たどり着つくのが本当に貴様であったとは………！　この星の廻めぐりに感謝せねばなるまい！』

「………な、何を、」

『我が名はグライア＝グライフ！　兄・ドラコ＝グライフを打ち破った血筋よ！　今一度、血族の誇ほこりに決着を付けようぞ───!!!』

　黒い鷲獅子は気き焰えん万ばん丈じようの雄お叫たけびを上げ、耀へと襲おそい掛かかる。辛かろうじて避よけた耀は他のメンバーに叫さけんだ。

「この人の狙ねらいは私だ！　皆みなは十三番目の星座を探してッ！」

「だ、だが耀お嬢じようちゃん！」

「早く、行って！」

　声を荒あらげて退く様に訴うつたえる耀。室内では不利だと悟さとり、旋せん風ぷうを巻き上げて外へ出る。しかしグライアは追い打ちをかけるように突とつ進しんを繰くり返かえす。

　鷲獅子の旋風に、龍角の焰ほのお。この二つが相まって起こす力の渦うずは炎ほのおの嵐あらしを呼び、耀を上空高くへと吹ふき飛ばした。

　体勢を整えた耀だったが、瞬しゆん時じにお互たがいの実力差を理解した。

（つ………強い！）

　恐おそらく、今まで戦った誰だれよりも。

　そんな予感と戦せん慄りつの中で、春日部耀の最後の戦いの幕が開く。

〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING〟は、最終局面に向けて幕を開けるのだった。








　第二章







　───〝アンダーウッド〟東南の平原。

　平野は大混乱に陥おちいっていた。敵てき陣じん深くに乗り込んでいた飛鳥あすかやサラ、そして〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟だったが、ペストの黒死病の呪のろいが解かい呪じゆされたことにより、巨きよ人じん族が次々と復活し、彼らを取り囲んだのだ。

　周囲を取り囲まれ士気が下がる連盟の同士に、サラが一いつ喝かつする。

「怯ひるむなッ！　如何いかに黒死病より蘇よみがえったとはいえ、敵も万ばん全ぜんの状態ではない！　この魔ま女じよさえ討うち取ることが出来れば、我々の勝利だ！　何としても陣じん形けいを死守せよッ！」

　凛りん然ぜんと叫び、鼓こ舞ぶする。敵陣の真ん中に立っている以上、〝アンダーウッド〟に引き返せない。彼らが勝つには、敵の主力であるアウラを倒たおすしか道がないのだ。

「〝アンダーウッド〟が巨人どもに蹂じゆう躙りんされる前に、奴を倒す！　行くぞ！」

　おおと鬨ときの声を上げ、一いつ斉せいに巨人族に襲い掛かる連盟の同士たち。

　サラはアウラの真正面に立ち、飛鳥とペストに目配せする。

「頼たのむ。奴を倒す為に力を貸してくれ」

「凄い今いま更さらね。初めからそのつもりよ」

「とは言っても、勝算がないとどうにもならないわよ？　私の力が通じない相手をどうやって倒すつもり？」

　皮肉たっぷりで問うペスト。その声は半ば八つ当たり気味にも聞こえる。

　しかし飛鳥が答える前に、ジンがペストの脳のう裏りに話しかけた。

（ペスト。〝バロールの死眼〟に触ふれることは出来る？）

（………何ですって？）

　作戦と呼ぶには余りにも突とつ拍ぴよう子しもない質問だが、一応は律りち儀ぎに確かく認にんする。

　アウラは儀ぎ式しき場の中心で〝バロールの死眼〟を手に持ったまま、濁にごりきった黒い光に包まれている。黒死病とはまた別の呪いの渦を直視し、ペストは嫌いやそうな顔で首を振ふった。

（………無理。毒どく沼ぬまに手を突つっ込むようなモノよ）

（ペストでも無理？）

（だから無理。毒沼と表現したけれどアレ、本質的には神しん霊れい化した私の死の風と同等のものよ。触れたら死の恩おん恵けいを受けてご愁しゆう傷しよう様さま）

（………そっか）

（そもそも、触さわったところで何が出来るというものでもないでしょう？　ジンは何をさせたかったの？）

　訝いぶかしげにペストが問い返す。ジンは暫しばらく黙だまり込んだまま何かを反はん芻すうするように考え込み、ポツリと小声で漏もらす。

（───同じものかもしれない）

（は？）

（君と〝バロールの死眼〟は、本質的に全く同じものかもしれない）

　予想を超こえる超ちよう発想に流石さすがのペストも耳を疑い、目を丸くした。

（………同系統じゃなくて、同質で同じものだというの？）

（うん。魔ま王おうバロールも根本は人類だ。只ただカテゴリーが巨人族というだけで。加えて彼の〝死眼〟は後天性のものだとケルト神話群には記されている。此れは生きながらにしての神性の付ふ与よを示し、同時に恐きよう怖ふと信しん仰こうの対象であったものと推測できる。つまり、当時に築いていた黒死病による支配体系と、そこから生み出した死と畏い敬けいの象しよう徴ちよう。此れが高まったときに現れる死眼が〝バロールの死眼〟なんだと思う。そして此れは神霊化したペスト、〝黒死斑の死神ブラツク・パーチヤー〟と限りなく同性質の神霊である可能性が高いんだ）

　ジンの推論を受けて、心底意外そうに眉まゆを歪ゆがめて頷うなずく。

（………そう。それで私に、〝バロールの死眼〟をどうしろと？）

（君は〝バロールの死眼〟の最高適性を持っている。なら敵が使し役えきしている死眼を、乗っ取ることも可能なはずだ）

（………無む茶ちや苦く茶ちや言ってくれるわね）

（うん………だから無む理り強じいはしない。でもやってくれるなら、今の話を飛鳥さんに伝えて。彼女なら力になってくれるはずだから）

（そっ。気が向いたらね）

　其処で脳内会話を切る。ペストは瞳ひとみを開き、飛鳥を一いち瞥べつした。

　突とつ然ぜん睨にらまれた飛鳥は驚おどろきつつも小首を傾かしげて問い返す。

「何？　いい案が浮うかんだ？」

「ええ。ちょっとしたギャンブルになるけれど………乗る？」

　悠ゆう然ぜんとした笑えみで問うペスト。飛鳥は当たり前だとでもいう風に憤ふん然ぜんと頷いた。

「出し惜おしんでる場合じゃないでしょう？　手があるなら早さつ急きゆうに教えて」

「………難しい話じゃないわ。貴女あなたのディーンが突進して、〝バロールの死眼〟までの道を切り開く。私はその道を通って敵から死眼を奪うばう」

　ほら、簡単でしょう？　と笑うペスト。

　飛鳥は途と端たんに険しい顔つきになり、死の光が渦を巻く儀式場を睨みつけた。

「………あの中に飛び込めというの？」

「そっ。あれは本質的に私の死の風と同じもの。この鉄人形は受け付けないわ。………尤もつとも、アウラが黙ってみているとは限らないけれど。どうする？」

「………やるわ。もう躊躇ためらってる時間も無いもの」

　飛鳥は背後を振り向く。黒死病を解呪された巨人族は〝アンダーウッド〟に雪崩なだれ込み、既すでに街を荒あらし始めている。最も早はや、一刻の猶ゆう予よも残されていない。

　ペストはそんな飛鳥を悠然と見つめ、そっと微笑ほほえんだ。

「そう。赤い人が乗るなら、私も乗ったげる。あ、火龍の人は下がっていいわよ」

「だ、だが」

「大だい丈じよう夫ぶ。サラはみんなの指揮を執とってあげて」

　言ってすぐに動き出す飛鳥。ディーンの肩かたを降り、彼の手を握にぎって呟つぶやく。

「………ごめんなさい、ディーン。何時いつも辛つらい役割ばかりで。でもこれは貴方あなたしか出来ない役目なの」

「ＤｅＮ」

　一つ目の頭を傾かたむけ、無骨な返事をするディーン。この紅あかい鉄人形は、飛鳥がどんな無茶な要求をしてもこうやって二つ返事で頷いてくれる。

　会話こそ出来ないが、飛鳥は誰だれよりも頼もしく感じていた。

　ペストはアウラへと続く道を空け、

「一いつ瞬しゆんでいい。私が〝バロールの死眼〟に手を伸のばせるだけの道を作って」

「分かったわ。───突き破りなさい、ディーンッ！」

「ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」

　雄叫びをあげ、黒い光が渦うず巻まく沼へと突進を仕し掛かける。中で佇たたずむアウラは小こ賢ざかしいとばかりに高笑いを上げ、飛鳥たちの雄ゆう姿しを愚ぐ行こうだと断じた。

「何をするかと思えば、力任せの突進だなんて！　とうとう自棄やけを起こしたのかしら〝黒死斑の御子〟!?」

「さあ。それは結果を見てから言いなさい」

　アウラの嘲ちよう笑しように、悠然とした笑みで応えるペスト。

　その言葉通り、アウラの余よ裕ゆうはすぐに消え去った。

　突進を仕掛けるディーンは、その鋼はがねの身体からだで渦の中に突進していく。永久駆く動どうの神しん珍ちん鉄てつ製の彼に死の恩恵が効かないのはペストとの戦いで立証済みだ。

　だから、アウラもその程度は予測していた。

「フフ。二に番ばん煎せんじが通用するほど私は易くなくてよ！」

〝黄金の竪たて琴ごと〟を取り出したアウラは雷らい雲うんから数多あまたの稲いな妻ずまを打ち下ろす。決して命中精度は高くないが、それも数撃うてば当たる。天から降り注ぐ稲妻の槍やりに撃ち抜ぬかれながらも、ディーンは雄叫びを上げて突進していく。

「ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」

　天候操作によって打ち下ろされた稲妻が紅い総身に駆かけ巡めぐる。彼の周囲にはさながら爆ばく撃げきの様に粉ふん塵じんが立ち込めている。重じゆう鈍どんながらも死の渦を両手で搔かき分けて進む鉄人形に、アウラは舌打ちを漏らした。

「ええい、鬱うつ陶とうしい………！　ならば先にマスターから始末してやるわ！」

　黒い渦うずとなっていた〝バロールの威い光こう〟の一部を掌しよう中ちゆうに集束させるアウラ。予想外の出来事にペストは焦あせりの声を上げた。

「まずい………！　飛鳥、隠かくれてッ───！」

「───っ……！」

　絶ぜつ叫きようを上げるペスト。しかしもう遅おそい。

　アウラの掌中に束ねられた一条の黒い光は飛鳥の胸むな元もとに向けて照射される。危機を感じた飛鳥は、咄とつ嗟さに右手を掲かかげ、その光を───




　　　　＊




「………え？」

　飛鳥を助けようと駆けつけた黒ウサギだったが、眼前の光景に瞳を奪われて足を止めていた。同じように駆け出そうとしていたサラも、ペストも、敵であるアウラでさえ、飛鳥が突きだした右手の炎ほのおに瞳を奪われていた。

「………何、コレ………!?」

　飛鳥本人も、目の前の光景に絶句している。




　───そう。これは、比ひ喩ゆではなく。

　飛鳥は右みぎ腕うでから放出する炎で、黒い光を燃やしていたのだ───




「ばッ………馬ば鹿かな!?　人間が………人間が、神霊の御み業わざを中和するなんて………!?」

　アウラの狼ろう狽ばいたるや、常じよう軌きを逸いつしたものだった。

　飛鳥は死の威い光こうが迫せまった一瞬、〝燃えろ〟と口にしただけだ。ただそれだけで必滅の光を受け止めたのだ。世界の理を知る魔ま法ほう使つかいであるからこそ、それが如何に在りえぬ事かを熟知していた。飛鳥のギフトを良く知る黒ウサギでさえ目の前の光景を理解するのに時間がかかったのだから。

（まさか、飛鳥さんの〝威光〟とは………〝ゴーゴンの威光〟や〝バロールの威光〟を含ふくめた、カテゴリーそのものを指したギフトなのですか………!?）

　黒ウサギは、今まで飛鳥が引き起こしてきた事象を思い出す。

　───曰いわく、霊れい格かくが劣おとる者を従わせる。

　───曰く、霊格を他人に上乗せする。

　───曰く、霊格でギフトの力を底上げする。

　こんな広義の単一ギフトが存在するはずがない。故ゆえに飛鳥の力はもとより広義的な意味を持つギフトだと推測した。

　ゴーゴンの威光が、相手の霊格そんざいに石化の恩恵を与あたえるように。

　バロールの威光が、相手の霊格に死の恩恵を与えるように。

　飛鳥の放つ威光も、相手の霊格に直接作用するのではないか。

（サラ様が造ったあのギフトは決して強くない。それこそ鉄も溶とかせない護身用具です。しかし飛鳥さんが使えば炎を出すだけの恩恵でも、〝燃える〟という概がい念ねんを強制できる、神仏の御業にまで極大化できるのでは………！）

　そう───恩恵の極大化。もしこれが事実なら、飛鳥は凡ぼん百ぴやくのギフトを手にするだけで神仏に対たい抗こうする力を得られるという事だ。

　同じくその光景を見ていたペストも、その超ちよう常じよう的な力に強い関心を抱いだき始めていた。

（面おも白しろい………！　此れだけの才能が一挙に集まったコミュニティが、まだ最下層で燻くすぶっているなんて………！）

　今はまだ飛鳥自身が才能に振り回されているが。

　それでも原石としては、最さい高こう峰ほうの才能だとペストは評価した。

　ペストは胸の奥から湧わき上がる昂こう揚ようと共に、ディーンが切り開いた道を突とつ貫かんする。

〝バロールの死眼〟に手を伸ばし、ペストは凶きよう悪あくな笑みでアウラを嘲あざ笑わらった。

「終わりね、アウラ。今度は貴女が〝バロールの死眼〟に撃ち抜かれなさい！」

「こ、この小こ娘むすめ共がぁあああああ！」

　アウラは余裕を一いつ切さい欠いた叫さけび声で〝バロールの死眼〟を押さえつける。

　だが無意味だ。黒死病によって生まれた幾いく千万の死し霊りよう群と、一いつ介かいの魔ま法ほう使つかい。如何いかに練達の術者とはいえ、どちらに分があるかは明らかだった。

　それでも必死に抗あらがうアウラは、何かを悟さとったように瞳を閉じる。

（………殿でん下か、御お許しを。どうやら此こ処こまでのようです）

　アウラは懐ふところから、槍の穂ほ先さきのようなものを取り出した。

　短刀ほどしかない長さの武器だが、煌きらめくような極光を放っている。死眼の所有権を奪う為ために必死だったペストがそれに気づいたのは、アウラが短刀を掲げてからだった。

「アウラ………！　その穂先、まさか………！」

「そう。太古にて〝バロールの死眼〟を撃ち抜いた〝神槍・極光の御腕ブリユーナグ〟の穂先。五指ある内の一指だけでも、この至近距きよ離りならッ！」

　決死の形相で死眼に突つき立てる。すると瞳は石になり、二つに裂さけて分かれた。

　一つはアウラに。一つはペストに。

　彼女たちを包んでいた黒い光の渦は唸うなりを上げて濁だく流りゆうへと変わり、敵味方の区分なく四方八方へと撒まき散らされていく。アウラは弾はじき飛ばされた先で光に襲おそわれそうになったところを、間かん一いつ髪ぱつでリンに拾われた。

「アウラさん!?　大丈夫!?」

「………ええ。ありがとう、リン」

　リンはアウラに肩を貸したまま儀ぎ式しき場から一瞬で姿を消す。死の光が暴ぼう威いを振ふるう最中、彼女が姿を消したことに気づく者は誰もいなかった。

　ペストは割れて半分になった〝バロールの死眼〟を手に取りながら、阿あ鼻び叫きよう喚かんの戦場を見み渡わたす。

「これはちょっと、困ったわ………！」

　かつてペストが放ったものと同じ、死の光の無差別乱らん舞ぶ。適性が高いペストが触ふれたことによって、本来の力が僅わずかに漏もれだしてしまったのだろう。

〝バロールの死眼〟が割れた今、時間経過で収まるのを待つしかない。

「───ペストッ！　後ろです、避よけて下さい！」

　えっ？　と振り返かえる。暴走した死の光が一条の黒い光となって迫せまる。

　それを庇かばうように、黒ウサギが立ち塞ふさがった。

「太陽の鎧よろいよ………!!!」

〝マハーバーラタの紙し片へん〟を掲げ、不死不ふ滅めつの鎧を身に纏まとう。それでも直ちよく撃げきを受けた黒ウサギは後ろへと吹ふき飛び、地面に叩たたき付けられた。

　何が起こったか分からないペストだったが、ふと我に返って黒ウサギに駆け寄る。

「く、黒ウサギ！　貴女あなた………！」

「……っ………」

　気を失ったまま、ぐったりと横たわる。一瞬血の気が引いたペストだったが、気を失っているだけと知ってホッとため息を吐ついた。

　同様に蒼そう白はくとなって駆け寄った飛鳥は、不安そうに問う。

「黒ウサギは、大丈夫？」

「ええ。気を失っているだけよ」

　ホッと安心したように息を吐はく。黒ウサギが太陽の鎧を召しよう喚かんしたことが幸いしたのか、暴走した〝バロールの威光〟は徐じよ々じよに力を失っていった。

　二人は顔を見合わせ、どっと疲つかれが出たようにその場でへたり込んだ。

「良かった………もし黒ウサギに何かあったら、十六夜いざよい君や春日かすか部べさんにどう説明したらいいか分からなかったもの」

　本当に、心からの安あん堵どを漏らす飛鳥。それだけ彼女たち三人にとって黒ウサギは特別な存在なのだろう。

　ペストは内心、自分の責任で死なせた場合のことを考えて、苦い顔になった。

「でも………これで、全部終わり？」

「まだゲームその物は続いているわ。それに巨きよ人じん族の残党を追い払はらわないと」

「ああ、それぐらいならやっといたげる。〝バロールの死眼〟さえなければ───」

　物の数ではない、と言おうとして。ペストは顔をヒクつかせて固まった。

「………飛鳥。ゲームの再開って、今日からだったかしら？」

「え？………え？」

　同様に、空を見上げて固まる飛鳥。

　雷雲の犇ひしめく空から、全長を測れぬほどの存在が鎌かま首くびを下げて大地を見下している。

　山河を一飲み出来るほどに巨きよ大だいな顎あごを開き、巨きよ龍りゆうは天地を揺ゆるがす絶叫と共に大地へ舞まい降りた。




　　　　＊




　───吸きゆう血けつ鬼きの古城・城下街。

　十六夜とグリーは偶ぐう然ぜん出会ったジャックの使い魔まに案内され、外で待機していたアーシャたちと合流していた。耀ようの推論をアーシャから聞いた十六夜は険しい表情になり、すぐさま彼女たちに十三番目の星座の欠片かけらを探すよう指示を出した。

「くそ、俺としたことが遅すぎた。せめて春日部がレティシアの伝言を聞いていたら、こんなことにはならなかったかもしれないのに………！」

「べ、別にアンタの責任じゃないだろ。それより今は最後の欠片を探さないと」

　フォローを入れながら瓦が礫れきを除けるアーシャ。彼女に隙すきを見せるほどに、十六夜は珍めずらしく焦っていた。それもそのはずだろう。ゲームが再開され、巨龍が雷雲の中で息を潜ひそめているのだ。このままでは何時いつ〝アンダーウッド〟に下降するか分かったものではない。

（今は大人しくしているようだが、暴れ出したら被ひ害がいは甚じん大だいなものになる。………もしもそうなったら………）

　無意識のうちに左腕を押さえた。

　最悪の事態にも、十六夜は覚かく悟ごを決める必要があった。

　仮令その一いち撃げきが───同士を殺すことになろうとも。




　　　　＊




　耀は持てる限りの力を費やして防戦に徹てつしていた。初めこそ城の周囲を旋せん回かいして戦っていた耀だったが、すぐに飛行技能では勝てないと悟った。本物の鷲獅子、それも龍角を持つ鷲獅子が相手では空中戦など成り立つはずもない。

　作戦を変えて市街地へと下り、廃はい墟きよに身を潜ひそめながら戦うことで時間を稼かせいでいた。

　ゲリラ戦に為れば五感の優れた耀が索さく敵てき能力の分だけ有利になる。耀は足音を忍しのばせて、廃墟から廃墟を渡わたり歩あるいて身を隠かくしていた。

（城下街の市街地なら簡単に見つからないはず………！）

　遮しや蔽へい物は多い。隠れる場所は数多あまたにある。せめてガロロたちが最後の欠片かけらを見つけるまでは時間を稼がねばならなかった。

　グライアは空から城下街を見下し、隠れ潜む耀を嘲あざ笑わらう。

『フン、時間稼ぎか。しかしこの程度の事で姿を隠しきれると思っているのか!?』

　高く吼ほえるグライア。刹せつ那な、黒い鷲獅子はその造形を激変させるように軋きしませ始めた。胸に刻まれた〝生命の目録〟の系統樹が流転を繰り返し、彼の生命としての在り方をそのものを変へん幻げんさせていく。

　骨肉が捩ねじれ軋む音が空に響ひびく。耀は物もの陰かげからその様子を窺うかがっていたが、余りの事態に息を吞んで放心していた。

（な、何アレ………!?）

　グライアの身体からだからは黒翼と嘴くちばしが無くなり、首筋からは三つの頭と顎あごが生え、やがて巨きよ軀くの猛もう犬けんへと姿を変幻させていく。原型が残らない程に劇的な変化を見せたグライアは三つの頭を持つ猛犬となって城下街へと降り立った。

　三つの鼻頭をヒクつかせたグライアは廃はい屋おくから覗のぞく耀の瞳ひとみを直視し、

『………其そ処こかッ!!!』

　巨大な顎を開き、龍角を輝かがやかせて炎の嵐を襲わせた。

　耀は転がり出るように廃屋から逃にげ出し、すぐに上空へと飛ひ翔しようした。

『愚おろか者がッ！　我ら鷲獅子の一族は翼が無くとも飛翔出来るのを忘れたか!!』

「───っ……！」

　強きよう靭じんな四し肢しで大気を踏ふみしめ、一瞬にして耀との距きよ離りを詰つめる。鋭するどい牙きばで耀に襲い掛かかるところ、既すんでの処でかわす。

　しかし敵は三つの頭を持つ猛犬だ。耀を嚙かみ殺ころさんと間かん髪はつ容れずに巨大な犬歯が襲う。連続して襲う牙に左足が掠かする。それだけで耀から大量の鮮せん血けつが舞まった。

　距離を取らねば嚙み殺される。そう悟った耀は鼻頭を全力で蹴けり上げ、その勢いで急降下する。半ば叩きつけられるように降りた耀は、その衝しよう撃げきと激痛に顔を歪めた。

「痛っ………！」

　しかし痛がっている場合ではない。耀は直ぐに立ち上がって逃げようとするが、鷲獅子の姿に戻もどったグライアがその行く手を阻はばんだ。

　即そく座ざに臨戦態勢を取る。しかしグライアは何故なぜか訝いぶかしげな表情で耀を見つめた。

「……………？」

『………解せんな。何故、〝生命の目録〟を使って変幻しない？　そのギフトを使えば勝てぬまでも、防戦に徹する事は不可能でないはず』

「………変、幻……？」

　肩で息いきをしながらオウム返しに問い返す。

　グライアは一層不可解だと瞳を細めた。

『小こ娘むすめ。よもや貴様、そのギフトが何か知らぬ訳ではあるまいな』

「え………？」

『その〝生命の目録〟は生態兵器を製造するギフト。使用者は例外なく合成獣キメラとなり、他種属との接せつ触しよくでサンプリングを開始する。………よもや、知らぬまま使っていたのか？』

　耀は息を吞のみ、父に渡されたペンダントを強く握にぎりしめた。

「接触して………サンプリング……？」

『そうだ。先ほど組み合った時に発した剛ごう力りき。それは巨きよ人じん族の物だ。お前にも覚えがあるだろう？　数日前に〝アンダーウッド〟を襲った時に戦ったはずだ』

　今度こそ耀は呼吸が止まったかと思った。

　覚えがあるも何も、巨人族に叩き落おとされたあの戦いのことだ。まさかあの程度の接触で新たなギフトを得ていたなど微み塵じんも考えもしなかった。

　………いや、そもそも。前提として、このギフトの力は心を通わせた証では───

『………ふん。いっそ哀あわれだな、小娘。よもや己も知らぬ間に、父の手で怪かい物ぶつと化していたとは夢にも思うまい』

「───っ、黙だまれッ!!!」

　耀は怪け我がの痛みを忘れるほどの憤ふん怒ぬで踏み込こみ、グライアを下した顎あごから蹴り上げる。その衝撃で荒あれた街路は大きく窪くぼみ、めり込む。

　しかしグライアは蹴りの方向に跳とび上がったまま空を駆かけ、耀の頭上から一層の憐あわれみを込めた声で───

『このまま生きていたとしても、己が怪物性に目覚めて苦しむだけだろう。せめて最後は、貴様の父が造りだした業の片へん鱗りんを垣かい間ま見みて逝ゆくがいい………！』

　グライアの龍角が、彼の総身を包むように灼しやく熱ねつの炎を放出し始める。炎の中で体を変幻させていく彼はやがて全身を巨軀へと変え、別の怪物として組み上げて行く。黒い鷲わし獅じ子しの面おも影かげはやがて消え───炎の嵐から、巨きよ大だいな四肢と龍角を持つ黒龍が顕けん現げんした。

「………鷲獅子が、龍に………!?」

『これが貴様の父が造りだした業の片鱗。そして〝生命の目録〟が持つ、真の力だッ!!!』

　黒い西洋龍となったグライアは口内に炎を蓄ちく積せきし、熱線として城下街を焼やき払はらった。着ちやく弾だんした場所から竜たつ巻まくような炎の嵐が起り、城下街の一帯を焦しよう土どへと変えていく。

　城の地じ盤ばんを貫かん通つうする程の破は壊かい力が、そのまま炎の嵐へ。

　とても逃げ場ばなどは無く、耀は全身を旋風で包むことで身を守る。

（このッ………！）

　しかしそんな防備は焼け石に水だ。炎の竜たつ巻まきに巻き込まれた耀は、為なす術もなく廃墟の瓦が礫れきと共に巻き上げられて叩き付けられた。

　大気をも燃やし尽つくすほどの熱量。五体が満足なのは奇き跡せき的だとしか思えなかった。

　それでも何とか逃げようとして四肢に力を入れるが、ピクリとも動かない。

（手足が………動か、ない………！）

　殴おう打だされたように痛む身体と、焼けつくような痛み。それらが相まって死ぬほど苦しい。これでは姿を隠すことすらままならない。

　グライアはほどなく耀の前に現れ、その姿を見て小さく首を振ふった。

『抵てい抗こうしなければ容易く死ねたものを。下手な足あ搔がきは己の格を下げるぞ、娘』

「そんなこと言われても、困る」

　茶化したように応えるが、本当にそれぐらいしか手がなかった。手足の痺しびれも、火傷やけどの痛みも、残り少ない体力をどんどん削けずっていく。
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　まるで俎そ上じようの鯉だ。此れでは見下げられてしまうのも致いたし方かたなしと、耀は苦笑した。

　グライアは黒龍の顎に熱を集束させ、やはり憐れみの籠こもった瞳でトドメを刺さそうと近寄り───その僅わずかな時間に。

　二人の間に割って入る、幼い影かげがあった。

「よ、耀さんから離はなれてくださいッ！」

　花の髪かみ飾かざりが耀の眼前で揺ゆれる。二人の間で仁王立ちしたのは、耀を追ってきた樹霊コダマのキリノだった。

　グライアは凶きよう暴ぼうな双そう眸ぼうでキリノを睨にらむ。

『退け、小娘』

「退きません！　耀様は、私たち〝アンダーウッド〟の恩人の一人！　そ、その御お方かたが討うたれようとしているのに、隠れて震ふるえているほど、私たちの誇ほこりは安くないッ！」

「キ、キリノ………！」

　涙なみだぐみながら、気き丈じように言い返すキリノ。

　グライアは巨大な眼を鋭く光らせ、威い嚇かくするように鼻を鳴らした。

『〝アンダーウッド〟は今こ宵よい滅ほろびる。巨龍が暴れ始めれば最後、半刻も持つまい。無む駄だな意地を張らずに失せろッ！』

　巨軀の黒龍に恫どう喝かつされ、竦すくみ上がる。しかし幼い彼女にも、退けないだけの理由がその胸にはあった。必死に睨み返すキリノは震える声で、断固たる決意を叫さけんだ

「だったら………だったら、尚なお更さらですッ！　私は〝アンダーウッド〟の同士ですッ！　そのコミュニティが滅ほろびるのなら、私たちの命はその一いつ瞬しゆんまでが全てッ！　ならその最後の一瞬は、コミュニティの恩人に尽くすのが恩義です………!!!」

　今にも泣きそうな震える声で、黒龍に啖たん呵かを切る。ソレが最後だった。

　グライアは双眸を細めてキリノを見つめ───

『………よかろう。ならばその誇りと共に、消え失せるがいい────!!!』

「ッ、キリノ………!!!」

　呆ぼう然ぜんとしていた耀も走り出し、庇かばうように前へ立つ。しかし策など無い。彼女を救うには、五体を盾たてにする他に無い。だから文字通り、耀はキリノの前に立った。

　最早、逃げ場などどこにもない。そんな時間すらない。

　天地を揺るがすほどの怒ど号ごうを上げ、グライアは灼熱の熱線を撃ち下ろした。




　　　　＊




　───春日部耀は脳裏に駆け巡めぐる走馬灯に、今日まで重ねてきた出会いの全てを思い返していた。

　山で、海で、森で、川で、林で、湖で、街で、離り島とうで、大陸で、世界で、異世界で、箱庭で出会い、培つちかってきた全てを。

　私と友達になって欲しいと、初めて言ってくれた人がいた。

　病に倒たおれた時にずっと、黙って傍そばに居てくれた人がいた。

　私のことを、心から必要だと言ってくれた人たちが此こ処こにいる。

〝家族を、友人を、財産を、全てを捨てて箱庭に来い〟

　捨てるだけの何かを持ち合わせていなかった私に、変わるきっかけをくれた女の子がいる。

「─────」

　負けられなかった。手の中に可能性があるうちは、絶対に諦あきらめるわけにはいかなかった。脳裏を過ぎる日々は、断じて走馬灯などではない。

　───戦いの先日。フェイス・レスは〝生命の目録〟には〝進化〟と〝合成〟の段階があると告げていた。その忠告を元に、無限とも思われる系統樹の組み合わせから、幻げん獣じゆうと呼ばれる者達を模してロジックを構築していく。

　───幻獣と呼ばれる種は多くの場合、異種配合された姿で存在している。

　鷲わしと獅し子しの因子を持つ者。

　鹿しかと鳥の因子を持つ者。

　猿さると蛇へびと虎とらの因子を持つ者。

　本来の系統樹からは在りえない進化の系けい譜ふを持つが故に、彼らは幻の獣とされる。

　故にその系譜を自在に操り、生命の基き盤ばんを変える者がいるのなら───それは合成獣キメラという名の禍まが々まがしい怪物でしかない。

（でも、違ちがう………！　父さんが私に渡わたしたのは………そんな贈り物ギフトじゃない………！）

　外の世界に、娘むすめが自分の足で赴おもむいていけるように。

　そんな想いを込めて贈られた物が、そんな禍々しい物のはずがない。

　だから信じた。父との日々を、その贈り物を、享きよう受じゆしてきた数々の恩おん恵けいを。

　───霊格とは、人生の功績だと黒ウサギは述べた。

　ならこの足で歩んできたこの日々の軌き跡せきこそ、出会いこそ、春日部耀の霊格そんざいを形成する財産だ。父から贈られたペンダントに───出会いという恩恵ギフトを集結させる。

　歩んで切り開いた世界の全てを。両の掌てのひらに収めた軌跡を、開かい闢びやくから時の最果てを駆け巡る百万の生命の系譜ゲノムを、その幾いく億の出会いから選び抜ぬき進化する星の業を、一次生命を、高位生命を、第三幻げん想そう種を、その最先から最奥までもを凌りよう駕がし尽くす為ために、三万二千七百六十八毎に刻まれる一秒の定義すら追い抜いて加速して、命わたしの集大成を───！

『何………!?』

　グライアの声に驚きよう愕がくの色が籠る。

　熱線は彼女の両の掌───姿を変えていく〝生命の目録〟によって阻まれていた。

『違う………!!?　此れは私の知っている〝生命の目録〟ではない………!!!』

　耀の手に握られていた筈はずのペンダントはやがて杖つえへと変へん幻げんする。

　先せん端たんに大だい蛇じやの顎あごを持ち、翠みどり色の翼つばさを装そう飾しよくした巨大な杖を掲かかげる。

　大蛇が牙きばを剝むいて熱線を受け止めた途と端たん、先端から溢あふれ出た閃熱が大波の様に黒龍の片かた翼よくを消し飛ばした。

『オオオオオオオオオッォォォォォォ───!!!』

　断だん末まつ魔まにも似た絶ぜつ叫きよう。翼を失ったグライアはその一いち撃げきで城外まで運ばれ、地上へと落下していく。耀は朦もう朧ろうとした意識の中で勝利だけを確信し、その場で静かに崩くずれ落ちた。








　第三章







　───〝アンダーウッド〟大樹の麓ふもと。

　巨龍が姿を現した直後、大量の魔ま獣じゆうたちが地上へと散布された。

　毒どく牙がを剝むき出しにした五頭の大だい蛇じやに、灼しやく熱ねつの背せ鰭びれを持つ火ひ蜥蜴とかげ。何百種という異形の魔獣が地表を這はいずり、〝アンダーウッド〟の平野を埋うめていく。

　唯ゆい一いつ幸いだったのは、魔獣たちが統制のとれない烏う合ごうの衆しゆうだったことだろう。

〝ノーネーム〟と〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟の一同は撤てつ退たいしつつ〝アンダーウッド〟の根本にまで戻もどり、其そ処こで最終防衛線を敷しいていた。

　飛鳥あすかはディーンの肩かたに乗り、次々と魔獣たちを粉ふん砕さいしていく。ディーンの剛ごう腕わんが魔獣を押さえつけた瞬しゆん間かん、サラが両りよう腕うでの中で収縮させた炎ほのおを放出して焼き払はらう。

　地下都市を背後に庇かばい、押し寄せる魔獣を五体で受け止める。それ以外の戦略などもう意味がない。巨龍が現れた以上、攻こう略りやく組がゲームをクリアしないと戦いは終わらない。

　飛鳥とサラは隣となり合わせになって戦い共に助け合っていたが、それも時間の問題だ。

　二十体目の魔獣を倒たおしたサラは、額の汗あせを拭ぬぐいながら天を仰あおぐ。

　その直後、雷らい雲うんから巨龍が急降下して突とつ進しんした。

「───っ、巨龍が降りてくるぞッ!!　全員何かに摑つかまれ!!」

　悲鳴のような声を上げて警告するサラ。見張り台からも激しい警けい鐘しようが鳴り響ひびく。

　山河に蜷局とぐろを巻いて余りある巨きよ軀くを唸うならせ、雄お叫たけびと共に巨龍が〝アンダーウッド〟の上空を疾しつ走そうしていく。




「────ＧＹＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａ!!!」




　巨龍の疾走が攫さらうのは〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の同士たちだけでなく、魔獣たちをも塵じん芥かいの様に巻き上げた。

　しかしそれを幸いと思うだけの余よ裕ゆうは既すでにない。ゲームは既に再開されているのだ。

　巨龍の疾走は暴風を、雷らい雨うを、地鳴りを、遍あまねく天変地異を悉ことごとく顕けん現げんさせ、〝アンダーウッド〟を崩ほう壊かいへと導いていく。

　無限に供給される魔獣の群れと、森しん羅ら万ばん象しようを揺ゆり動かす巨龍。

　最も早はや此こ処こまでかと覚かく悟ごを決めたサラは、隣となりで大おお蠍さそりと戦っていた飛鳥に向かって叫さけぶ。

「………飛鳥！　お前たちも、他ほかの参加者とともに〝アンダーウッド〟から」

「逃にげられるはずないでしょう!!」

　蠍の尾おを引き千切り、叩たたき潰つぶすディーン。飛鳥は横目でサラを一いち瞥べつし、

「まだ、十六夜いざよい君達が戦ってる。巨龍が暴れ始めたのはそれが原因に違ちがいないわ。なのに逃げるなんて、出来るはずないッ！　私が〝アンダーウッド〟を守ると約束したのは、何も貴女あなたとの約束だけじゃないわッ！」

　空の脅きよう威いに負けぬよう、鼓こ舞ぶするように叫ぶ飛鳥。

　サラもこれ以上逃げろとは言えなかった。

「………すまない、飛鳥………！」

　視線を下げて謝辞を述べる。其処に飛び掛かかる火蜥蜴の群れ。

　飛鳥は咄とつ嗟さに左手の宝玉を掲かかげ、水樹の種子から濁だく流りゆうを顕現させる。火蜥蜴の群れはまとめて地面へと落下し、ディーンに踏ふみ潰された。

　それと同時に、両手の籠こ手てと宝玉に亀き裂れつが走った。

「……っ、どうして………！　まだ三度しか使っていないのに………!?」

　飛鳥は宝玉と籠手を見つめて口くち惜おしそうに歯は嚙がみし、それでも下がることなくディーンと共に〝アンダーウッド〟を支える。

　大樹の天てつ辺ぺんから見守るしか出来ない黒ウサギは、籠手と宝玉に生まれた亀裂を感知し、やはりと苦々しく頷うなずいた。

（霊格の極大化で、ギフトの寿じゆ命みようを著いちじるしく削けずったのでしょう。神し珍ちん鉄てつの様に神かみ代よの技術で造られた武具ならばともかく、龍角の欠片かけらや水樹の種子が耐たえられるはずありません）

　飛鳥のギフトに耐えるには霊格の塊かたまりである龍角や、それに匹ひつ敵てきする武具でなければ駄だ目めなのだろう。強力な才能であるがゆえに、目に見えていた欠点でもあった。

（せめて〝疑似神格・金剛杵ヴアジユラ・レプリカ〟に匹敵する武具があれば、飛鳥さんの才能を引き出せるのに………！）

　歯がゆかった。しかし戦せん況きようを知る権利のある黒ウサギにはまだ希望があった。

　天を仰ぎ、この瞬間にも戦い続けている空の同士へ祈いのる。

（十六夜さん………耀ようさん………！　一刻も早くゲームクリアを………！）

　戦いは一分一秒を争う事態に発展している。一いつ瞬しゆんの遅おくれが〝アンダーウッド〟の崩壊につながるかもしれないのだ。

　黒ウサギは無力感に苛さいなまれながらも、必死に同士へ祈りを捧ささげ続けた。




　　　　＊




　───吸きゆう血けつ鬼きの古城・黄道の玉座。

　目覚めた耀は見なれた、けれどボロボロの背中に背負われていた。

「………十六夜いざよい？」

「お、気が付いたか。随ずい分ぶんと苦労したみたいじゃねえか」

　ヤハハと小憎にくたらしくも愛あい嬌きようのある笑いが回かい廊ろうに響ひびく。

「キリノとガロロのオッサンに感謝しろよ。二人が手当てしなきゃどうなってたか分からねえんだからな」

「………そう、なんだ」

　もう少し頭を上げて前を見る。十六夜を先導するようにガロロとキリノ、ジャックの三人が先頭を歩いていた。どうやら全員無事らしい。

　そう思ったら急に全身から力が抜け、安心して十六夜の背中に凭もたれかかる。思ったよりも広い背中を堪たん能のうしていたのだが───そこで頭の違い和わ感かんに気が付く。

「………あれ」

　………ネコ耳ヘッドホンがない。

　耀は一いつ斉せいに血の気が引いた様に蒼そう白はくになり、勢い良く周囲を見回した。

「おいおい、人の背中の上で暴れるなよ」

「え、あ、ご、ごめん………！」

　この様子だと十六夜はまだネコ耳ヘッドホンの事を知らないらしい。つまり何処どこかに落としてしまったか………もしくは、グライアとの戦いで壊こわしてしまったかのどちらかだ。

（た、大変………！）

　しかしこのタイミングで捜しに行くわけにもいかない。耀は内心でハラハラしつつも、十六夜に黙だまって運ばれていった。

　玉座の間に着いた十六夜は壁際に耀をおろした。

　彼の手には最後の星座───蛇へび遣つかい座の欠片が握にぎられている。

　耀は不思議そうに小首を傾かしげて問うた。

「十六夜は、第三・第四勝利条件の完全な謎なぞ解ときが出来ていたの？」

「ああ。俺はレティシアから吸血鬼の歴史を聞いていたからな」

「………吸血鬼の歴史？　箱庭より前の？」

「そう。曰いわく、あの巨龍は『吸血鬼の世界を背負う龍』だそうだ。まあ確かに大きいと言っちゃ大きいが………流石さすがに、星を引っ張るほどはデカくねえ。だから俺は吸血鬼たちが抱いだいていた宇宙論は宗教上の比ひ喩ゆ・暗あん喩ゆの類たぐいだと読み解いた」

　そう───それが『系統樹が乱れないように、巨龍の背から監かん視ししていた』という十六夜の推論。

「この前提を知っていれば、この空飛ぶ城が衛星だという発想に辿たどり着くのは容易だ。だから俺も最初に目を付けたのは、ゲームタイトル〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT〟だった。その次が第四勝利条件〝鎖くさりに繫つながれた革命主導者の心臓を撃うて〟かな」

「………？　アレって、ミスリード以上の意味があったの？」

「当然だ。それに〝正された獣けものの帯〟は第三勝利条件の裏付けだけじゃない。問題のミスリード、〝鎖に繫がれた革命主導者の心臓を撃て〟の一文を正す意味でも使われるのさ。………ちなみに、春日かすか部べは解けたか？」

「ううん、解けなかった」

　素す直なおに首を振ふる。玉座の周囲にある石いし壁かべをさすり、最後の欠片を塡はめ込む場所を探す十六夜は少し自じ慢まんげにニヤリと笑い、

「此れは簡単な言葉遊びだ。〝革命〟の綴つづりは〝revolution〟だろ？　此れは同時に〝公転〟の意味があってな。つまり〝革命revolution〟の主導者ではなく〝公転revolution〟の主導者と正すことで全すべてが繫がる仕組みになっているのさ」

　ピンッ、と何かに気が付いたように指を立てた耀は感心したように頷く。

「つまり総合すると………『公転の主導者である、巨龍の心臓を撃て』というのが、第四勝利条件？」

「ちょっと違うが、概おおむねそういうことだ。………ただ一つ、腑ふに落ちないことはあるが」

　其処で言葉を切る。最後の欠片を塡める窪くぼみを見つけたのだ。

　十六夜はその場ですぐには塡めず、玉座に鎮ちん座ざしていたレティシアに振り返り。

「………レティシア。外の巨龍はもしかして………お前自身なんじゃないか？」

　え、とその場に居た全員が瞳ひとみを丸くしてレティシアを見る。

　レティシアは沈ちん鬱うつそうに俯うつむき、自じ嘲ちようの笑えみを浮うかばせた。

「………ああ。その通りだ」

「ど、どういうこと十六夜？」

「タイトルに書いてあるだろ。これは太陽の軌き道どうの具現である巨龍と、吸血鬼の王様が主しゆ催さいしたゲーム。そして勝利条件に二度登場するレティシアの存在。確信にはちょっと物足りないが、推測するのは難しくない」

　フン、と何故なぜか不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす十六夜。

　レティシアは心底困ったように彼を見つめて頷く。

「………最強種を箱庭に召しよう喚かんするには多くの場合、星の主権と器うつわが必要だ。そして偶ぐう然ぜんにも、当時の私にはその二つが揃そろっていた。龍の純血種が生み出したこの身体からだと………我ら〝箱庭の騎き士し〟が積み重ねた功績の証あかし。十三番目の黄道宮という主権が」

　そして巨龍を降霊させ、同士殺しの殺戮劇ゲームを開かい催さいした。

　巨龍と姿と力を使い、只ただの一人も残さずに。

　幾いく星せい霜そうもかけて、死体すら嬲なぶり続けたのだ。

「しかし、それも今日で本当におしまいだな。勝利条件を満たせば巨龍も間もなく消える。私も無力化されてゲームセットだ」

「………信じていいんだな？」

　十六夜は真しん剣けんな色の籠こもった双そう眸ぼうでレティシアを睨にらむ。

　その問いかけが、耀の胸に不安の影かげを走らせた。

（………でも、他に方法なんてない。巨龍がレティシアの本体なら、他の勝利条件で死なせてしまうかもしれないし。無力化させる勝利条件を満たせばレティシアも───）

　ふと。其処でようやく、不安の理由に気が付いた。

（………どうやって？）

　あの強大な巨龍をどう無力化するのか。

　この鎖に繫がれたレティシアをどう解放するのか。

　その方法がまるで見えてこない中で、十六夜は最後の欠片を窪みに塡め───

　配布された全ての〝契約書類ギアスロール〟に、勝利宣言がなされた。




『ギフトゲーム名〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING〟





　　　　　勝者・参加者側コミュニティ〝ノーネーム〟

　　　　　敗者・主しゆ催さい者しや側コミュニティ〝　　　　　〟







　　　　＊上記の結果をもちまして、今ゲームは終しゆう了りようとなります。

　　　　　尚なお、第三勝利条件の達成に伴ともなって十二分後・大天幕の開放を行います。

　　　　　それまではロスタイムとさせていただきますので、何なに卒とぞご了りよう承しよう下さい。

　　　　　夜行種は死の恐おそれもありますので、七七五九一七五外門より退たい避ひして下さい。




参加者の皆みな様さまはお疲つかれ様さまでした』






　　　　＊




　───七七五九一七五外門。フィル・ボルグの丘きゆう陵りよう。

　殿でん下かは外門の展望台から〝アンダーウッド〟の戦況を窺うかがいつつ、背後で待機していたリン達に話しかけた。

「………リン。勝利条件がクリアされたみたいだな」

「うん。でも天てん球きゆう儀ぎの欠片にまで辿り着いたなら、遅おそかれ早かれクリアしてたと思うよ」

　はぁ、とため息を吐ついて展望台の椅い子すに腰こしかける殿下。

「………最悪だ。グー爺じいは負傷、死眼は割られる。おまけに手て駒ごまの魔ま王おうも失うなんて」

「うーん、そうだね。特にあの龍りゆうは誰だれかが器と主権を切り離はなしたせいで、暴走状態に陥おちいってる。無差別に襲おそわせるなら最高の手駒だったのに」

　残念だねー、と相あい槌づちを打つリン。

　やれやれと首を振った殿下は気を取り直して席を立ち、城と龍を見上げた。

「………まあ、白びやく夜やが顕現したならどちらにせよ退たい却きやくせざるをえなかったか。今回は俺たちの段取り不足だったという事か」

「うん。一ヵ月前にペストちゃんが勝っていたらこんなことにならなかったのになあ」

　口を尖とがらせて不満を漏もらすリン。

　殿下は金色の双眸を鋭するどくさせてリンを睨んだ。

「原因は其そ処こだけじゃないぞ、リン」

「え？」

「一番の原因は………二体の魔王を倒たおしたのが、同一のコミュニティであるという点だ」

　それも活動を制限される〝名無し〟のコミュニティが、二度も魔王を討うった。

〝箱庭の貴族〟の存在を差し引いても、驚きよう嘆たんすべき偉い業ぎようだろう。

　リンも同意したように頷き、殿下の横に並び立った。

「私も、あの〝ノーネーム〟は面おも白しろい逸いつ材ざいの宝庫だと思うよ」

「ああ。次に出会うようなことがあれば………その時は、俺も遊んでもらおうかな」

　それだけ言い残し、二人は共に姿を消す。

　二人が去った後には何一つとして痕こん跡せきらしいものが無く、外門の周囲には一〇〇体にも及およぶ魔ま獣じゆうの屍し骸がいだけが散乱していた。




　　　　＊




　───吸血鬼の古城・黄道の玉座。

　意味が分からなかった。

　春日部耀は〝契約書類〟を穴が開くほど読み直し、ゆっくりとレティシアを見た。

「………どういうこと？」

「其処に書いてある通りだ。今から十二分後に箱庭の大天幕が解放され、太陽の光が降り注ぐ。その光で巨龍は太陽の軌道へと姿を消すはずだ」

　星空から現れた夜のように。巨龍は星の海へと還かえるのだろう。

　しかし大天幕を解放するという事は、太陽の光が直射するという事になり───

「………レティシアは、どうなるの？」

　一間、沈ちん黙もく。

　レティシアは瞳を閉じ、懺ざん悔げするように真実を告げた。

「───死ぬ、だろうな。龍の媒ばい介かいは私だ。それにこの玉座の頭上は見ての通り水すい晶しよう体たい。太陽が直射されることは間ま違ちがいない」

「………っ、だって、無力化されるだけだって………！」

「アレは噓うそだ」

　にべも無く告げるレティシア。

　耀は堪たまらず彼女の胸むな倉ぐらを摑つかもうとしたが、その手は虚むなしくすり抜ぬけて空を切った。

「な、何コレ………!?」

「言っただろう？　私の身体は龍の媒介だと。この玉座の私は侵しん入にゆう者に対する疑ぎ似じ餌え。いわば精神体のようなもの。本来なら私に触ふれると、影が撃げき退たいに現れるのだが………やはり十六夜が倒していたらしい」

　苦く笑しようを十六夜に向けるレティシア。

　十六夜は瞳を細めるだけで、何も答えずにそっぽを向く。

　耀は玉座の前で項うな垂だれたまま両りよう腕うでを戦慄わななかせ、感情を抑おさえ込んだような震ふるえる声を絞しぼり出した。

「………このゲームは初めから………どの勝利条件を満たしても、レティシアが死ぬものだったの………？」

「ああ。それだけのリスクを背負わないと、あの凶きよう悪あくなペナルティ条件を加えられなかったのだろう。主催者側の勝利を捨て、あらゆる救いを捨てて………最後は、命を捨てて朽くち果てる」

「………っ……！」

「二人とも、すまなかったな。辛つらい役目を騙だますようなやり方で押し付けて。でもどうか分かってくれ。私はもう二度と………同士を殺したくはないのだ」

　煌こう々こうと輝かがやく金きん髪ぱつを揺ゆらし、レティシアは肩の荷が下りたように儚はかなく笑った。それ以上、誰も何も言えなかった。城の外は未いまだに雷らい雲うんが渦うずを巻き、巨龍の圧あつ倒とう的な存在感を感じさせている。もしもレティシアが先に真実を打ち明け、勝利条件を満たすまでの時間が遅おくれていたらそれだけ長い時間、地上に居る飛鳥やサラに負担をかけることになっていただろう。

　一分一秒の躊躇ためらいが〝アンダーウッド〟と〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟同盟の存亡に関かかわることは明白だった。

「─────」

　思い返せば。レティシアのコミュニティに対する献けん身しんは、並々ならぬものがあった。

　神格を奪うばわれ、人権を奪われ、物として売買に出された。

　それだけの代だい償しようを払はらってまで、コミュニティの窮きゆう地ちに駆かけつけようとした彼女の裏には、同士殺しの汚お名めいから生まれた、強きよう迫はく観かん念ねんがあったのかもしれない。

「────」

　魔王となり、必滅の王道を歩んだ。

　故ゆえにこの結末は当然の物だ。酌しやく量りようの余地などない。

　しかしそれでも───諦あきらめきれないと、春日部耀は顔を上げた。

「………レティシアのことは、よく分かった」

　ボロボロの身体のまま、玉座に目を向ける。レティシアが申し訳なさそうに視線を下げた次の瞬しゆん間かん、耀は完全に据すわりきった瞳で、

「要するに。大天幕が開くまでに、巨龍の心臓を撃てばいいんだよね？」

「………はっ？」

　一いつ瞬しゆん聞き違ちがえたかと、レティシアはすぐに視線を上げた。

　しかし耀はやはり据わった瞳ひとみでレティシアを睨み、

「レティシアは、間違っていない。今は一分でも一秒でも早くゲームをクリアしなきゃいけなかった。地上で死に物狂ぐるいで戦っている飛鳥たちの為ためにも。………そしてそれは成された。だから、此処からは全て自己責任だ」

　火傷やけどした足を引き摺ずり、玉座に背を向ける。

　レティシアは一転して蒼そう白はくになり、玉座の間に居る全員に訴うつたえた。

「だ、誰か耀を止めろッ！　あの子は本気だッ！　本気で………巨龍と戦うつもりだ!!」

　玉座に繫つながれているにも拘かかわらず今にも飛び出しそうな勢いのレティシア。しかし十六夜はおろか、ガロロもジャックも止めようとしない。

　十六夜は肩かたを竦すくめて耀を担かつぎ、呆あきれたような笑いを口元に浮うかばせた。

「レティシアもああ言ってるから、一度だけ確かく認にんするが。───本気なんだな？」

「うん」

「そうか。なら手伝ってやるよ」

「十六夜ッ!!　お。お前まで何を言うッ！」

「巨龍を倒すと言ったのさ。………いや、さっきまでそんな気力も萎なえていたんだがな。自じ暴ぼう自じ棄きになってるメイドの為に、春日部を死なせるわけにもいかないだろ？」

　やれやれと頭かぶりを振ふる十六夜。しかしその瞳は相変わらず笑っていない。

　この男の本気を悟さとったレティシアは息を吞のみ、あらん限りの声を張り上げて叫さけぶ。

「馬ば鹿かな………見み損そこなったぞ十六夜。お前はもっと聡そう明めいな人間だと思っていた。コミュニティを任せられる男だとッ………！　なのにそんな、無責任な事を言うなんて………！」

「ああ、そうだな。死に行く身内を止めるどころか、一いつ緒しよに死地へ向かうってんだからな。俺はきっと無責任なんだろう。………だがな。責任を背負おうともしない奴は、臆おく病びよう者の卑ひ怯きよう者だ」

　怒いかりを込めた眼光が、レティシアを貫つらぬく。

　遠回しに「お前は臆病者の卑怯者だ」と罵ののしられたレティシアは一いつ瞬しゆん、言葉を失った。

「春日部が言った通り、お前は何も間違っちゃいない。そして春日部も間違っちゃいない。………だが俺が支持するのは、後者一択たくだ。自己犠ぎ牲せいの出来る聖者よりも、物分かりの悪い勇者を助ける方が一〇〇倍好ましいね」

　耀の傷だらけの肩を、強く抱だく。この傷の一つ一つが、この戦いで耀が賭とした覚かく悟ごの重さを雄ゆう弁べんに語っていた。

　なのに肝かん心じんの………囚とらわれの姫ひめが、それに気づかないまま無下にしようとしている。

　その無神経さこそが、十六夜は許せなかった。

「悲劇になりきれねえのなら、俺がこの手で喜劇に変えてやる。───だから覚悟しろ。俺たちは巨龍オマエを倒して───完膚なきまでに救ってやるからな」

　だろ？　と耀に笑いかける。

　耀もまた、精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで応えた。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟大樹の麓ふもと。

〝契約書類ギアスロール〟に記された勝利宣言は、全ての参加者の士気を高くした。

　サラは乱れた赤あか髪がみを押さえつけ、〝龍角を持つ鷲獅子〟の旗を指して吼ほえた。

「我々の勝利は決まったッ！　後はこの有う象ぞう無む象ぞうを蹴け散ちらすのみッ！　同士よ、これが最後だッ!!　死力を尽つくせッ!!!」

　雄お々おと上がる鬨ときの声が大樹の麓を揺らす。度たび重なる激戦で疲ひ弊へいした同士たちもまた奮起し、魔獣の群れを押し返さんとする勢いで戦いに身を投じている。

　飛鳥もまたその一人だったが、彼女の士気の高さはまた別の処にあった。

　それは言うまでもない。大天幕の開放がレティシアの身に何をもたらすのかぐらい、彼女でも容易に想像がついた。

　しかしその上で、飛鳥は勝利も疑っていなかった。厳密には、誰だれも欠けない無欠の勝利を信じていた。

（十六夜君が………春日部さんが、レティシアを見捨てるはずないわ………!!!）

　結果として、レティシアを失うことになったとしても。

　それは死力を尽くした末の結果だ。

　その時にお互たがいが胸を張って向きあう為にも───飛鳥は、最後まで諦める訳にはいかなかった。

「───み、見ろッ！　また巨きよ龍りゆうが降りてくるッ！」

「今度はかなり低いぞッ!!」

「まさか………〝アンダーウッド〟に突とつ撃げきするつもりかッ───!!?」

　全軍に、恐きよう怖ふと戦せん慄りつが走った。

　その中で飛鳥は一人、覚悟を決めていた。

　自分が………巨龍を、受け止めるしかないと。




　　　　＊




　───吸きゆう血けつ鬼きの古城・最さい端たんの崖がけ。

　十六夜と耀の行動は迅じん速そくだった。共通の敵と目的を持つ以上、無む駄だな言葉は一いつ切さいいらない。十六夜は耀の瞳を見つめ、単刀直入に頼たのんだ。

「俺が巨龍の心臓を撃つ。其そ処こまで運べるか？」

「うん。………あ、でも少しだけ待って」

　耀は思い出したように〝生命の目録ゲノム・ツリー〟を取り出す。グライアと戦った時は無む我が夢む中ちゆうだったが、今は違う。あの時のことを耀は鮮せん明めいに思い出し、幾いく千万の系けい譜ふから系統樹を組み上げ、生命が宿す奇跡ギフトの結けつ晶しようを抽ちゆう出しゆつする。

（さっきは無我夢中だったけど………今度は丁てい寧ねいに汲くみ上あげないと）

　内心、耀は新たな力に期待感を高めていた。先ほど構築した杖は、出会ったことの無い幻獣の力を顕けん現げんさせる事に成功していた。

　つまり組み合わせが正しければ、未だ見ぬ幻獣達の力を引き出す事が可能なのだ。

（合成獣キメラとか、まだ謎なぞだらけで怖こわいけど………そんな事を言ってられない。今大事なのは十六夜を運びきる事。………だから難しい組み合わせは必要ない。空を飛べて、尚なお且かつ速く疾しつ走そうする幻獣を模も倣ほうする………！）

〝生命の目録〟が変へん幻げんし、光となって耀の両足を包み込む。

　耀の履はいていた革かわのロングブーツは白銀の装そう甲こうに包まれ、その先端からは燦さん爛らんとした光を放つ白い翼つばさが生えていた。

「出来た………！」

　未だ出会っていない、憧あこがれの幻獣の一つ───ペガサスの翼を模倣したブーツへと変幻させて、耀は十六夜へと視線を移す。

「お待たせ。後は十六夜が………十六夜？」

　パチパチと、無言で瞬またたき、十六夜は失礼なほど耀の足をマジマジと興味深そうに見つめ、大きく深呼吸をしてから、瞳を輝かがやかせて告げた。

「………驚おどろいた。何だよそれ、超ちようカッコイイじゃねえかッ！」

「そ、そう？　イカしてる？」

「ああ、超イカしてる！」

　ビシッ！　と親指を立て合う二人。今までで一番意思の疎そ通つうが図はかれた気がした。

　しかし耀は表情を一転させ、困ったように問う。

「でも、私が出来るのは運ぶだけ。後は十六夜に任せることになる。………大だい丈じよう夫ぶ？」

「任せろ。春日部にこんなカッコイイものを見せられたんじゃ、俺もとっておきを出すしかないからな」

「………そう。それじゃあ、行く？」

　当然だ、と力強く頷うなずいて返す。

　巨龍が急降下をしたのは、その直後だった。




　　　　＊




　───吸血鬼の古城・黄道の玉座。

　レティシアは二人を見送ったのち、茫ぼう然ぜんと水すい晶しようの天てん井じようを見上げていた。

　一秒でも早く、太陽にこの身を焼いて欲しかった。

　もしもこの合間に同士の命を奪うばうようなことがあったら………本当に、死んでも死にきれなかった。

（十六夜………耀………なんて、馬鹿なことを………！）

　彼女の胸に去来したのは、魔ま王おうと為る直前に現れた男の言葉。

　その言葉を脳のう裏りで反はん芻すうするたびに、レティシアは胸を搔かき毟むしるような思いに駆かられた。

「───守れないものを守ると叫んで、救えないものを救うと叫ぶ。其れは道どう化けの所業だ。それが分からないお前ではないだろう………!?」

　歯は痒がゆさの余り、体を抱だきしめる様に前のめりに屈くつする。そんなレティシアをどう思ったのか、ガロロはレティシアに近づき、ゆっくりと首しゆ肯こうした。

「そうだな。守れないものを守ると叫んで、救えないものを救うと叫ぶ。そんな者は道化だ。───でもレティシア。それを成し遂とげるものは………例外なく、英えい雄ゆうだ」

「そ、それは………！」

「それに俺たちは少なからず、そんな奴らを身近で見てきたじゃないか。なのにあの子たちに限って、それを信じられないってのか？」

　まるで赤子を諭さとすような穏おだやかさで語るガロロ。

　レティシアは言い返せずに顔を背そむけ、今にも泣きそうな顔になっていた。

「同士を殺したくない。そんなお前さんの辛つらい気持ちを、あの子たちは汲んでくれている。だからこそ命張って救おうとしてくれてんじゃねえか」

「………ガロロ」

「信じるんだ、レティシア。あの子たちはきっと………お前さんを、魔王の宿しゆく業ごうから救ってくれる」




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟大樹の麓。

　巨龍はその凶きよう暴ぼうな顎あごを限界まで開き、東南の平野の地平へと急降下。激げき突とつ寸前のところで進路を変え、雄お叫たけびと共に大樹へと突とつ進しんを仕し掛かける。

　飛鳥とディーンは最前線に立ち、全ぜん霊れいの言葉で叫んだ。

「ディーン！　限界まで巨きよ大だい化するわ！　急いでッ！」

「ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」

　身の丈たけ三十尺という巨きよ軀くが、飛鳥の命令に応じる様に肥大化していく。伽が藍らん洞どうの身体からだに熱と魂たましいを注ぎ込み、瞬く間に大樹と並び立つ程ほどにまで背せ丈たけを伸のばした。

　巨龍の頭ず蓋がいと同等に巨大化したディーンだが、それだけでは足りないことも飛鳥は分かっていた。

（私の命令じゃ、ディーンの重量は十倍以上にならない………！）

　そう。此れは既すでに実験済みの事だった。本来の神しん珍ちん鉄てつはどれだけ肥大しても本来の重量が変わることが無い。しかし飛鳥の命令があれば、神珍鉄は最大で十倍の重量にまで膨ふくれ上がる。

　此れは神珍鉄の霊れい格かくが核かくとなる部分の重量に比例することに起因するのだが、そもそも飛鳥の力は質量変化のギフトとは相あい性しようが悪いことも関係していた。

　飛鳥の〝威い光こう〟とは局地的且かつ、瞬しゆん間かん的な霊格の極大化だ。

　水樹のように水を増減させるギフトや神珍鉄の類たぐいのギフトでは、効力が長続きしないのだ。

「でも………やるしかない………！」

「止やめろ、飛鳥ッ！　正気か!?」

　サラが炎えん翼よくを羽ばたかせて飛鳥の隣となりに立つ。

　飛鳥の手を引っ張って逃にげるよう促うながすが、はっきりと首を横に振ふって否定した。

「駄だ目め………！　私たちの後ろには、〝アンダーウッド〟があるわッ！」

「分かっているッ！　それを承知で連れ戻もどしに来たんだッ！」

「私も承知の上よッ！」

「何を承知しているものかッ！　お前のそれは自殺に他ほかならん！」

「仮令自殺まがいでもッ！　此こ処こで退ひいたら、生しよう涯がい悔くいが残るわッ!!」

　サラの手を払はらい、凛りん然ぜんとした瞳ひとみで見つめ返す。

「もしも此処で巨龍が〝アンダーウッド〟を破は壊かいしたら………私の友人が全員悲しむわ。だから私は、絶対に退かない………！」

　黒ウサギも、十六夜も、耀も、サラも、そして加害者のレティシアも、全員が傷を負う事を、飛鳥は分かっていた。

　任された責任以上のものがある。だから退けなかった。巨龍に対する恐怖に屈するわけにはいかなかった。

　飛鳥の覚かく悟ごを真正面から瞠どう目もくして受け止めたサラは、静かに嘆たん息そくを漏もらし、

「………退けないか？」

「退けないわ」

「………死んでもか？」

「………退くぐらいなら」

　断固たる決意で、飛鳥は言い切った。そして紅い鉄人形もまた主人の決意に応えるように臨戦態勢を取る。仮令たとえ勝てぬ戦いでも、決して退けないのだと気き迫はくだけで伝えていた。

　幾万の言葉を投げかけても、最早彼女達を止める事は出来ないだろう。

〝アンダーウッド〟を守る為に、全てを懸かけるだけの覚かく悟ごが、彼女達には出来ている。

　ならばこれ以上は何も言うまいと、サラも最後の決意をし───




「───分かった。ならば、私も同じだけの決意を示そう………!!!」




　サラは帯刀していた剣けんを抜き放はなち、一族の誇りである龍りゆう角かくを切断した。

　赤髪かみが彼女の血に濡ぬれ、見る見るうちに真紅へと変わっていく。

　一瞬───何が起こったか分からず、飛鳥は啞あ然ぜんと固まっていた。

「………な、」

　何を、とは続けられなかった。彼女の覚悟を前に、そんな言葉は吐はけなかった。

　サラは倒れ込むように飛鳥に龍角を手て渡わたし、激痛を堪こらえた声で伝えた。

「………龍角は、純度の高い霊格だ。神珍鉄にも溶とけあうはず………！」

「で、でも、それで止められる保証なんてないのに………！」

　悲痛な声をあげサラの肩かたを揺ゆさぶる。しかしサラは朦朧とした意識の中で頭を振ふり、

「飛鳥なら………きっと、止める………！　〝アンダーウッド〟を守ってくれ………！」

　その言葉を最後に、サラは意識を失った。

　飛鳥は戦慄わななく両手で彼女を抱だきしめ、彼女の龍角をディーンに捧ささげた。

　純じゆん粋すいな霊格としての力を解放した龍角はディーンの装そう甲こうと一体化し、伽が藍らん洞どうの身体からだから熱の籠こもった紅い風を噴ふん出しゆつし始める。

　サラが二〇〇年もの時間を懸けて鍛きたえた恩恵ギフト。

　その想いを無む駄だにすることだけは、絶対に出来なかった。

　飛鳥は意識を失ったサラを強く抱きしめ、万感の思いで叫さけんだ。

「───巨龍を迎むかえ撃うちなさい、ディーンッ!!!」
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「ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」

　伽藍洞の隙すき間まから、紅い風を吹ふかせて突とつ進しんする。

　巨龍の顎を剛ごう腕わんで摑つかみ、大地が捲めくれあがるほどの踏ふみ込みでぶつかり合う。山河より尚なお巨きよ大だいな龍の突進はディーンを一いつ気き呵か成せいに押し込んでいくが、それでも鉄人形は持ちこたえた。

　肩の装甲は砕くだけ、地面と擦こすれ合う足は磨すり減へり、剛腕は今にも咢に食いちぎられそう。しかしそれでも退けない。退けるはずがない。

　飛鳥は血ち塗まみれのサラを抱きしめながら、渾こん身しんの声で叫んだ。

「止まれえええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ────────!!!」

「────ＧＹＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａ!!!」

　巨龍もまた雄お叫たけびを上げ、紅い鉄人形の右みぎ腕うでに食らいつく。

　ディーンはそれを勝機とし、残った左ひだり腕うでで巨龍を下から殴なぐり上げた。巨龍の頭ず蓋がいが大樹の頭上にまで持ち上がり、ディーンの半身を食い千切って上空へと駆かけ上がっていく。

　───その時、飛鳥は空に投げ出されて天を仰あおぎ見みていた。

〝アンダーウッド〟を絶えず取り巻いていた暗雲が、大天幕の開放と共に太陽の陽射しを受けて霧む散さんしていく。開放された大天幕へと導かれ、太陽の陽射しの中に溶けて消えゆく巨龍。

　───黄道の化身、太陽の軌跡から顕現した巨龍。それが今、星の海へと還かえっていく。

　巨きよ軀くの身体が透とう過かしていき、心臓に刻まれた神々しい極光が浮うき彫ぼりになる。

　その一いつ瞬しゆんを待っていたかのように、十六夜を抱かかえた白銀の流星が追走した。

「見つけたぞ………十三番目の太陽───!!!」

　十六夜は両手に抑おさえた光の柱を束ね、巨龍の心臓を撃ち抜く。

　巨龍の断末魔は無く、その総身は光の中へと静かに消えていく。

　巨龍の心臓から零こぼれ落ちた、もう一つの太陽───レティシアを日光から庇かばう様に抱き留とめて、耀は高らかに右腕を振り上げた。








　エピローグ







　───〝アンダーウッド〟主しゆ賓ひん室・大樹の水門。

　レティシアが目を覚ましたのは、それから二日後のことだった。地下水門の付近で聞こえる喧けん騒そうと賑わいが耳に入ったからだろう。

「………あ、起きた？」

　顔を覗のぞき込んだのは、春日かすか部べ耀ようだった。普ふ段だんの大人しい雰ふん囲い気きでベッドの隣に腰こしかけている彼女は三み毛け猫ねこの毛に櫛くしを通していた。

「………私は、」

「体に異常は無いよ。ただ二、三日寝ていただけ」

　ゴロゴロと、三毛猫の顎の裏を搔く耀。

「………もしかして、ずっと起きるのを待っていてくれたのか？」

「ずっとじゃないよ。出来るだけ。長い事ベッドで寝ねて、次に起きた時に誰だれもいなかったら、不安になるでしょ？　だから順番で待ってたんだ」

「………順番？」

　ベッドから少し身を起こして問う。その途と端たん、ガシャン！　と騒さわがしい音を立てて黒ウサギが飛び込んできた。

「耀さん！　交代に来たのですよ………って、レティシア様！　お目覚めになりましたか!?」

「ああ。つい先ほどな」

「そ、そうでしたか………！　では黒ウサギは、皆みなさんを呼びに行ってきます！」

　歓かん喜きの声を弾はずませ、部屋から飛び出る黒ウサギ。

　何時いつもながら騒がしい彼女だが、その騒がしさが何とも懐なつかしい気がした。

「玉座に繫つながれた時は、死を覚悟していたのだがな。………全く、我が主あるじたちは底が知れない方たちばかりだ」

「そうだよ。レティシアは此れから私たちみんなに尽つくすんだ。………だって、コミュニティの仲間だもの」

　少し照れくさそうに笑い、耀が席を立つ。

「そうそう。実は収しゆう穫かく祭をもう一度やり直すことになったんだ。地下都市はボロボロだけど、大樹を舞ぶ台たいに色んなギフトゲームをするんだって」

「………そうか。ふふ、楽しみだな」

「うん。〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟のエントリーがあるから、私も一度席を外すね。後で皆と来るから」

　今まで見せたことの無いような笑え顔がおで退出する耀。

　太陽の様に眩まぶしい彼女の背に手を翳かざし、レティシアは小さく泣いた。

「………そうか。私の太陽は、空にあるものだけじゃなかったんだな」

　そんな実感と幸福感を胸に、もう一度眠ねむりにつく。

　次に目を覚ますときは収穫祭だ。太陽の様に輝かがやく同士たちと共に歩む明日に思いを馳はせ、レティシアは優やさしいまどろみに身を任せるのだった。




　　　　＊




　───〝アンダーウッド〟収しゆう穫かく祭本陣じん営えい。

「十六夜さん！　ジン坊ぼっちゃん！　レティシア様が目を覚まされたのですよ！」

　バタン！　と扉とびらを開けて勢い良く飛び込んでくる黒ウサギ。

　しかし本陣営には十六夜とジンの他にもう一人───〝サウザンドアイズ〟の女性店員が、冷ややかな顔で黒ウサギを迎えた。

「………相変わらず慌あわただしいですね、貴女は」

「そう言うなよ。コレも黒ウサギの持ち味の一つだ」

　ふう、と呆あきれたようにため息を吐く女性店員と、普ふ段だん通りの軽けい薄はくな笑みを浮かべる十六夜。まさか彼女が来ていると思わなかった黒ウサギは気まずそうにウサ耳を紅潮させて挨あい拶さつをした。

「お、御お久ひさし振ぶりでございます。まさか貴女が収穫祭に来ていたとは、」

「いえ、〝アンダーウッド〟に着いたのはつい先ほどです。今日の私は〝サウザンドアイズ〟の特使ですので」

　そう言って姿勢を正す女性店員。言われてみれば今日は普段の割かつ烹ぽう着ぎではなく、色いろ鮮あざやかな着物で着き飾かざり、化け粧しようも嫌いや味みにならない程度にほんのりと紅をさしている。

　古風な巻き物の書簡を取りだした彼女はコホン、と仰ぎよう々ぎようしく咳せき込こみ、

「白夜や叉しや様から、『今回の魔ま王おう討とう伐ばつに対する功績の授じゆ与よを行いたい』という旨むねの書簡を預かっております」

「何？　レティシアの隷れい属ぞく化以外でか？」

「はい。本来なら魔ま王おうレティシアの隷属と〝蛇遣い座アクレピオス〟の所有権は一対の物なのですが………あれは〝全権階層支配者〟に貸し出される物。一コミュニティに授ける事は出来ないということです。なのでこの功績の授与は、その埋うめ合あわせというわけですよ」

　なるほど、と納得するように頷うなずく十六夜いざよい。そのまま背せ凭もたれに寄り掛かかった十六夜は、特に欲しい物が思おもい浮かばず、そのまま他の二人に視線を移した。

「黒ウサギと御おチビは何か欲しいものはあるか？」

「く、黒ウサギは別段何も。それに、今回は殆ほとんどゲームに参加できませんでしたから」

「そっか。御チビはあるか？」

「あります」

　即そく答とうだった。まるで聞かれるのを待っていたかのような即答にちょっと驚おどろいたが、それが逆に十六夜の興味を惹ひいた。長机に身を乗り出す様に前ぜん傾けいとなり、興味深そうに問う。

「御チビがご褒ほう美びをねだるのは珍めずらしいな。何か欲しい物でも見つけたのか？」

「ほ、欲しい物というほどではありません。けど僕ら〝ノーネーム〟の名前も売れてきたし、そろそろ新しいステップに進んでもいいかなと思って………」

　十六夜はますます目を丸くして驚いた。他の二人も同様に驚いている。

　言うまでもないが、今の〝ノーネーム〟の活動方針は十六夜がメインで考えたものだ。

なのに発案者ではないジンが、次のステップを口にしている。余りにも意外だった。

　身を乗り出したまま不思議そうに小首を傾かしげた十六夜は、

「………御チビ？　一体何が欲しいんだ？」

　十六夜だけではなく、二人も同じように静せい聴ちようする姿勢を見せる。

　ジンは少し恥はずかしそうに咳せき払ばらいし、望む報ほう酬しゆうを口にした。

「僕が望むのは二つ。

　一つ、〝ノーネーム〟の六桁けたへの昇しよう格かく。

　二つ、〝ノーネーム〟が六桁で所有していた土地・施し設せつの返へん却きやく。───以上です」

　三人は一いつ斉せいに顔を顰しかめた。ジンの提案に女性店員の視線は呆れを通とおり越こして侮ぶ蔑べつに近い色を含ふくんでジンを睨にらんだ。

「御ご冗じよう談だんを。六桁への昇格には外門に飾かざる旗が必要不可欠。その旗を持たない名無しが特例認めてもらおうなどとは───」

「いや、旗は新たに造ります。コミュニティを解散することなく、新たな旗を」

　はあ？　と素すっ頓とん狂きような声を上げる女性店員。黒ウサギも訳が分からず困こん惑わくした様にウサ耳みみを傾かたむけている。しかし十六夜だけは得心がいったという様に感かん嘆たんの声を上げた。

「なるほど………そうか、その手があったか。それは確かに、俺達の名前が売れてないと出来ない方法だ」

「はい。この方法なら、僕達はコミュニティを解散せずに旗を作ることが出来ます」

　お互たがいに納得したように頷き合う。しかし意味が分からない黒ウサギと女性店員は首を傾げたままお互いの顔を見合わせている。

　十六夜はヤハハと笑い、戸と惑まどう二人に解答を告げた。

「単一の組織では旗を持てない。なら複数の組織で旗を作って、代だい替たいに使えばいい」

「そう。僕ら〝ノーネーム〟が唯ゆい一いつ旗を持てる手段───連盟旗を作るんです」








　あとがき







　皆みな様さまお久しぶりです。この度たびはなんちゃって現代風異世界ハートフルファンタジー「問題児シリーズ」が、まさかの漫まん画が化決定ということになりました。それも雑誌掲けい載さいとネット雑誌の二誌掲載で、弄り倒たおされる黒ウサギと暴走する問題児が描えがかれるということだそうです。此これも読者の皆さんの声せい援えんのおかげです。本当にありがとうございます。………しかし此こ処こで冷静に既き刊かんを読み返し、ふと竜たつノ湖こは思いました。

　黒ウサギが最近弄いじり足りないな、と。

　………いやいや、これじゃ駄だ目めだな！　やっぱり黒ウサギを弄り倒してこその「問題児シリーズ」だろう！　というわけで漫画化記念というわけではありませんが、次回は初心に戻もどって黒ウサギを弄り倒す物語に傾けい倒とうしてみようかなと。

　そもそも水着を着せたくて始めたのが〝アンダーウッド〟編だったのに何故なぜこうなった！　此れも全すべて魔ま王おうの所為せいに違ちがいないな！　決してノープランな僕の所為じゃないぞ！

　そんなこんなで、〝アンダーウッド〟編は次回まで続きます。ちなみに今回もザ・スニーカーＷＥＢで短編を無料公開していますので、暇ひまな時でも読んでみてください。

　次は夏に発売の予定です。今年も頑がん張ばりますので、よろしくお願い致いたします。











問もん題だい児じたちが異い世せ界かいから来くるそうですよ？




十じゆう三さん番ばん目めの太たい陽ようを撃うて















竜たつノの湖こ太た郎ろう
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